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6-1.  評価の進め方 

6-1-1. 評価の方針 

ダム管理フォローアップ制度は、適切なダム管理を行っていく重要性を鑑み、事業の効果や

環境への影響等を分析、評価し、必要に応じて改善措置を講じる取り組みである。各ダムで 5

年ごとに過去の調査結果の分析・評価を行い、定期報告書を作成する。 

ここでは、一庫ダムの「河川水辺の国勢調査」の結果を活用し、生物に関する評価としてダ

ム湖及びその周辺の環境特性の把握を行い、生物の生育・生息状況に変化が生じているかどう

かを整理した。 

検証、評価する項目は以下のとおりである。 

 

(1) 生物の生息・生育状況の変化の検証 

(2) 生物の生息・生育状況の変化の評価 

(3) 環境保全対策の効果の評価 

 

6-1-2. 評価の手順 

生物に関する評価の手順を図 6-1-2-1 に示す。 

収集した資料をもとに、基礎情報としてダム湖及びその周辺の環境の把握を行った。 

生物の生息・生育状況の変化の状況やダムの特性(立地条件、経年変化、既往調査結果等)を

踏まえ、ダムの存在やダムの管理・運用に伴う影響を把握するために必要と考えられる分析対

象種を選定した。 

次に、選定した分析対象種が影響を受けると考えられる環境エリア毎に、生物の生息・生育

環境条件の状況と生物の生息・生育状況を経年的に比較検討した。生物の生息・生育状況に変

化が見られた場合は、その変化がダムの存在やダムの管理・運用に伴う影響か、それ以外によ

る影響かの観点から変化の要因を検討し、ダムとの関連を検証した。その結果について評価の

視点を定め、分析対象種を生物群毎に評価した。 

また、重要な種(以下「重要種」という。)、国外外来種(以下「外来種」という。)は、経年

的な確認状況だけでなく、個体数などの基本情報を整理し、生態的な特徴から、ダムの存在や

ダムの管理・運用に伴う影響の有無や程度を分析し、今後の環境保全対策等の必要性や方向性

を検討した。 

さらに環境保全対策について、目標と現状を比較することにより、効果を評価した。 

これら評価結果により、ダム湖及びその周辺の環境について、改善の必要性のある課題をと

りまとめた。 
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図 6-1-2-1 生物に関する評価手順 

 

生物の生息・生育環境の変化の評価 

資 料 の 収 集 

ダム湖及びその周辺の環境の把握 

環境保全対策の効果の 

評価 

今後の対応方針の整理 

環境保全対策の効果の整理 

環境保全対策の課題の整理 

環境保全対策の整理 

環境保全対策の結果の整理 

生物の生息・生育環境の変化の検証 

ダ ム 特 性 の 把 握 

分析項目の選定 

環境条件の変化の把握 

生物(分析対象種)毎の評価 

環境情報の整理 

環境保全対策の必要性や方向性の検討 

<生物相>   <重要種>   <外来種> 

改善の必要性のある課題の整理 

ま と め 

環境保全対策が必要となった種 
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6-1-3. 資料の収集 

（1）資料の収集 

検証及び評価に際しては、平成 5年度から平成 25 年度までの河川水辺の調査報告書を使用し

た。報告書作成に使用した文献のリストを表 6-1-3-1 に示す。 

 

表 6-1-3-1 (1) 文献リスト 

資料番号 区分 資　　料　　名 発行年月

資料-1
平成5年度一庫ダム河川水辺の国勢調査業務
（鳥類・両生類・爬虫類・哺乳類・底生動物・動植物プランクトン）

平成6年3月

資料-2
平成6年度一庫ダム河川水辺の国勢調査業務
（植物・鳥類・両生類・爬虫類・哺乳類・陸上昆虫類）

平成6年7月

資料-3 平成7年度一庫ダム河川水辺の国勢調査業務（魚類調査） 平成7年11月

資料-4 平成8年度一庫ダム河川水辺の国勢調査業務（植物調査） 平成9年3月

資料-5 平成9年度一庫ダム河川水辺の国勢調査業務（鳥類調査） 平成10年3月

資料-6
平成10年度一庫ダム河川水辺の国勢調査業務
（両生類・爬虫類・哺乳類・陸上昆虫類等調査）

平成11年3月

資料-7 平成11年度一庫ダム自然環境検討業務（底生動物、動植物プランクトン） 平成12年3月

資料-8 平成12年度一庫ダム自然環境検討業務（魚類） 平成13年3月

資料-9 平成13年度一庫ダム自然環境検討業務（植物調査） 平成14年3月

資料-10 平成13年度一庫ダム河川水辺の国勢調査業務（植物調査） 平成14年3月

資料-11 平成13年度一庫ダム河川水辺の国勢調査業務（陸上植物調査） 平成14年3月

資料-12 平成14年度一庫ダム河川水辺の国勢調査業務（鳥類調査） 平成15年3月

資料-13
平成15年度一庫ダム河川水辺の国勢調査業務
（水辺の国勢調査　両生類・爬虫類・哺乳類・陸上昆虫類等調査）

平成16年3月

資料-14
平成15年度一庫ダム河川水辺の国勢調査業務
（両生類・爬虫類・哺乳類・陸上昆虫類等調査）

平成16年3月

資料-15
平成16年度一庫ダム河川水辺の国勢調査業務
（底生動物・動植物プランクトン）

平成17年3月

資料-16 平成17年度一庫ダム河川水辺の国勢調査業務（魚類調査） 平成18年3月

資料-17 平成18年度一庫ダム河川水辺の国勢調査（鳥類）業務 平成19年3月

資料-18 平成19年度河川水辺の国勢調査業務（魚類調査） 平成19年12月

資料-19 平成20年河川水辺の国勢調査業務（底生動物調査） 平成20年11月

資料-20 平成21年度河川水辺の国勢調査業務（植物調査） 平成22年3月

資料-21 河川水辺の国勢調査業務(ダム湖環境基図作成調査) 平成23年2月

資料-22
平成22年度一庫ダム河川水辺の国勢調査計画検討・整理
（ダム湖環境基図作成調査）

平成23年3月

資料-23 河川水辺の国勢調査業務(両生類・爬虫類・哺乳類調査) 平成24年2月

資料-24 河川水辺の国勢調査業務（魚類調査） 平成25年1月

資料-25 河川水辺の国勢調査業務（底生動物調査） 平成25年12月

国
　
　
勢
　
　
調
　
　
査
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表 6-1-3-1 (2) 文献リスト 

資料番号 区分 資　　料　　名 発行年月

資料-26 平成14年度一庫ダム自然環境検討業務（エドヒガン植栽試験） 平成15年3月

資料-27 平成15年度一庫ダム自然環境検討業務（エドヒガン栽培試験） 平成16年3月

資料-28 平成15年度一庫ダム自然環境検討業務（クズ生育制御実験） 平成16年3月

資料-29
平成16年度一庫ダム自然環境検討業務
（クズ生育制御実験，河川水辺の国勢調査　底生動物・動植物プランクト
ン）

平成17年3月

資料-30 平成16年度猪名川河川生物生息環境に関する検討業務 平成17年3月

資料-31 平成17年度猪名川河川生物生息環境に関する検討業務 平成18年3月

資料-32 平成18年度猪名川河川生物生息環境に関する検討業務 平成19年3月

資料-33 平成19年度猪名川河川生物生息環境に関する検討業務 平成20年3月

資料-34 平成21年度猪名川河川生物生息環境に関する検討業務 平成22年3月

資料-35 猪名川河川生物生息環境に関する検討業務 平成24年3月

資料-36 猪名川河川生物生息環境に関する検討業務 平成26年3月

資料-37 平成16年度貯水池生物調査 平成17年3月

資料-38 平成17年度貯水池生物調査 平成18年3月

資料-39 平成18年度貯水池生物調査報告書 平成19年3月

資料-40 平成19年度一庫ダム貯水池生物調査 平成20年3月

資料-41 平成21年度一庫ダム貯水池生物調査 平成22年3月

資料-42 平成22年度一庫ダム貯水池生物調査 平成23年3月

資料-43 一庫ダムプランクトン調査・整理検討業務 平成26年1月

自
然
環
境
検
討
業
務
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（2）調査実施状況の整理 

一庫ダムで実施した生物調査の実施状況を表 6-1-3-2 に示す。 

一庫ダムでは、陸域に係る調査として陸上植物、哺乳類、鳥類、爬虫類、両生類、陸上昆虫

類調査を、水域に係る調査として魚類、底生動物、動植物プランクトン調査を実施している。 

調査内容を表 6-1-3-3 に示す。 

 

表 6-1-3-2(1) 年度別調査実施状況の整理 

魚

類

底

生

動

物

動

植

物

プ

ラ

ン

ク

ト

ン

鳥

 
類

両

生

類

・

爬

虫

類

・

哺

乳

類

陸

上

昆

虫

類

等

植

 
物

平成5年度 1
平成5年度一庫ダム河川水辺の国勢調査業務
（鳥類・両生類・爬虫類・哺乳類・底生動物・動植物プランクトン）

● ● ● ●

平成6年度 2
平成6年度一庫ダム河川水辺の国勢調査業務
（植物・鳥類・両生類・爬虫類・哺乳類・陸上昆虫類）

● ● ● ●

平成7年度 3 平成7年度一庫ダム河川水辺の国勢調査業務（魚類調査） ●

平成8年度 4 平成8年度一庫ダム河川水辺の国勢調査業務（植物調査） ●

平成9年度 5 平成9年度一庫ダム河川水辺の国勢調査業務（鳥類調査） ●

平成10年度 6
平成10年度一庫ダム河川水辺の国勢調査業務
（両生類・爬虫類・哺乳類・陸上昆虫類等調査）

● ●

平成11年度 7 平成11年度一庫ダム自然環境検討業務（底生動物、動植物プランクトン） ● ●

平成12年度 8 平成12年度一庫ダム自然環境検討業務（魚類） ●

平成13年度 9 平成13年度一庫ダム河川水辺の国勢調査業務（陸上植物調査） ●

10 平成13年度一庫ダム自然環境検討業務（植物調査） ●

平成14年度 11 平成14年度一庫ダム河川水辺の国勢調査業務（鳥類調査） ●

12 平成14年度一庫ダム自然環境検討業務（エドヒガン植栽試験） ●

平成15年度 13
平成15年度一庫ダム河川水辺の国勢調査業務
（両生類・爬虫類・哺乳類・陸上昆虫類等調査）

● ●

14 平成15年度一庫ダム自然環境検討業務（クズ生育制御実験） ●

15 平成15年度一庫ダム自然環境検討業務（エドヒガン栽培試験） ●

平成16年度 16
平成16年度一庫ダム河川水辺の国勢調査業務
（底生動物・動植物プランクトン）

● ●

17
平成16年度一庫ダム自然環境検討業務
（クズ生育制御実験，河川水辺の国勢調査　底生動物・動植物プランクト
ン）

● ● ●

18 平成16年度猪名川河川生物生息環境に関する検討業務 ● ●

19 平成16年度貯水池生物調査 ●

平成17年度 20 平成17年度一庫ダム河川水辺の国勢調査業務（魚類調査） ●

21 平成17年度猪名川河川生物生息環境に関する検討業務 ● ●

22 平成17年度貯水池生物調査 ●

調
　
査
　
番
 
号

年度 調　査　件　名

対　象　生　物

●…現地調査実施業務
○…データ整理・検討業務  
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表 6-1-3-2(2) 年度別調査実施状況の整理 

魚

類

底

生

動

物

動

植

物

プ

ラ

ン

ク

ト

ン

鳥

 
類

両

生

類

・

爬

虫

類

・

哺

乳

類

陸

上

昆

虫

類

等

植

 
物

平成18年度 23 平成18年度一庫ダム河川水辺の国勢調査（鳥類）業務 ●

24 平成18年度猪名川河川生物生息環境に関する検討業務 ● ●

25 平成18年度貯水池生物調査報告書 ●

平成19年度 26 平成19年度河川水辺の国勢調査業務（魚類調査） ●

27 平成19年度猪名川河川生物生息環境に関する検討業務 ● ●

28 平成19年度一庫ダム貯水池生物調査 植

平成20年度 29 平成20年河川水辺の国勢調査業務（底生動物調査） ●

30 平成21年度河川水辺の国勢調査業務（植物調査） ●

31 平成21年度猪名川河川生物生息環境に関する検討業務 ● ●

32 平成21年度一庫ダム貯水池生物調査 ●

33 河川水辺の国勢調査業務(ダム湖環境基図作成調査) 基

34
平成22年度一庫ダム河川水辺の国勢調査計画検討・整理
（ダム湖環境基図作成調査）

基

35 平成22年度一庫ダム貯水池生物調査 ●

36 河川水辺の国勢調査業務(両生類・爬虫類・哺乳類調査) ●

37 猪名川河川生物生息環境に関する検討業務 ● ●

38 一庫ダムプランクトン調査・整理検討業務 ●

39 河川水辺の国勢調査業務（魚類調査） ●

40 猪名川河川生物生息環境に関する検討業務 ● ●

41 一庫ダムプランクトン調査・整理検討業務 ●

42 河川水辺の国勢調査業務（底生動物調査） ●

43 一庫ダムプランクトン調査・整理検討業務 植

平成23年度

平成24年度

調
　
査
　
番
 
号

平成22年度

平成21年度

調　査　件　名

対　象　生　物

●…現地調査実施業務
○…データ整理・検討業務

年度

平成25年度
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表 6-1-3-3 (1)調査項目別調査内容一覧(魚介類) 

年度

調
査
番
号

調査範囲 調査地点 調査時期 調査方法

流入河川 St.6､7

ダム湖内 St.1～5(1'補足)

下流河川 St.8

流入河川 St.6､7

ダム湖内 St.1～5

下流河川 St.8

流入河川 St.6､7

ダム湖内 St.1～5

下流河川 St.8

流入河川 淀一入1､2

ダム湖内 淀一湖2､4､5､6

下流河川 淀一下1

ダム湖 淀一湖2､4､5､6

流入河川 淀一入1､2

下流河川 淀一下1

平成19年度 26

平成12年
6月､9月､10月

捕獲調査
（投網、刺網、タモ綱、モンドリ、セルビン、電気ショッ
カー）

平成24年度 39
平成24年
6月､10月

捕獲調査
(投網、タモ網、刺網、はえなわ、定置網、カゴ網、電
撃捕漁器)

平成17年度 20
平成17年
7月､9月

捕獲調査
（投網、定置網、手網、刺網、セルビン、電気ショッ
カー）

平成19年
6月､10月

捕獲調査
（投網、タモ網、刺網、定置網、セルビン）

平成7年度 3
平成7年

6月､10月
捕獲調査
（投網、三枚網、袖網、タモ網、モンドリ、セルビン）

平成12年度 8

 
注)表中の「調査範囲」とは、図 6-1-3－1 に示す調査地区の区分を示し、「調査地点」とは図 6-1-3－2～図 6-1-3

－2 に示した調査地点を示す。 

 

表 6-1-3-3 (2)調査項目別調査内容一覧(底生動物) 

年度

調
査
番
号

調査範囲 調査地点 調査時期 調査方法

下流河川 放水口

ダム湖内 基準地点

流入河川 千軒,国崎

下流河川 St.8

ダム湖内 St.1～5

流入河川 St.6､7

下流河川 St.8

ダム湖内 St.1～5

流入河川 St.6､7

下流河川 淀一下1

ダム湖内 淀一湖1､2､4､6

流入河川 淀一入1､2

ダム湖 淀一湖1､2､4､6

流入河川 淀一入1､2

下流河川 淀一下1

平成16年
5月､8月､11月
平成17年2月

平成25年
4月､8月

平成11年
5月､8月､11月
平成12年1月

平成20年度 29

平成5年8月､11月平成5年度 1 採泥器等

定点採集（エクマンバージ型採泥器 15cm×15cm×5回）
定量採集（25cm×25cm×1～3回）
定性採集（25cm×25cm×8～16回）

定点採集（エクマンバージ型採泥器 15cm×15cm×2～5回）
定量採集（25cm×25cm×1～3回）
定性採集

平成16年度

平成20年
4月､8月

平成17年2月

定量採集（エクマンバージ型採泥器 15cm×15cm×3回）
定性採集（D フレームネット（口径30cm、約0.5mm 目合い(NGG38)の
タモ網で採取））

定量採集（エクマンバージ型採泥器 15cm×15cm×3回）
定性採集（D フレームネット（口径30cm、約0.5mm 目合い(NGG38)の
タモ網で採取））

平成11年度

16

7

平成25年度 42

 
注)表中の「調査範囲」とは、図 6-1-3－1 に示す調査地区の区分を示し、「調査地点」とは図 6-1-3－2～図 6-1-3

－2 に示した調査地点を示す。 
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表 6-1-3-3 (3)調査項目別調査内容一覧(動植物プランクトン) 

年度

調
査
番
号

調査範囲 調査地点 調査時期 調査方法

下流河川 放水口

ダム湖内 基準点

流入河川 千軒、国崎

下流河川 №8

ダム湖内 №1～6

流入河川 №7

下流河川 №8

ダム湖内 №1～5

流入河川 №6､7

下流河川 放水口（植物）

ダム湖内
基準点（植物､動物）
さくら橋、りんどう橋（植物）

下流河川 放水口（植物）

ダム湖内

基準点(植物､動物)
さくら橋、りんどう橋、大路次
フェンス、田尻フェンス（植
物）

下流河川 放水口（植物）

ダム湖内

基準点(植物､動物)
さくら橋、りんどう橋、大路次
フェンス、田尻フェンス（植
物）

下流河川 放水口（植物）

ダム湖内

基準点（植物､動物）
さくら橋、りんどう橋、大路次
フェンス、田尻フェンス（植
物）

下流河川 放水口（植物）

ダム湖内
基準点（植物､動物）
さくら橋、りんどう橋、大路次
曝気（植物）

下流河川 放水口

ダム湖内
基準点、さくら橋、りん
どう橋
縄手橋周辺、国崎周辺、
円山大橋周辺

平成25年4月
植物プランクトン(臨時調査：赤潮)
　採水法（バンドーン型採水器）

ダムサイト右岸
出合地区

平成25年6月
植物プランクトン(臨時調査：アオコ)
　採水法（バンドーン型採水器）

下流河川 放水口

ダム湖内

基準点､さくら橋、りんどう橋、
出合地区、大路次川上
流網場、郷内橋、田尻川
上流網場

植物プランクトン
　採水法（ダム湖内：バンドーン型採水器）
動物プランクトン
　採水法（バンドーン型採水器）
　ネット法（プランクトンネット）

植物プランクトン(臨時調査：アオコ)
　採水法（ダム湖内：バンドーン型採水器）

平成25年8月

平成
25年度

43

ダム湖内

平成25年1月～12
月

平成
21年度

32
平成21年4月～
平成22年3月

平成
5年度

平成5年8月､11月

植物プランクトン
　採水法
動物プランクトン
　ネット法

平成
22年度

35
平成22年4月～
平成23年3月

植物プランクトン
　採水法（ダム湖内：バンドーン型採水器）
動物プランクトン
　採水法（バンドーン型採水器）

25
平成

18年度
平成18年4月～
平成19年3月

7

平成16年5月､8
月､11月

平成17年2月

植物プランクトン
　採水法
　ネット法
動物プランクトン
　採水法
　ネット法

平成
16年度

16

平成11年5月､8
月､10月､11月
平成12年1月

植物プランクトン
　採水法
動物プランクトン
　採水法
　ネット法

平成
11年度

1

植物プランクトン
　採水法（ダム湖内：バンドーン型採水器）
動物プランクトン
　採水法（バンドーン型採水器）

植物プランクトン(定期調査)
　採水法（ダム湖内：バンドーン型採水器）

平成
23年度

38
平成23年1～3月､

6～12月

植物プランクトン
　採水法（ダム湖内：バンドーン型採水器）
動物プランクトン
　採水法（バンドーン型採水器）

平成
24年度

41
平成24年1月～12

月

植物プランクトン
　採水法（ダム湖内：バンドーン型採水器）
動物プランクトン
　採水法（バンドーン型採水器）

 
注)表中の「調査範囲」とは、図 6-1-3－1 に示す調査地区の区分を示し、「調査地点」とは図 6-1-3－2～図 6-1-3

－2 に示した調査地点を示す。 
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表 6-1-3-3 (4)調査項目別調査内容一覧(植物) 

年度

調
査
番
号

調査範囲 調査地点 調査時期 調査方法

平成5年度 2 ダム湖周辺
植生分布調査：調査範囲全域
植物相調査：調査範囲全域
群落組成調査：53地点

平成5年7月､8
月､10月､12月
平成6年4月､5

月

植生分布調査：現地踏査
植物相調査：現地踏査
群落組成調査：コドラート法

平成8年度 4 ダム湖周辺
植生分布調査：調査範囲全域
植物相調査：調査範囲全域
群落組成調査：59地点

平成8年4月､6
月､7月､9月､

10月

植生分布調査：現地踏査
植物相調査：現地踏査
群落組成調査：コドラート法

下流河川 植物相調査：No.9

ダム湖周辺
植生分布調査：調査範囲全域
植物相調査：No.1～7
群落組成調査：59地点

流入河川 植物相調査：No.8

下流河川 淀一入1､2

ダム湖 淀一湖4､6､3

ダム湖周辺 淀一周1､2､3､4､5､6-1､6-2

流入河川 淀一下1

平成13年度 9
平成13年6月､
7月､8月､10月

植生分布調査：現地踏査
植物相調査：現地踏査
群落組成調査：コドラート法

平成21年度 30
平成21年5月､

7月､10月

植生図作成調査：事前調査、踏査
植生断面調査：現地踏査
群落組成調査：コドラート法
シカの食害調査：現地踏査

 
注)表中の「調査範囲」とは、図 6-1-3－1 に示す調査地区の区分を示し、「調査地点」とは図 6-1-3－2～図 6-1-3

－2 に示した調査地点を示す。 

 

表 6-1-3-3 (5)調査項目別調査内容一覧(鳥類) 

年度

調
査
番
号

調査範囲 調査地点 調査時期 調査方法

ダム湖周辺
R1、R2、R3
No.1、No.2、No.4

流入河川 No.3

平成
9年度

5 ダム湖周辺
R1、R2、R3、R4
No.1、No.2、No.3、No.4

平成9年5月､6月､
10月

平成10年2月

ラインセンサス法
定点センサス法
移動中の任意確認

下流河川 No11

ダム湖周辺 No1～10、No.13、14

流入河川 No.12

下流河川 st.15

ダム湖内 st.5､st.7

ダム湖周辺 st.8～st.12

流入河川 st.13､st.14

平成
14年度

11
平成14年5月､6月､

10月
平成15年2月

ラインセンサス法
定点センサス法
夜間調査
移動中の任意確認

平成18年5月､6月､
10月

平成19年2月

平成5年6月､ 8月､
10月

平成6年1月、4月､5
月

ラインセンサス法
定点センサス法
移動中の任意確認

平成
5～6年

度

ラインセンサス＋スポットセンサス法
船上センサス法
定点センサス法
夜間調査
移動中の任意確認

平成
18年度

23

1､2

 
注)表中の「調査範囲」とは、図 6-1-3－1 に示す調査地区の区分を示し、「調査地点」とは図 6-1-3－2～図 6-1-3

－2 に示した調査地点を示す。 
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表 6-1-3-3 (6)調査項目別調査内容一覧(両生類・爬虫類・哺乳類) 

年度

調
査
番
号

調査範囲 調査地点 調査時期 調査方法

平成5～6年度 1､2 ダム湖内
踏査：調査区域全域
St.1-6

平成5年6月、8月､10
月､11月

平成6年1月

目撃法・フィールドサイン法
トラップ法

平成10年度 6 ダム湖内
踏査：調査区域全域
St.1-6

平成10年5月､7月､
10月､11月

平成11年1月

目撃法・フィールドサイン法
トラップ法・カニカゴ
夜間調査

下流河川 No.6-1

ダム湖周辺 No.1～5､7､その他の区域

流入河川 No.6-2

下流河川 淀一入1､2

ダム湖内 淀一湖2～6

ダム湖周辺 淀一周1～7

流入河川 淀一下1

平成15年度 13
平成15年5月､7月､

10月､11月
平成16年1月

目撃法・フィールドサイン法
トラップ法・カメトラップ
自動撮影

平成23年度 36
平成23年6月､7月､

10月､11月

捕獲法・目撃法・フィールドサイン法
トラップ法・カメトラップ
自動撮影
バットディテクター

 
注)表中の「調査範囲」とは、図 6-1-3－1 に示す調査地区の区分を示し、「調査地点」とは図 6-1-3－2～図 6-1-3

－2 に示した調査地点を示す。 

 

表 6-1-3-3 (7)調査項目別調査内容一覧(陸上昆虫類) 

年度

調
査
番
号

調査範囲 調査地点 調査時期 調査方法

平成5年度 2 ダム湖周辺

調査区域全域
ライトトラップ
　№1～3
ピットフォールトラップ
　№1～5

平成5年8月､
10月

平成6年5月

任意採集法
ライトトラップ法（カーテン法）
ピットフォールトラップ法

平成10年度 6 ダム湖周辺

調査区域全域
ライトトラップ
　№1～3
ピットフォールトラップ
　№1～5

平成10年5月､
7月､10月

任意採集法
ライトトラップ法（カーテン法）
ピットフォールトラップ法

下流河川 No.6-1

ダム湖周辺 No.1～5､7､その他の区域

流入河川 No.6-2

平成15年度 13
平成15年5月､

7月､10月

任意採集法
ライトトラップ法（ボックス法）
ピットフォールトラップ法

 
注)表中の「調査範囲」とは、図 6-1-3－1 に示す調査地区の区分を示し、「調査地点」とは図 6-1-3－2～図 6-1-3

－2 に示した調査地点を示す。 
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図 6-1-3-1 調査地区の区分 
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図 6-1-3-2 調査位置（魚類） 
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図 6-1-3-3 調査位置（底生動物） 



一庫ダム定期報告書 

6. 生物 

6-14 

 

図 6-1-3-4 調査位置（プランクトン） 



一庫ダム定期報告書 

6. 生物 

6-15 

 

図 6-1-3-5 調査位置（植物） 
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図 6-1-3-6 調査位置（鳥類） 
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図 6-1-3-7 調査位置（両性・爬虫類・両生類） 
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図 6-1-3-8 調査位置（昆虫類） 
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（3）モニタリング調査の実施状況 

一庫ダムで実施されている環境保全対策のモニタリング調査として、下流河川で、魚

類、底生動物及び付着藻類に関するモニタリング調査が実施されている。 

 

 a）調査区域 

地点は広域にわたって設定されている。本報告書では、これらのうち、一庫ダム周辺

とその直下流付近に位置する、一庫大路次川（ダム下実験区 1、2、八幡、千軒）、田尻

川（国崎）、八幡の 6 地点を整理の対象とした。図 6-1-3-9、図 6-1-3-10 に示す。 

 

 b）経年実施状況 

各調査地点におけるモニタリング調査の経年実施状況を表 6-1-3-4 に示す。 
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図 6-1-3-9 モニタリング調査実施地点（広域範囲） 
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図 6-1-3-10 モニタリング調査実施地点（一庫ダム周辺） 
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表 6-1-3-4 モニタリング調査経年実施状況(1) 
2005年

(H16年度)
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

中園橋 ○
軍行橋 ○ ○ ○ ○
高橋 ○
塩川合流点 ○ ○ ○ ○ ○ ○
多田院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ゴルフ橋 ○ ○ ○ ○ ○ ○
八幡警報局舎付近 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
石道 ○ ○ ○ ○ ○ ○
一庫新橋 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ダム下実験区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ダム湖内 黒川（国崎）
千軒 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国崎（田尻川）

2002年（H13年度） 2004年（H16年度） 2005年（H17年度）

下流河川

下流河川
（遠方）

流入河川
 

 

6月-1 6月-2 7月-1 7月-2 8月-1 8月-2 9月-1 9月-2 10月 11月 6月-1 6月-2 7月-1 7月-2 8月-1 8月-2 9月-1 9月-2 10月 11月
中園橋
軍行橋
高橋
塩川合流点
多田院
ゴルフ橋
八幡警報局舎付近 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
石道
一庫新橋
ダム下実験区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ダム湖内 黒川（国崎） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
千軒 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国崎（田尻川）

2006年（H18年度） 2007年（H19年度）

下流河川
（遠方）

下流河川

流入河川
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表 6-1-3-4 モニタリング調査経年実施状況(2) 

4月 5月 6月-1 6月-2 7月-1 7月-2 8月-1 8月-2 9月-1 9月-2 10月 11月
中園橋
軍行橋
高橋
塩川合流点
多田院
ゴルフ橋
八幡警報局舎付近
石道
一庫新橋
ダム下実験区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ダム湖内 黒川（国崎） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
千軒 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国崎（田尻川） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

下流河川
（遠方）

下流河川

流入河川

2008年（H20年度）

 
 

4月-1 4月-2 5月-1 5月-2 6月-1 6月-2 7月-1 7月-2 8月-1 8月-2 9月-1 9月-2 10月 11月
中園橋
軍行橋
高橋
塩川合流点
多田院
ゴルフ橋
八幡警報局舎付近
石道
一庫新橋
ダム下実験区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ダム湖内 黒川（国崎） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
千軒 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国崎（田尻川） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2009年（H21年度）

下流河川
（遠方）

下流河川

流入河川
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表 6-1-3-4 モニタリング調査経年実施状況(2) 

4月 5月-1 5月-2 5月-3 6月-1 6月-2 7月-1 7月-2 8月-1 8月-2 8月-3 9月-1 9月-2 10月-1 10月-2 11月
中園橋
軍行橋
高橋
塩川合流点
多田院
ゴルフ橋
八幡警報局舎付近
石道
一庫新橋
ダム下実験区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ダム湖内 黒川（国崎） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
千軒 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国崎（田尻川） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2010年（H22年度）

下流河川
（遠方）

下流河川

流入河川
 

 

4月-1 4月-2 5月-1 5月-2 6月-1 6月-2 7月-1 7月-2 8月-1 8月-2 9月-1 9月-2 10月 11月
中園橋
軍行橋
高橋
塩川合流点
多田院
ゴルフ橋
八幡警報局舎付近
石道
一庫新橋
ダム下実験区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ダム湖内 黒川（国崎） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
千軒 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国崎（田尻川） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2011年（H23年度）

下流河川
（遠方）

下流河川

流入河川
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表 6-1-3-4 モニタリング調査経年実施状況(2) 

4月-1 4月-2 5月-1 5月-2 6月-1 6月-2 7月-1 7月-2 8月-1 8月-2 9月-1 9月-2 10月 11月
中園橋
軍行橋
高橋
塩川合流点
多田院
ゴルフ橋
八幡警報局舎付近 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
石道
一庫新橋
ダム下実験区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ダム湖内 黒川（国崎）
千軒 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国崎（田尻川） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2013年（H25年度）

下流河川
（遠方）

下流河川

流入河川
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6-2. ダム湖及びその周辺の環境の把握 

6-2-1. ダム湖及びその周辺の環境の概況の把握 

（1）環境情報図 

一庫ダムのダム湖周辺環境情報図、ダム湖周辺環境特性図を図 6-2-1-1～図 6-2-1-4 に示

す。 

ダム湖周辺環境図（部分図）として、流入河川につながる湖肢部を図 6-2-1-4 に示す。魚

類ではムギツク、ナマズ、トウヨシノボリが確認されており、キイロサナエ、グンバイトン

ボといった流水性のトンボ類が確認されている。湖岸にはコムラサキ、コカモメヅルといっ

た低木や草本類が生育し、沢筋には鳥類のオオルリや爬虫類のニホンイシガメが生息してい

る。 

 

 

 

 

図 6-2-1-1 ダム湖周辺環境情報図（広域図） 

位 置 図 
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図 6-2-1-2 ダム湖周辺環境情報図（流域図） 

●一庫ダム 
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ダム下流河川及び流入河川におけるト

ビケラ目、カワゲラ目、カゲロウ目の確

認種数は、下流河川が各調査年を通し

て少ない結果となった。下流河川の河

床は粗粒化が進行している可能性が

考えられるが、定期的な土砂投入やフ

ラッシュ放流等により、生息環境が改

善される可能性が考えられる。

ダム湖周辺では、ニホンジカが

多数生息しており、アカマツ群

落やクヌギ群落、コナラ群落で

は樹皮が剥がされる食害が発

生している。また、これらの地

点は植被率も低く、下層植生

に依存する種の生息環境に影

響を及ぼす可能性が考えられ

る。

コナラ群落

クヌギ群落

アカマツ群落

流入河川 流入河川

下流河川

回遊性魚類であるアユ

が、ダム湖において陸封

されていると考えられる。

 

図 6-2-1-3 ダム湖周辺環境情報図（全体域図） 
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図 6-2-1-4 ダム湖周辺環境情報図（部分図） 

 

（2）周辺環境特性 

一庫ダムのダム湖周辺環境特性図を図 6-2-1-5 に示す。 
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図 6-2-1-5 ダム湖周辺環境特性図 
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6-2-2. 河川水辺の国勢調査における確認種の把握 

（1）魚類 

平成 7年度以降に 5回実施された現地調査の結果、全体で 33 種の魚類を確認した。 

回遊魚であるアユや、ヨシノボリ類やオイカワといった種のほか、外来魚のブルーギルや

オオクチバスの生息も確認されている。 

重要種として、ムギツク、ギギ、ナマズなどが確認されている。 

表 6-2-2-1 魚類経年確認状況 

No 目名 科名 和名 学名 H7 H12 H17 H19 H24

1 ウナギ ウナギ ニホンウナギ Anguilla japonica ○ ○ ○ ○

2 コイ Cyprinus carpio ○ ○ ○ ○ ○

3 ゲンゴロウブナ Carassius cuvieri ○ ○

4 ギンブナ Carassius auratus langsdorfii ○ ○ ○ ○ ○

5 ニゴロブナ Carassius auratus grandoculis ○ ○

フナ属 Carassius sp. ○ ○

6 ハス Opsariichthys uncirostris uncirostris ○ ○ ○ ○ ○

7 オイカワ Zacco platypus ○ ○ ○ ○ ○

8 カワムツ Zacco temminckii ○ ○ ○ ○ ○

9 ヌマムツ Zacco sieboldii ○

カワムツ属 Zacco sp. ○

10 モツゴ Pseudorasbora parva ○ ○ ○ ○

11 ムギツク Pungtungia herzi ○ ○ ○ ○ ○

12 タモロコ Gnathopogon elongatus elongatus ○

13 ホンモロコ Gnathopogon caerulescens ○ ○

14 カマツカ Pseudogobio esocinus esocinus ○ ○ ○ ○ ○

15 ニゴイ Hemibarbus barbus ○ ○ ○ ○ ○

ニゴイ属 Hemibarbus sp. ○

16 スゴモロコ Squalidus chankaensis biwae ○ ○

17 コウライモロコ Squalidus chankaensis subsp. ○ ○ ○ ○

コイ科 Cyprinidae  sp. ○

18 ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus ○ ○

19 シマドジョウ Cobitis biwae ○ ○ ○ ○

20 スジシマドジョウ中型種 Cobitis  sp.3 ○

21 ギギ ギギ Pseudobagrus nudiceps ○ ○ ○ ○ ○

22 ナマズ ナマズ Silurus asotus ○ ○ ○ ○ ○

23 アカザ アカザ Liobagrus reinii ○

24 アユ アユ Plecoglossus altivelis altivelis ○ ○ ○ ○ ○

25 サケ ニジマス Oncorhynchus mykiss ○ ○

26 ダツ メダカ メダカ Oryzias sp. ○

27 スズキ ブルーギル Lepomis macrochirus ○ ○ ○ ○ ○

28 オオクチバス Micropterus salmoides ○ ○ ○ ○ ○

29 ハゼ ドンコ Odontobutis obscura ○ ○ ○ ○

30 ウキゴリ Gymnogobius urotaenia ○ ○

31 トウヨシノボリ（橙色型）  Rhinogobius kurodai morphotype “Toshoku” ○ ○

トウヨシノボリ（型不明） Rhinogobius kurodai ○

32 シマヒレヨシノボリ Rhinogobius sp.BF ○

33 カワヨシノボリ Rhinogobius flumineus ○ ○ ○ ○ ○

ヨシノボリ属 Rhinogobius sp. ○ ○ ○

ハゼ科 Gobiidae  sp. ○

6目 11科 18 23 20 29 2333種

サンフィッシュ

コイ コイ

ドジョウ

ナマズ

サケ

 
注 1： 出現種の配列は、『河川水辺の国勢調査のための生物リスト(平成 24 年度版)、国土交通省』に準拠した。 
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（2）底生動物 

現地調査の結果、全体で 296 種の底生動物を確認した。 

底生動物は、昆虫類の確認種が多く、各調査年でカゲロウ目やハエ目、トビケラ目といっ

た種群の確認が多くなっている。 

重要種として、モノアラガイ、キイロサナエ、コオイムシ、ヘイケボタルなどが確認され

ている。 

表 6-2-2-2 底生動物経年確認種数 

分類 H5 H11 H16 H20 H25 

三岐腸目 1 1 1 1 2 

盤足目 1 2 2 2 3 

基眼目 1 2 1 3 4 

イトミミズ目 3 4 3 10 7 

無吻蛭目 1 0 3 1 1 

エビ目 4 4 5 5 4 

カゲロウ目 28 22 22 23 24 

トンボ目 16 13 9 12 9 

カワゲラ目 4 2 4 2 3 

カメムシ目 2 3 1 1 3 

トビケラ目 20 17 11 23 23 

ハエ目 30 40 29 47 37 

コウチュウ目 5 7 3 8 13 

その他 4 5 4 7 10 

296 種 120 122 98 145 143 
注 1： 出現種の配列は、『河川水辺の国勢調査のための生物リスト(平成 24 年度版)、国土交通省』に準拠した。 

 

（3）動植物プランクトン 

 1)植物プランクトン 

平成 18 年度に実施した現地調査の結果、確認された植物プランクトン以下のとおりである。

もっとも種類数が多いのは珪藻綱であり、ついで緑藻綱が多くみられる。 

重要種は確認されていない。 

 

表 6-2-2-3 植物プランクトン経年確認種数 

分類 H5 H11 H16 H18 H21 H22 H25(参考)
藍藻綱 7 13 6 7 10 10 13
クリプト藻綱 2 2 2 2 2 2 2
渦鞭毛藻綱 3 6 3 2 3 4 6
黄金色藻綱 2 3 4 3 1 3 3
珪藻綱 36 51 34 16 30 27 29
ミドリムシ藻綱 1 2 0 1 0 0 0
緑藻綱 26 33 25 20 22 25 26

149種 77 110 74 51 68 71 79  
注 1： 出現種の配列は、『河川水辺の国勢調査のための生物リスト(平成 24 年度版)、国土交通省』に準拠した。 
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 2)動物プランクトン 

平成 18 年度に実施した現地調査の結果、確認された動物プランクトンは、以下のとおりで

ある。 も種類数が多いのは単生殖巣綱(輪虫類)であり、次いで甲殻綱が多くみられる。 

重要種は確認されていない。 

表 6-2-2-4 動物プランクトン経年確認種数 

分類 H5 H11 H16 H18 

葉状根足虫綱 4 5 4 0 

糸状根足虫綱 0 2 1 0 

真正太陽虫綱 0 1 1 0 

キネトフラグミノフォーラ綱 0 7 3 1 

少膜綱 3 7 3 1 

多膜綱 2 5 3 3 

単生殖巣綱 25 38 36 12 

ヒルガタワムシ綱 2 2 2 0 

甲殻綱 10 13 17 8 

104 種 46 80 70 25 
注 1： 出現種の配列は、『河川水辺の国勢調査のための生物リスト(平成 24 年度版)、国土交通省』に準拠した。 
注 2：平成 19 年度以降は、河川水辺の国勢調査としての動物プランクトン調査は実施されていない。 
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（4）植物 

 1)植物相 

平成 5年度から平成 21 年度の現地調査の結果、計 139 科 964 種の植物が確認された。各年

の結果を表 6-2-2-5 に示す。 

確認された植物は、暖帯から暖温帯の人里付近の山地に普遍的にみられる植物が多く、暖

温帯に特徴的な種としてカゴノキ、ナナミノキなどがあげられる。 

河畔では、上流域や渓流環境に特徴的な種としてイブキシダ、カワラハンノキ、ユキヤナ

ギ、コムラサキ、セキショウ、ヤマアゼスゲ、フサナキリスゲ等が、急流河川に特徴的な種

類としてツルヨシ、ネコヤナギ、ビロードスゲなどがあげられる。 

林縁部では、立地が不安定な車道沿いなどに生育する、アカメガシワ、ネムノキ、ヌルデ

などの先駆性の木本があげられる。 

ダム湖に特徴的にみられる種類として、比較的頻繁に冠水する水際に生育するオオオナモ

ミ、マルバルコウ、アレチヌスビトハギなどの帰化植物や一年生草本、ダム湖岸の常時満水

位前後に生育する先駆性の強いクロバナエンジュがあげられる。 

その他、岩壁地にみられる特徴的種類として、カタヒバ、イワヒバ、シノブ、ハコネシダ、

ミツバベンケイソウ、ムギラン等などがあげられる。 

重要種としては、エドヒガン、カワラケツメイ、オオヒキヨモギなどが確認されている。 

 

表 6-2-2-5 植物経年確認種数 

H5 H8

周辺 周辺 周辺 流入 下流 周辺 流入 下流

シダ植物 15科47種 18科62種 20科83種 11科18種 9科19種 18科63種 16科43種 11科33種

裸子植物 6科7種 5科6種 6科7種 1科1種 3科3種 6科8種 4科5種 4科4種

離弁花類 54科223種 57科281種 63科318種 33科84種 40科85種 58科230種 52科189種 46科149種

合弁花類 26科131種 28科161種 28科191種 16科38種 14科38種 26科124種 23科92種 18科71種

単子葉植物 12科89種 14科138種 17科168種 10科44種 8科47種 14科91種 15科99種 10科79種

合計 113科497種 122科648種 134科767種 71科185種 74科192種 122科516種 110科428種 89科336種

H13 H21
分類
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 2)植生分布図 

ダム湖周辺では落葉広葉樹林であるクヌギ群落が斜面下部に、コナラ群落が斜面上部に広

く分布している。おねにはアカマツ群落が、調査範囲に点在してスギ・ヒノキ植林が小面積

で見られる。草本群落はススキ群落、セイタカアワダチソウ群落、人工草地が分布する。 

また、妙見山などの山頂部には小面積であるが、ブナ群落が分布し、ブナ、ホオノキ、シ

ラキなどが生育している。常緑樹林は少なく、社寺林や急傾斜地等に小面積の分布に留まっ

ている。 

社寺林等には木津上・八坂神社のシラカシ群落をはじめ、常緑カシ類を優先種とする樹林

が多くみられる。 

流入河川、下流河川ではツルヨシ群集やネコヤナギ群集が、ダム湖の水位変動域では水際

から水位変動域にかけてオオオナモミ群落やクロバナエンジュ群落が成立しておりその背後

にはヌルデ－アカメガシワ群落などが成立している。 

なお、平成 22 年度では外来植物群落はセイタカアワダチソウ群落、オオオナモミ群落、ク

ロバナエンジュ群落が確認された。 

図 6-2-2-1～図 6-2-2-4 に周辺現存植生図を示す。 
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図 6-2-2-1 一庫ダム周辺現存植生図(平成 5年度) 
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図 6-2-2-2 一庫ダム周辺現存植生図(平成 8年度) 
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図 6-2-2-3 一庫ダム周辺現存植生図(平成 13 年度) 
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図 6-2-2-4 一庫ダム周辺現存植生図(平成 22 年度) 
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（5）鳥類 

現地調査の結果、全体で 99 種の鳥類を確認した。 

カモ目やカイツブリ目など水中で生活する水禽類が少なく、ヒヨドリやシジュウカラ、ホ

オジロなど主に樹林帯や草地帯で生活する陸禽類が多い結果となった。特に陸禽類では、ヒ

ヨドリやキジバト、メジロ、シジュウカラといった樹林帯に生息する種の個体数が多かった。 

重要種として、ササゴイ、ミサゴ、イソシギなどが確認されている。 

表 6-2-2-6 鳥類経年確認種状況（1/2） 

H5 H9 H14 H18 種 環
近
畿

兵

1 カイツブリ目 カイツブリ科 カイツブリ Tachybaptus ruficollis ○ ○ ○ ○
2 ペリカン目 ウ科 カワウ Phalacrocorax carbo ○ ○
3 コウノトリ目 サギ科 ヨシゴイ Ixobrychus sinensis ○ NT 繁2 A
4 ゴイサギ Nycticorax nycticorax ○ ○ ○ ○
5 ササゴイ Butorides striatus ○ ○ 繁3 C
6 アマサギ Bubulcus ibis ○
7 ダイサギ Egretta alba ○ ○ ○ ○
8 チュウサギ Egretta intermedia ○ ○ NT 繁3 C
9 コサギ Egretta garzetta ○ ○ ○ ○
10 アオサギ Ardea cinerea ○ ○ ○ ○
11 カモ目 カモ科 オシドリ Aix galericulata ○ ○ ○ ○ DD 繁3 C
12 マガモ Anas platyrhynchos ○ ○ ○ ○ 繁3
13 カルガモ Anas poecilorhyncha ○ ○ ○ ○
14 コガモ Anas crecca ○ ○ ○ ○
15 ヒドリガモ Anas penelope ○ ○ ○ ○
16 アイガモ Anas sp. ○
17 タカ目 タカ科 ミサゴ Pandion haliaetus ○ ○ ○ NT 繁2 A
18 ハチクマ Pernis apivorus ○ ○ NT 繁2 A
19 トビ Milvus migrans ○ ○ ○ ○
20 オオタカ Accipiter gentilis ○ ○ ○ 内 NT 繁3 B
21 ツミ Accipiter gularis ○ 繁3 B
22 ハイタカ Accipiter nisus ○ ○ ○ NT 4要 B
23 ノスリ Buteo buteo ○ ○ ○ 冬3 C
24 サシバ Butastur indicus ○ ○ VU 繁2 B
25 ハヤブサ科 ハヤブサ Falco peregrinus ○ ○ 内 VU 繁3 B
26 チョウゲンボウ Falco tinnunculus ○ 冬3
27 キジ目 キジ科 コジュケイ Bambusicola thoracica ○ ○ ○ ○
28 ヤマドリ Syrmaticus soemmerringii ○ 要
29 キジ Phasianus colchicus ○ ○ ○
30 ツル目 クイナ科 クイナ Rallus aquaticus ○ 冬2 C
31 バン Gallinula chloropus ○ ○
32 チドリ目 チドリ科 コチドリ Charadrius dubius ○ 繁3 要
33 シギ科 イソシギ Actitis hypoleucos ○ 繁2 C
34 カモメ科 ウミネコ Larus crassirostris ○ 4要
35 ハト目 ハト科 ドバト Columba livia var.domesticus ○ ○ ○ ○
36 キジバト Streptopelia orientalis ○ ○ ○ ○
37 アオバト Sphenurus sieboldii ○ ○ ○ 繁4
38 カッコウ目 カッコウ科 ジュウイチ Cuculus fugax ○ 繁2 C
39 ツツドリ Cuculus saturatus ○ ○ 繁3 C
40 ホトトギス Cuculus poliocephalus ○ ○ ○ ○ 繁3
41 フクロウ目 フクロウ科 フクロウ Strix uralensis ○ ○ 繁3
42 ヨタカ目 ヨタカ科 ヨタカ Caprimulgus indicus ○ NT 繁2 B
43 ブッポウソウ目 カワセミ科 ヤマセミ Ceryle lugubris ○ ○ 繁3 B
44 カワセミ Alcedo atthis ○ ○ ○ ○ 繁3 B
45 キツツキ目 キツツキ科 アオゲラ Picus awokera ○ ○ ○ ○ 繁3 C
46 アカゲラ Dendrocopos major ○ 繁3 B
47 コゲラ Dendrocopos kizuki ○ ○ ○ ○
48 スズメ目 ヒバリ科 ヒバリ Alauda arvensis ○ ○
49 ツバメ科 ツバメ Hirundo rustica ○ ○ ○ ○
50 コシアカツバメ Hirundo daurica ○ ○ ○ ○
51 イワツバメ Delichon urbica ○ ○ ○ ○
52 スズメ目 セキレイ科 キセキレイ Motacilla cinerea ○ ○ ○ ○
53 ハクセキレイ Motacilla alba ○ ○ ○ ○ 繁4
54 セグロセキレイ Motacilla grandis ○ ○ ○ ○
55 サンショウクイ科 サンショウクイ Pericrocotus divaricatus ○ VU 繁3 B
56 ヒヨドリ科 ヒヨドリ Hypsipetes amaurotis ○ ○ ○ ○
57 モズ科 モズ Lanius bucephalus ○ ○ ○ ○
58 カワガラス科 カワガラス Cinclus pallasii ○ 繁3
59 ミソサザイ科 ミソサザイ Troglodytes troglodytes ○ ○ ○ 繁3
60 イワヒバリ科 カヤクグリ Prunella rubida ○ ○ ○ ○ 繁3 A

重要種年度

№ 目名 科名 種名 学名
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表 6-2-2-7 鳥類経年確認種状況（2/2） 

H5 H9 H14 H18 種 環
近
畿

兵

61 スズメ目 ツグミ科 ルリビタキ Tarsiger cyanurus ○ ○ ○ ○ 繁3 C
62 ジョウビタキ Phoenicurus auroreus ○ ○ ○ ○
63 ノビタキ Saxicola torquata ○ 繁3 C
64 イソヒヨドリ Monticola solitarius ○ ○ ○ 繁4
65 トラツグミ Zoothera dauma ○ ○ ○ 繁2
66 シロハラ Turdus pallidus ○ ○ ○ ○
67 ツグミ Turdus naumanni ○ ○ ○ ○
68 チメドリ科 ソウシチョウ Leiothrix lutea ○
69 ウグイス科 ヤブサメ Urosphena squameiceps ○ ○ ○ ○
70 ウグイス Cettia diphone ○ ○ ○ ○
71 オオヨシキリ Acrocephalus arundinaceus ○ ○ 繁3 B
72 メボソムシクイ Phylloscopus borealis ○ 繁3
73 センダイムシクイ Phylloscopus coronatus ○ ○ ○ ○ 繁3
74 ヒタキ科 キビタキ Ficedula narcissina ○ ○ ○ ○ 繁3 C
75 オオルリ Cyanoptila cyanomelana ○ ○ ○ ○ 繁3 要
76 サメビタキ Muscicapa sibirica ○ 過4
77 エゾビタキ Muscicapa griseisticta ○ 過3
78 エナガ科 エナガ Aegithalos caudatus ○ ○ ○ ○
79 シジュウカラ科 コガラ Parus montanus ○ ○ 繁4 C
80 ヒガラ Parus ater ○ ○
81 ヤマガラ Parus varius ○ ○ ○ ○
82 シジュウカラ Parus major ○ ○ ○ ○
83 メジロ科 メジロ Zosterops japonicus ○ ○ ○ ○
84 ホオジロ科 ホオジロ Emberiza cioides ○ ○ ○ ○
85 カシラダカ Emberiza rustica ○ ○
86 ミヤマホオジロ Emberiza elegans ○ ○ ○ 冬3
87 アオジ Emberiza spodocephala ○ ○ ○ ○ 繁3 C
88 クロジ Emberiza variabilis ○ ○ 繁3 C
89 アトリ科 アトリ Fringilla montifringilla ○
90 カワラヒワ Carduelis sinica ○ ○ ○ ○
91 マヒワ Carduelis spinus ○ ○
92 ベニマシコ Uragus sibiricus ○ ○ ○ ○ 冬4
93 ウソ Pyrrhula pyrrhula ○ ○ 冬4
94 イカル Eophona personata ○ ○ ○ ○
95 ハタオリドリ科 スズメ Passer montanus ○ ○ ○ ○
96 ムクドリ科 ムクドリ Sturnus cineraceus ○ ○ ○
97 カラス科 カケス Garrulus glandarius ○ ○ ○ ○
98 ハシボソガラス Corvus corone ○ ○ ○ ○
99 ハシブトガラス Corvus macrorhynchos ○ ○ ○ ○

合計 15目 38科 73 65 74 74 4 12 51 34

№ 目名 科名 種名 学名

年度 重要種

99種
 

【重要種の選定基準】 

保存:「絶滅のおそれのある野生動物の種の保存に関する法律」国内希少野生動植物種 

環境省:「改訂・絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト」(2006,環境省) 

NT:準絶滅危惧種 

DD:情報不足種 

兵庫:「改訂・兵庫県の貴重な自然－兵庫県レッドデータブック 2003－」(2003,兵庫県) 

A:ランク A 

B:ランク B 

C:ランク C 

要注目:要注目種         

大阪府;「大阪府における保護上重要な野生生物－大阪府レッドデータブック－」(2000,大阪府) 

危惧 II:絶滅危惧 II 類種         

準絶:準絶滅危惧種         

要注目:要注目種         

近兵:「近畿地区鳥類レッドデータブック 絶滅危惧種判定システムの開発」(2002,山岸) 

1:兵庫県における絶滅危惧ランク 1        

2:兵庫県における絶滅危惧ランク 2        

3:兵庫県における絶滅危惧ランク 3        

4:兵庫県での絶滅危惧ランク 4        

近大;「近畿地区鳥類レッドデータブック 絶滅危惧種判定システムの開発」(2002,山岸) 

2:大阪府における絶滅危惧ランク 2        

3:大阪府における絶滅危惧ランク 3        

4:大阪府における絶滅危惧ランク 4        

※(繁殖)は繁殖個体群、(越冬)は越冬個体群を示す。      

【外来種の選定基準】 

特定:「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律(外来生物法)」における特定外来生物。 

○:「外来種ハンドブック」(2002,日本生態学会)記載種。 
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（6）両生類・爬虫類・哺乳類 

 1)両生類 

現地調査の結果、全体で 6 科 14 種を確認した。 

ニホンアマガエル、トノサマガエルが広く確認されており、特にウシガエルは全ての調査

地区で確認されており、ダム湖全域が生息場所となっていると考えられる。止水環境ではカ

スミサンショウウオ、ツチガエル、アカハライモリが確認されている。 

タゴガエルは森林内の沢筋のある場所で確認され、アマガエル、トノサマガエルは水田を

中心として確認された。ため池ではモリアオガエルの繁殖地を確認している。 

重要種として、カスミサンショウウオ、タゴガエル、カジカガエルなどが確認された。 

 
 

 2)爬虫類 

現地調査の結果、全体で 8 科 15 種を確認した。 

調査範囲全体でニホントカゲやニホンカナヘビが広く確認された。アオダイショウ、シマ

ヘビ、ヤマカガシはダム湖および周辺の林縁部や道路などで、タカチホヘビ、シロマダラは

ダム周辺の林縁部で確認された。 

水域を生息環境とするカメ類は、多くはダム湖内のワンドやたまりで確認された。ミシシ

ッピアカミミガメは多くの地点で確認されている。 

重要種として、ニホンイシガメ、ジムグリ、ヒバカリなどが確認された。 

 

 

 3)哺乳類 

現地調査の結果、全体で 13 科 19 種を確認した。コウモリはアブラコウモリおよび種の特

定のされなかったヒナコウモリ科が確認されている。 

ホンドジカは全ての地点で確認されており、イノシシ、タヌキ、アライグマ、テンについ

ても多数の地点で確認されており主要な構成種であると考えられる。 

ハクビシンは林縁部および流入河川に多く、ニホンリスは林縁部を中心に生息するが個体

数は少ない。ツルヨシやススキなどが繁茂する河川環境では、カヤネズミの生息が確認され

ている。 

重要種として、カヤネズミ、キツネ、アナグマなどが確認された。 
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表 6-2-2-8 両生類経年確認種状況 

湖内、
周辺

流入 不明
湖内、
周辺

流入 不明
湖内、
周辺

流入 下流 不明
湖内、
周辺

流入 下流 不明

1 有尾目 サンショウウオ科 カスミサンショウウオ ○ ○
2 イモリ科 アカハライモリ ○ ○ ○ ○ ○
3 無尾目 ヒキガエル科 ニホンヒキガエル ○ ○ ○ ○
4 アマガエル科 ニホンアマガエル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
5 アカガエル科 タゴガエル ○ ○ ○ ○
6 ヤマアカガエル ○
7 トノサマガエル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
8 ウシガエル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9 ツチガエル ○ ○ ○ ○ ○ ○
10 ヌマガエル ○ ○ ○
11 アオガエル科 シュレーゲルアオガエル ○ ○ ○ ○ ○
12 モリアオガエル ○ ○ ○ ○ ○
13 カジカガエル ○ ○ ○ ○ ○ ○

合計 2目 6科 4 5 2 10 8 0 10 6 2 2 10 6 0 0

№ 目名 科名 種名
H5

13種

H23H10 H15

 

表 6-2-2-9 爬虫類経年確認種状況 

湖内、
周辺

流入 不明
湖内、
周辺

流入 不明
湖内、
周辺

流入 下流 不明
湖内、
周辺

流入 下流 不明

1 カメ目 イシガメ科 ニホンイシガメ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 クサガメ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3 ヌマガメ科 ミシシッピアカミミガメ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 スッポン科 ニホンスッポン ○
5 有鱗目 ヤモリ科 ニホンヤモリ ○ ○
6 トカゲ科 ニホントカゲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
7 カナヘビ科 ニホンカナヘビ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
8 ナミヘビ科 タカチホヘビ ○ ○ ○ ○ ○
9 シマヘビ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
10 アオダイショウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11 ジムグリ ○ ○ ○
12 シロマダラ ○ ○ ○
13 ヒバカリ ○
14 ヤマカガシ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
15 クサリヘビ科 ニホンマムシ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

合計 2目 8科 5 4 7 11 7 4 7 6 4 5 12 10 2 0

№ 目名 科名 種名
H5

15種

H23H10 H15

 



一庫ダム定期報告書 

6. 生物 

6-44 

表 6-2-2-10 哺乳類経年確認種状況 

湖内、
周辺

流入 不明
湖内、
周辺

流入 不明
湖内、
周辺

流入 下流 不明
湖内、
周辺

流入 下流 不明

1 モグラ目（食虫目） モグラ科 ヒミズ ○ ○ ○
2 コウベモグラ ○ ○

モグラ属の一種 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3 コウモリ目（翼手目） ヒナコウモリ科 アブラコウモリ ○ ○ ○

ヒナコウモリ科の一種 ○
－ コウモリ目の一種 ○ ○

4 サル目（霊長目） オナガザル科 ニホンザル ○ ○
5 ウサギ目 ウサギ科 ノウサギ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6 ネズミ目（齧歯目） リス科 ニホンリス ○ ○ ○
7 ネズミ科 ハタネズミ ○ ○
8 アカネズミ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9 ヒメネズミ ○ ○ ○ ○
10 カヤネズミ ○ ○ ○ ○ ○
11 ヌートリア科 ヌートリア ○ ○ ○
12 ネコ目（食肉目） アライグマ科 アライグマ ○ ○ ○ ○ ○
13 イヌ科 タヌキ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
14 キツネ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
15 イタチ科 テン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

イタチ属の一種 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
16 アナグマ ○ ○
17 ジャコウネコ科 ハクビシン ○ ○ ○
18 ウシ目（偶蹄目） イノシシ科 イノシシ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
19 シカ科 ホンドジカ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

合計 7目 13科 4 2 11 14 7 1 13 10 5 5 18 14 10 219種

№ 目名 科名 種名
H5 H23H10 H15
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（7）陸上昆虫類等 

現地調査の結果、全体で 310 科 2021 種を確認した。 

陸上昆虫類の種構成をみるとコウチュウ目、チョウ目、カメムシ目が多くを占め、ハエ目、

ハチ目、バッタ目などで主に構成されている。里山などを含む中山間地における一般的な昆

虫相である。 

重要種として、グンバイトンボ、ナキイナゴ、ナツアカネ、ウラキンシジミなどが確認さ

れた。 

 

表 6-2-2-11 陸上昆虫類等経年確認状況（目別集計） 

科数 種数 科数 種数 科数 種数 科数 種数 科数 種数 科数 種数 科数 種数
クモ目 4 4 11 12 14 56 17 34 25 109 15 48 18 52
トビムシ目 0 0 2 2 0 0 2 2 5 5 4 4 5 5
イシノミ目 1 1 1 1 0 0 1 1 1 1 0 0 1 1
カゲロウ目 0 0 3 3 0 0 3 3 4 4 3 3 0 0
トンボ目 7 21 1 1 9 23 0 0 8 27 5 7 5 10
ゴキブリ目 2 2 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1
カマキリ目 2 5 0 0 1 1 0 0 2 4 1 3 1 2
シロアリ目 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0
ハサミムシ目 1 1 1 1 0 0 1 1 1 2 2 2 0 0
カワゲラ目 0 0 1 1 1 1 0 0 2 2 1 1 1 1
バッタ目 11 44 7 16 12 29 8 14 14 45 8 24 10 18
ガロアムシ目 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
ナナフシ目 1 2 0 0 0 0 0 0 1 3 0 0 1 1
チャタテムシ目 1 1 0 0 0 0 0 0 2 3 0 0 0 0
カメムシ目 28 70 18 27 26 73 14 20 38 130 23 67 23 53
ヘビトンボ目 0 0 0 0 0 0 1 2 1 1 0 0 0 0
ラクダムシ目 0 0 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0
アミメカゲロウ目 3 3 1 1 3 4 4 4 3 4 1 1 2 2
シリアゲムシ目 1 2 0 0 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1
トビケラ目 0 0 3 3 0 0 15 25 10 16 8 14 9 11
チョウ目 18 70 21 238 22 66 19 257 35 258 23 48 24 65
ハエ目 14 36 5 5 16 37 7 10 31 76 22 41 18 32
コウチュウ目 25 128 23 101 30 138 22 90 51 424 30 116 28 114
ハチ目 13 54 3 26 16 53 5 29 17 85 6 21 5 21
合計 132 444 102 439 153 484 122 495 257 1206 154 402 153 390

任意 ダム湖周辺

H5
任意

H10
分類 ダム湖周辺 流入河川 下流河川

H15
ダム湖周辺
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6-3. 生物の生息・生育状況の変化の検証 

6-3-1. 影響要因及び生物の生息・生育状況の変化の整理 

（1）想定される生物の生息・生育状況の変化 

ダムの存在・供用により、ダム湖内、流入河川、下流河川及びダム湖周辺において環境の変

化が起こり、そこに生息する様々な生物の生息・生育に影響を与えているものと想定される。 

このことから、一庫ダムにおける、ダム湖内、流入河川、下流河川及びダム湖周辺における

環境の変化と生物への影響要因及び生物の生息・生育環境条件の変化を図 6-3-1-1 のように想

定する。 

また、一庫ダムの特性（立地条件、経過年数）等を踏まえて、ダム管理・運用と関連して影

響を及ぼすおそれのある生物の生息・生育状況の変化について分析項目を検討した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-3-1-1 一庫ダムで想定される環境への影響要因と生物の生息・生育環境の変化 
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（2）ダム特性の把握 

 1)立地状況 

一庫ダムは淀川水系の支流である一級河川一庫大路次川（ひとくらおおろじがわ）に建設さ

れたダムであり、主要河川として田尻川が流入している。 

ダム湖周辺の地形は、北摂山地に囲まれた低山地であり、侵食に伴い形成された V 字谷の特

徴を持った一庫大路次川と田尻川の主要 2河川が流入している。 

北部は薪炭林として落葉広葉樹林が残されている一方、南部を中心に周辺の宅地化が進み人

口は増加しつつある。平成 10 年にはダム湖に近接して県立一庫公園が開園し、休日ともなると

近隣のみならず他府県からも多くの人が散策や釣りなどレクリエーションを目的として訪れ、

市民の憩いの場となっている。 

一庫ダムでは環境保全に対する取り組みも積極的に行っており、ダム湖内の外来魚を駆除し

て堆肥化しリンゴ栽培に利用する試みや、里山再生の取り組みの一環としてクヌギを植樹する

作業などを外部の組織や団体と協働で取り組んでいる。 

 

 

図 6-3-1-2 猪名川流域図  (出典:国交省猪名川河川事務所 HP) 
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 2)経過年数 

一庫ダムは、昭和 51 年 12 月にダム本体工事着手、昭和 56 年 10 月にダム本体コンクリート

打設が完了し、昭和 59 年 11 月に完成検査を経て運用・管理を開始したダムであり、ダム完成

から 30 年が経過している。 

 

 3)既往調査結果 

 ダム湖では回遊魚であるアユが陸封されて生息している。止水魚については、過去にはブル

ーギルが優占していたが減少し、近年はコウライモロコが優占する傾向にある。平成 17 年

度からは外来魚であるオオクチバスとブルーギルの駆除が実施されている。 

 底生動物については、下流河川ではシマトビケラ科、ユスリカ科といった種群が多く見られ

る。 

 ダム湖周辺には、里山環境と関わりのある哺乳類が広く分布している。ホンドジカの個体数

が多く、下層植生の生育にとって脅威となっている。 

 ダム下流河川の環境復元の一環としておこなわれている土砂供給、フラッシュ放流、植生除

去、玉石の投入によって底生魚、底生動物の生息環境が創出されている。 

 ダム湖周辺において、特定外来種である植物のオオアレチウリが増加傾向にある。在来種へ

の影響が懸念され、今後の動態に注意が必要である。 
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（3）環境条件の変化の把握 

 1)ダム湖の貯水位運用実績 

平成 16 年から平成 25 年（至近 10 箇年）における貯水位の経日変化を図 6-3-1-3 に示す。 

貯水位は、流入量・放流量の増加・減少に伴って貯水位は変動し、貯水池運用は、①～④の

ような計画となる。 

 

①10 月～3月頃までは水道用河川へ水を補給しながら貯水池に水を貯め、 

②4 月～6 月頃までは洪水期の貯水位への移行期間として、貯水位を弾力的管理試験の開始水

位（EL.136.70ｍ）に向けて下げる。 

③貯水位を EL.136.70ｍから洪水貯留準備水位(洪水期制限水位)に向けて下げる(弾力的弾力

的管理試験試験期間)。 

④貯水位を洪水貯留準備水位以下にする。 

 

なお、平成 25 年度では 9 月 15～20 日の台風 18 号により貯水位が EL.142ｍまで上がり 7 年

ぶりに洪水調節を実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-3-1-3 貯水位の経日変化（平成 16 年～平成 25 年） 
出典：一庫ダム管理年報（昭和 15 年～平成 25 年） 
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 2)ダム湖内の水質・底質  

平成 21 年から平成 25 年までの水質調査結果の経時変化を以下に示す。一庫ダムにおける水

質・底質の概況は以下のとおりである。 

 

 流入河川の COD、T-N、T-P、貯水池内の T-N、T-P はいずれも上昇傾向である。貯水池内の

COD は減少している。 

 貯水池内のクロロフィル a量は、夏季に増加する。特に、平成 22 年、25 年に 40～50 ㎍/L

を示した。 

 流入河川及び下流河川において、大腸菌群数を除き、概ね環境基準値を満足している。 

 貯水池基準地点及び補助地点においては、大腸菌群数、pH、BOD を除き、概ね環境基準値

を満足している。 

 貯水池基準地点における大腸菌群数に関しては、表層の糞便性大腸菌群数の調査結果より、

自然由来のものが主であると推察される。  

 選択取水設備によって、10ｍ程度の表層部に集積している植物プランクトンの流出は少な

くなっている。 

 管理開始当初からほぼ毎年アオコや淡水赤潮の発生が継続していたが、平成 24 年には 18

年ぶりにアオコの発生が見られず、平成 25 年もアオコの発生は小康状態であった。平成

23 年の浅層曝気設備の補強によるものと考えられる。 
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図 6-3-1-4 (1) ダム湖における水質の経月変化 

（下流河川および下流河川：昭和 58 年～平成 25 年） 
出典：一庫ダム水質年報 
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 図 6-3-1-4(2) ダム湖における水質の経月変化（貯水池：昭和 58 年～平成 25 年） 
出典：一庫ダム水質年報 
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 3)下流河川の河床の状況 

 a）河床型 

調査範囲の河川形態を図 6-3-1-5 に示す。ダム直下は淵になっており、その他は Bb 型（河

川形態型：Ｂ型…瀬と淵が一つずつ出現する型で中～下流に多い、ｂ型…滑らかに流れ込むが

波立つ型で中流に多い、Ｂb 型は前述の２型が組み合わさった型）の平瀬や早瀬の区間が多い

中流域の様相を呈す区間となっていた。 

 

 
 

図 6-3-1-5 河床型および水際の状況(一庫大路次川 下流河川) 

出典)河川水辺の国勢調査業務(ダム湖環境基図作成調査)報告書(平成 23 年 3月)
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 b）河床材料 

調査範囲全体では河岸部の岩盤が目立つものの、礫径 100～200mm の河床が多く見られる。

砂などの細粒分は緩やかな平瀬や淵においても占有率が低くかった。 

ダム直下の河床の状況を図 6-3-1-6 に示す。右岸側は河岸が狭くなっており、ダム直下

では岩盤と礫径 200～500mm の中石や礫径 100～200mm の小石が多くなっている。 

一方、左岸側はダム直下より 50m ほど下流側までは護岸が整備されているが、それより

下流は山付になっており、水際近くまで広葉樹が分布していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-3-1-6 下流河川の河床材料 

出典)平成 21 年度 下流土砂供給追跡調査 

 

H21 年度 



一庫ダム定期報告書 

6. 生物 

6-55 

 

 4)魚類の放流実績 

魚類放流実態を表 6-3-1-1 に示す。 

平成 13 年度から漁業組合によるアユ、ニジマスの放流が継続して行われている。 

各漁業組合の管理区域は図 6-3-1-7 に示すとおりである。 

 

表 6-3-1-1 漁業による放流実績 

kg/年

平成13 平成14 平成15 平成16 平成17 平成18 平成19 平成20 平成21 平成22 平成23

アユ ダム上下流 150 150 150 150 240 330 330 440 440 440 440

ニジマス ダム上下流 310 250 150 150 90 160 160 300 300 300 300

アユ 260 200 110 100 - - - - - - -

ニジマス 1620 700 180 300 0 - - - - - -
ダム上流

猪名川漁業組合

能勢町漁業組合

漁業組合名 放流魚介名
年　度

区間

 

 出典：河川水辺の国勢調査(魚介類) 

 

図 6-3-1-7 漁協管理区域
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 5)流入部の堆積状況 

一庫ダムの流入支川の状況を以下に示す。 

 

一庫大路次川 縦断図

田尻川
TD＝560.00

知明さくら橋
TD＝1,363.00

内山大橋
TD＝3,208.00

龍化橋
TD＝3,888.00

千軒橋
TD＝4,318.00

▽洪水時 高水位=EL152.00

▽洪水貯留準備水位=EL135.30

▽ 低水位=EL108.00

現在洪水位

元河床高 前年度河床高

本年度 深河床高

民田橋
TD＝4,478.00

 

 

▽ 低水位=EL108.00

▽洪水貯留準備水位=EL135.30

▽洪水時 高水位=EL152.00

元河床高

前年度河床高

本年度 深河床高

現在洪水位

郷内川
TD=280.00 知明りんどう橋

TD=838.00

保の谷川
TD=450.00

黒川
TD=2390.00

綱手橋
TD=2760.00

田尻川 縦断図

 

図 6-3-1-8 一庫ダム（大路次川、田尻川の堆砂状況） 
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 6)流入支川の状況 

一庫ダムの流入支川の状況を以下に示す。 

 

【田尻川】 

 

図 6-3-1-9 一庫ダム（田尻川の堆砂状況） 
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【大路次川】 

 

 

図 6-3-1-10 一庫ダム（大路次川の堆砂状況） 
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 7)ダム湖利用者数 

ダム湖の利用者数の推移を以下に示す。 

一庫ダムは平成 9年度以降、年間 20 万人以上の人に利用されていると推定される。その目的

は散策や野外活動が多く、年によっては施設利用も多くを占める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-3-1-11 一庫ダムの利用者数（1年間の推計値）の推移 
(出典:平成18年度 河川水辺の国勢調査結果〔ダム湖版〕<ダム湖利用実態調査編>、 

平成20年3月、国土交通省河川局河川環境課) 
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 8)ダム湖周辺の事業実施状況 

ダム湖上流部における事業実施状況（河川工事の実績）を表 6-3-1-2 に示す。 

 

表 6-3-1-2 一庫ダム上流部における河川工事の実績 

＜一庫大路次川の河川工事＞ 

年度 工事名 工事概要 工期
平成２１年度 堆積土砂撤去工事 堆積土砂除去 H22.1.5 ～ H22.3.15

堆積土砂撤去工事（深田橋下
流）

堆積土砂除去 H22.10.6 ～ H22.12.22

河床整備工事（宿野大橋上下
流）

堆積土砂除去 H22.12.15 ～ H23.3.18

平成２３年度
河床整備工事（宿野大橋上下
流）

堆積土砂除去 H24.1.11 ～ H24.3.15

平成２４年度
河床整備工事（大宮前橋上下
流）

堆積土砂除去 H25.1.23 ～ H25.4.30

２５年災第１号災害復旧工事 護岸復旧工 H26.1.27 ～ H26.5.30
２５年災第２号災害復旧工事 護岸復旧工 H26.2.7 ～ H26.5.30
２５年災第３号災害復旧工事 護岸復旧工 H26.1.30 ～ H26.6.30

平成２５年度

平成２２年度

 
 

＜田尻川の河川工事＞ 

年度 工事名 工事概要 工期
護岸復旧工事（岡花橋下流右
岸）

護岸工（ブロック積）　根固工 H21.9.25 ～ H22.1.15

河川防災工事 護岸工　護床工 H22.1.18 ～ H22.2.26
改修工事（２１－１工区） 護岸工 H21.11.27 H22.5.31

改修工事（２１－２工区）
護岸工（自然石）（ブロック積）
場外水路工

H21.11.30 ～ H22.3.23

防災工事（谷口橋上流） 魚道工 H22.12.20 ～ H23.3.18
改修工事（２２－１工区） 護岸工　根固工 H22.12.10 ～ H23.5.31

平成２３年度 該当工事なし ～
平成２４年度 改修工事（２４－１工区） 護岸工 H24.12.20 ～ H25.6.28

改修工事（Ｈ２５－１工区） 橋梁下部工　護岸工 H25.10.11 ～ H26.6.30
改修工事（Ｈ２５藤木橋） 橋梁上部工 H25.10.9 ～ H26.8.29
２５年災第４号災害復旧工事
（中田橋下流）

仮護岸復旧工　仮落差工 H26.1.30 ～ H26.6.30

平成２５年度

平成２１年度

平成２２年度

 

資料：大阪府池田土木事務所 調べ 
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6-3-2. 生物相の変化の把握 

（1）分析項目の選定 

生物相の変化を把握するため、ダムの存在やダムの管理・運用に伴い影響を受ける可能性が

ある生物群の分析項目を選定した。 

ダムの特性（立地条件、経過年数、既往調査結果等）、環境条件の変化、既往の生物相の変化

を踏まえ、生息・生育環境条件の変化により起こる、生物相の変化を把握するための視点を整

理した（表 6-3-2-1）。 

整理した視点をもとに、ダムの存在やダムの管理・運用に伴い、影響を受ける可能性がある

生物群の分析項目を選定した。分析項目の選定の整理結果を、表 6-3-2-2 に示す。 

なお、分析項目の選定にあたっては、管理開始後、時間が経過し、生息・生育環境条件が安

定している種については対象から除外するとともに、ダムの存在やダムの管理・運用以外の影

響により、生息・生育環境条件が変化した種については対象から除外した。 
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表 6-3-2-1 一庫ダムにおける生物相の変化を把握する際の視点 

 

想定した生物

の生息・生育

環境条件の変

化  

① 河川域の連続性の分断 

② 土砂還元量の減少 

③ 平水時および出水時の流量の減少 

④ 湛水域等の存在（水分量変化や分断を含む） 

⑤ 水位変動域の存在 

⑥ 流下有機物（落ち葉等）の質及び量の変化 

⑦ 水温の変化 

⑧ 水質の変化 

⑨ 生息地・生育地の減少 

⑩ 河床の撹乱頻度の減少 

⑪ 生息・生育環境の撹乱の増減 

整理データ 

年度 

生

物

の

生

息

・

生

育

状

況

の

変

化

  

魚類  ④ダム湖による止水域の影響により、魚類相や止水性魚類の個

体数が変化しているか。 

H7,H12,H17, 

H19,H24 

①④河川域の連続性の分断、湛水域の存在により、回遊性魚類

が陸封化されてダム湖内に生息しているか。 

②③⑩土砂還元量の減少、撹乱頻度の減少等により、底質が変

化し、底質魚の個体数や産卵に浮石や礫底河床を必要とする種の

個体数が変化しているか。 

底生動物  ②③⑥⑩土砂還元量の減少、撹乱頻度の減少、流下有機物量の

変化等により、底生動物の優占種および生活型がどのように変化

しているか。 

H5,H11,H16, 

H20,H25 

動植物プ

ランクト

ン  

④⑦⑧湛水域の存在、水温・水質の変化により、動植物プラン

クトンの総個体数、総細胞数および優占種が変化したか。  
H11,H16,H18,

H21,H22,H25 

植物  ④⑤ダム湖の存在やダム湖水位の運用により、水位変動域の植

生がどのように変化しているか。  H6,H9,H13, 

H22 ⑤⑩ダム湖水位変動域の存在や攪乱頻度の減少により、下流河

川での外来植物がどのように変化しているか。  

鳥類  ④⑨湛水域の存在により、もともと河川や渓流に生息していた

種の生息場所はどのように変化しているか。 H5,H9,H14, 

H18 ④⑤湛水域や構造物の存在、ダムおよびダム湖の供用により、

鳥類の集団分布地の位置や種類が変化しているか。 

両生類 

爬虫類  

哺乳類 

④⑨⑪生息地の減少やダム湖周辺の利用等により、渓流環境、

山林および里山環境に生息する動物の生息状況が変化している

か。  

H5,H10,H15, 

H23 

陸上昆虫

類等  

②④⑩ダム湖の存在やダム湖の管理・運用により、樹林内、下

流河川、流入河川、沢地形の陸上昆虫類等がどのように変化して

いるか。  

H6,H10,H15 
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表 6-3-2-2 一庫ダムにおける分析項目の選定結果 

ダム

湖内
流入 下流

ダム

湖周

辺

ダム湖内における止水

性魚類の経年変化

既往結果

立地条件
●

・一庫ダムでは一時ダム利用者の放逐により外来種が優占した

が、魚類捕獲調査における外来種除去を実施しているので、ダ

ム湖内の生物環境を管理する上において、分析対象とした。

ダム湖内及び流入河川

における回遊性魚類の

経年変化

既往結果

立地条件
● ●

・一庫ダムでは下流河川のみならず流入河川でもアユなどの魚

類生息の回復を目指しているので、流入河川の魚類生息環境を

保全する上において、分析対象とした。

下流河川における底生

魚（浮き石利用種を含

む）の経年変化

立地条件 ●

・下流河川での土砂供給量の変化、流況の安定化等の環境変

化、または保全対策の効果により、魚類相が変化している可能

性があるため、下流河川の河道環境を保全する上において、分

析対象とした。

下流河川の底生動物の

分類群別種数の経年変

化

立地条件 ●

・下流河川で土砂供給量の変化、流況の安定化等の環境変化、

また保全対策の効果により、底生動物相が変化している可能性

があるため分析対象とする。

下流河川におけるカゲ

ロウ目、カワゲラ目、

トビケラ目の種数及び

生活型の経年変化

立地条件 ●

・下流河川での土砂供給量の変化、流況の安定化等の環境変

化、または保全対策の効果により、底生動物相が変化している

可能性があるため、下流河川の河道環境を保全する上におい

て、分析対象とした。

・河川環境の指標であり、環境の評価にもつながることから、

分析テーマとして設定する。

動植物

プラン

クトン

ダム湖内における動植

物プランクトンの優占

種及び分類群別確認種

数の経年変化

立地条件 ●

・ダム水質→植物プランクトン相→動物プランクトン相→魚類

相という生態系の見地から近年変化している可能性があるた

め、分析テーマとして選定する。

ダム湖水位変動域にお

ける植生群落の経年変

化

立地条件

経過年数
●

・ダムの存在・供用に伴い、ダム湖周辺では年間の水位変動が

大きく、それに伴って水際に生育する植物群落が影響を受ける

可能性があるため、ダム湖水位変動域を管理する上において、

分析対象とした。

ダム湖水位変動域と下

流河川における外来種

一年草の関係

立地条件 ● ●

・ダム湖水位変動域で定着した外来種一年草が下流河川に移動

している可能性が出て来たため、下流河川の稼働環境を保全す

る上において、分析対象とした。

ダム湖・河川・渓流に

生息する鳥類の経年変

化

既往結果

立地条件
● ● ●

・もともと河川本川、山林渓谷およびその近傍に留鳥・夏鳥が

分布していたが、ダム湖出現によりその近傍に、いかに冬鳥・

留鳥・夏鳥の集団分布地が再編成され、ダム運用・管理に影響

を与えているかを探るため、分析対象とした。

鳥類集団分布地の確認

状況の経年変化

既往結果

立地条件

経過年数

● ● ●
・ダム湖の存在により、集団分布地がいかに再構築されたかを

評価する。

山間の渓流や水辺に生

息する両生類・爬虫類

の経年変化

立地条件

経過年数
●

・ダム湖の出現により、河川本川に注いでいた小規模な沢地形

がダム湖によって分断され、また山林の利用形態の変化によ

り、渓流水量や沢地形の地表水分が変化している可能性がある

ため、ダム湖周辺の山林斜面を保全する上において、分析対象

とした。

広葉樹林や古来の山林

環境に生息する哺乳類

の経年変化

立地条件

経過年数
●

・一庫ダム供用から30年が経過しており、山林の利用形態が変

わることにより、もともと山林に生息していた哺乳類相が変化

している可能性があるため、ダム湖周辺の山林斜面を保全する

上において、分析対象とした。

陸上昆

虫類等

ハビタット毎の昆虫類

確認種グルーピング割

合の経年変化

既往結果

立地条件

経過年数

● ●

・一庫ダム供用から約30年が経過しており、ダム湖周辺の森林

もしくは下流河川の陸上昆虫類相が経年的に変化し続けている

か否かを評価する。

選定理由

検討対象環境区分

魚類

底生動

物

植物

鳥類

両生

類・

爬虫

類・

哺乳類

項目 特性条件
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（2）生物相の変化の把握 

 1)魚類 

 a）ダム湖内における止水性魚類の経年変化 

ダム湖内で確認された止水魚の確認状況を以下に示す。 

止水魚では、平成 17 年度まではブルーギルとオオクチバスの外来魚が優占しており、年々増

加傾向にあったが、平成 19 年度以降は外来魚の優占率は低下し、コウライモロコやホンモロコ

の比率が増加している。 

止水性魚類の外来種（ブルーギル、オオクチバス）が減少し、国内外来種（コウライモロコ、

ホンモロコなど）が増加しているため、魚類捕獲調査における外来種除去などの対応策が功を

奏している可能性があると考えられる。 

 

 

図 6-3-2-1 ダム湖内における止水魚類の経年変化 
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 b）ダム湖内および流入河川における回遊性魚類の経年変化 

ダム湖内及び流入河川で確認された回遊性魚類の確認状況を図 6-3-2-2 及び図 6-3-2-3 に示

す。 

回遊性の魚類では、ニホンウナギ、アユ、ウキゴリが確認されている。 

アユについては、一庫ダム湖において陸封されていると考えられる。他には、ヨシノボリも

陸封化することが知られている。 

平成 17 年度の調査では、河川流入部および河川部で、定置網を遡上方向と流下方向に設置し、

夕方から朝にかけての魚類の移動について調査が行われた。その結果、コウライモロコは遡上

と流下の両方向で多く見られ、アユは遡上方向に多く見られた。アユについては、5 月頃から

ダム上流の河川で、コアユが大量に遡上しているのが確認された。これは漁協が放流するより

前の時期であり、そのサイズからダム湖内で自生した個体群である。以上より、回遊魚である

アユにとって、ダム湖が海の役割を果たしているといえ、一庫ダムではアユが陸封されている

と判断される（出典：平成 17 年度 一庫ダム河川水辺の国勢調査（魚介類調査）報告書、平成 18 年 3 月）。 

ダム湖でアユが陸封されるということは、これまでにいくつものダムで確認されてきたが、

それらはいずれも湖内の水質が、アオコが出たりしないという程度に、比較的良好なところで

あった。一庫ダムのように富栄養化が進んだダム湖で確認されたことは、一庫ダム湖の上流部

にアユの産卵できる場所があること、一庫ダムで冬季にアユの稚魚の餌となる動物プランクト

ンの供給があるという要素が重なった結果と考えられる（出典：平成 17 年度 一庫ダム河川水辺の国

勢調査（魚介類調査）報告書、平成 18 年 3月）。 

平成 17 年度、平成 19 年度はダム湖内のアユの確認個体数が減少傾向であったが、平成 24 年

度では増加している。平成 19 年度、平成 24 年度ではウキゴリが増加傾向である。 

ダム湖内における回遊性魚類（トウヨシノボリ、アユ、ウキゴリ）が流入河川とともに増加

しているため、流入河川に適切な産卵床が存在しダム湖と流入河川を回遊している可能性があ

ると考えられる。 
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図 6-3-2-2 ダム湖及び流入河川における回遊性魚類の経年変化（河川水辺の国勢調査） 

 

 

図 6-3-2-3 流入河川における回遊性魚類の経年変化（モニタリング調査） 
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 c）下流河川における底生魚の経年変化 

下流河川で確認された底生魚類の確認状況を図 6-3-2-4 に示す。 

河川水辺の国勢調査では、平成 19 年以外はカワヨシノボリの生息割合が高く、平成 24 年

では、カマツカの個体数割合が増え、全体の確認種数が増えている。 

底生魚の魚種により、河床構成材料は砂泥質より礫質が主であると考えられる。 

 
資料：河川水辺の国勢調査 

図 6-3-2-4 下流河川における底生魚の確認状況（河川水辺の国勢調査） 
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フラッシュ放流及び土砂還元開始後のモニタリング調査の結果（図 6-3-2-5）によると、

平成 19 年度まではカワヨシノボリが優占していたが、平成 20 年以降はトウヨシノボリの比

率が増加するようになっている。また底生魚ではないが、オイカワの個体数比率が増加傾向

である。オイカワの個体数は平成18年度から増加しており、近5箇年程度では変動している。 
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資料：猪名川河川生物生息環境に関する検討業務 報告書 

図 6-3-2-5 下流河川における底生の確認状況（モニタリング調査） 
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下流河川及び流入河川で確認された浮石等を利用する魚類の確認状況を図 6-3-2-6 に示す。 

下流河川、流入河川とも、石礫底を産卵場とするヨシノボリ類が個体数のほとんど占めてい

る。石の隙間を昼間の隠れ場にするニホンウナギが少数確認されている。 

下流河川の調査回数/地点数あたりの確認個体数を流入河川と比較すると、年によって変動は

あるものの、大きな差は見られず、下流河川に浮石を利用できる環境が存在すると考えられる。 

浮石等利用種（シマヒレヨシノボリ、カワヨシノボリなど）の増加が見られないので、河床

材料が改善されているとは言えない。 

土砂還元期間（平成 15～25 年度）と照らし合わせると、 新年度の平成 24 年度調査では、

下流河川の確認個体数は流入河川に比べて低い値となっているため、今後も礫を多く含む土砂

還元を検討していくことが必要と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-3-2-6 下流河川（上）及び流入河川（下）における浮石等利用種の確認状況の経年変化 

 

資料：河川水辺の国勢調査

流入河川 

下流河川 



一庫ダム定期報告書 

6. 生物 

6-70 

 2)底生動物 

 a）下流河川の底生動物の分類群別種数の経年変化 

下流河川で確認された底生動物の個体数経年変化を図 6-3-2-7 に示す。 

全体を通じて優占種群として目立つのは、夏季はシマトビケラ科、春季はユスリカ科といっ

た種群である。平成 20 年度から 25 年度にかけて、シマトビケラ科が大幅に減少するとともに、

サンカクアタマウズムシ科が増加している。シマトビケラ科は、造網型であるため、土砂還元

効果により底生動物の個体数比率が大きく変化している可能性があると考えられる。 

サンカクアタマウズムシ科については、平成 20 年度までは在来種のナミウズムシのみが確認

されていたが、平成 25 年度になると外来種のアメリカナミウズムシが大幅に増えた。在来種の

ナミウズムシが低水温・貧栄養的環境を好むのに対し、アメリカナミウズムシは高水温・富栄

養でも耐えられる。 
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資料：河川水辺の国勢調査 

図 6-3-2-7 下流河川の底生動物の個体数経年変化 
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 b）下流河川におけるカゲロウ目、カワゲラ目、トビケラ目の種数および生活型の経年変化 

ダム湖内、下流河川で確認されたカゲロウ目、カワゲラ目、トビケラ目の種数の推移を、図

6-3-2-8 に示す。 

カゲロウ目およびトビケラ目の種数は増減をしながら推移している。カワゲラ目の種数は少

なく、平成 5年度、平成 20 年度では確認されない調査地点があった。全体として、年次変動は

あるものの、増加や減少の傾向は示しておらず、大きな変化はないと考えられる。 

流入河川に比べて、下流河川のカゲロウ目、カワゲラ目、トビケラ目の種数は少なかった。

下流河川ではカワゲラ目の出現が少なかったが、平成 16 年度、平成 25 年度では下流河川でも

カワゲラ目が確認された。 

下流河川のカゲロウ目、カワゲラ目、トビケラ目の種数は、平成 16 年度より増加傾向にある。

下流への土砂還元やフラッシュ放流によって、下流の底生動物の生息環境が徐々に改善されて

きた結果と考えられる。 
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資料：河川水辺の国勢調査 

図 6-3-2-8 下流河川・流入河川におけるカゲロウ目、カワゲラ目、トビケラ目の種数の経年変化 



一庫ダム定期報告書 

6. 生物 

6-72 

 

0

500

1000

1500

個
体

数
／

回
数

土砂還元期間：H15～H25

0

10

20

30

40

個
体

数
／

回
数

0

500

1000

1500

2000

千軒 国崎 放水口龍化橋 国崎 放水口龍化橋 水位

観測点

放水口 淀一

入1
淀一

入2
淀一

下1
淀一

入1
淀一

入2
淀一

下1

流入河川 下流

河川

流入河川 下流

河川

流入河川 下流

河川

流入河川 下流

河川

流入河川 下流

河川

H5 H11 H16 H20 H25

個
体

数
／

回
数

カゲロウ目

カワゲラ目

トビケラ目

 
 

図 6-3-2-9 下流河川・流入河川における 
カゲロウ目、カワゲラ目、トビケラ目の個体数の経年変化 
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下流河川で確認されたカゲロウ目、カワゲラ目、トビケラ目の生活型別の種数比率経年推移

を図 6-3-2-10 に示す。 

生活型については、調査年ごとの変動はあるが造網型の割合が減少傾向にある。よって、河

床構成材料を攪乱させて、造網型の優占を遅らせ、他の型の生息をうながしていると言え、土

砂還元の効果が現れていると考えられる。 

カゲロウ目、カワゲラ目およびトビケラ目は種類が増え、さらに、それらの造網型の種数比

率が減少しているため、河床材料が適度に攪乱されている状態に向かっている可能性がある。 
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資料：河川水辺の国勢調査 

図 6-3-2-10 下流河川における生活型別の底生動物の経年変化 

注）底生動物のうち、カゲロウ目、カワゲラ目、トビケラ目を対象とした。 
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 3)動植物プランクトン 

 a）植物プランクトンの優占種 

植物プランクトンの分類群別確認種類数の推移を表 6-3-2-3 に示す。 

平成 11 年度から 21 年度にかけては、藍藻類、特にミクロキスティス属が優占し、平成 22～

23 年度になると藍藻類シネココックス属が優占となり、平成 24～25 年度には珪藻類アウラコ

セイラ属が優占となった。アオコを形成するミクロキスティス属から、アオコを形成しないシ

ネココックス属やアウラコセイラ属に遷移していることから、ダム湖表層の富栄養化現象が低

減していると考えられる。 

 

表 6-3-2-3 ダム湖内における植物プランクトンの優占種の確認状況 

年度 優占順位1位 細胞数 優占順位2位 細胞数 優占順位3位 細胞数 優占順位4位 細胞数 優占順位5位 細胞数

平成5年度

Aulacoseira
granulata
var.angustissima
f.spiralis
メロシラ科

420
(42.3)

Aulacoseira
granulata
メロシラ科

324
(32.7)

Volvox aureus
オオヒゲマワリ科

150
(15.1)

Eudorina elegans
オオヒゲマワリ科

39
(3.9)

Asterionella
formosa
ディアトマ科

25
(2.5)

平成11年度
Microcystis
aeruginosa
クロオコックス科

4,858
(74.0)

Microcystis
wesenbergii
クロオコックス科

572
(8.7)

Eudorina elegans
オオヒゲマワリ科

518
(7.9)

Phormidium
mucicola
ユレモ科

252
(3.8)

Coelastrum
cambricum
セネデスムス科

104
(1.6)

平成16年度
Microcystis
aeruginosa
クロオコックス科

3,750
(75.0)

Aulacoseira
distans
メロシラ科

579
(11.6)

Aulacoseira
granulata
var.angustissima
メロシラ科

263
(5.3)

Cryptomonas
ovata
クリプトモナス科

133
(2.7)

Eudorina elegans
オオヒゲマワリ科

68
(1.4)

平成18年度
Microcystis
wesenbergii
クロオコックス科

8,387
(44.8)

Aphanocapsa
elachista
クロオコックス科

3,773
(20.1)

Microcystis
aeruginosa
クロオコックス科

3,443
(18.4)

Chroococcus
dispersus
クロオコックス科

934
(5.0)

Volvox aureus
オオヒゲマワリ科

780
(4.2)

平成21年度
Microcystis
wesenbergii
クロオコックス科

5,750
(59.5)

Microcystis
aeruginosa
クロオコックス科

1,800
(18.6)

Rhodomonas sp.
クリプトモナス科

492
(5.1)

Pseudanabaena
mucicola
ユレモ科

490
(5.1)

Aulacoseira
granulata
メロシラ科

278
(2.9)

平成22年度
Synechococcus
sp.
クロオコックス科

1,500
(22.6)

Microcystis
aeruginosa
クロオコックス科

1,125
(16.9)

Microcystis
wesenbergii
クロオコックス科

1,125
(16.9)

Rhodomonas sp.
クリプトモナス科

609
(9.2)

Aulacoseira
distans
メロシラ科

590
(8.9)

平成23年度
Synechococcus
sp.
クロオコックス科

6,147
(44.8)

Microcystis
aeruginosa
クロオコックス科

2,520
(18.4)

Microcystis
wesenbergii
クロオコックス科

1,250
(9.1)

Aulacoseira
granulata
var.angustissima
メロシラ科

834
(6.1)

Aulacoseira
distans
メロシラ科

791
(5.8)

平成24年度
Aulacoseira
distans
メロシラ科

3,083
(29.8)

Synechococcus
sp.
クロオコックス科

2,882
(27.9)

Rhodomonas sp.
クリプトモナス科

1,655
(16.0)

Aphanocapsa
elachista
クロオコックス科

866
(8.4)

Eudorina elegans
オオヒゲマワリ科

480
(4.6)

平成25年度
Aulacoseira
distans
メロシラ科

1,856
(34.7)

Cryptomonas
ovata
クリプトモナス科

955
(17.8)

Skeletonema
subsalsum
タラシオシラ科

665
(12.4)

Eudorina elegans
オオヒゲマワリ科

600
(11.2)

Rhodomonas sp.
クリプトモナス科

380
(7.1)

藍藻綱 珪藻綱 緑藻綱各鞭毛藻綱  
資料：河川水辺の国勢調査 

 

注 1)上段に細胞数/ml を、下段にカッコ書きで細胞数割合(％)を示す。 

注 2)経年調査結果については、基準点のデータを使用し、採水法の表層データについて、対象となるデータの平

均値を示した。調査時期は、4季（5月、8 月、11 月、2月）のデータを基本とし、各月のデータを平均した。

当該月に調査が実施されていない月は前後の月のデータを使用した。年の実施回数が 4回未満の場合は、当

年に実施された調査回（2回または 3回）のデータを平均した。 
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 b）動物プランクトンの優占種 

動物プランクトンの分類群別確認種類数の推移を表 6-3-2-4 に示す。 

平成 5年度から 18 年度にかけては、ヒゲワムシ科やテマリワムシ科などのワムシ類と、エピ

スティリス科やスナカラムシ科などの原生動物とが優占となり、これらの種が入れ替わりなが

ら生息していると考えられる。平成 21 年度から 24 年度にかけては、ヒゲワムシ科やツボワム

シ科やネズミワムシ科などのワムシ類と、ゾウミジンコ科やカイアシ亜綱などの甲殻類とが優

占となり、これらの種が入れ変わりながら生息していると考えられる。動物プランクトンと栄

養レベルの関係は、一般的に原生動物が富栄養、ワムシ類が富栄養－中栄養、甲殻類が中栄養

－貧栄養のレベルであると考えられる。よって、ダム湖表層の栄養レベルが富栄養から中栄養

に移行している可能性があると考えられる。 

 
 

表 6-3-2-4 ダム湖内における動物プランクトンの優占種の確認状況 
年度 優占順位1位 個体数 優占順位2位 個体数 優占順位3位 個体数 優占順位4位 個体数 優占順位5位 個体数

平成5年度
Polyarthra
trigla vulgaris
ヒゲワムシ科

2,972
(39.6)

Epistylis sp.
エピスティリス科

2,186
(29.1)

Conochilus
unicornis
テマリワムシ科

1,543
(20.6)

Bosmina
longirostris
ゾウミジンコ科

224
(3.0)

Hexarthra mira
ミジンコワムシ科

215
(2.9)

平成11年度
Epistylis plicatilis
エピスティリス科

1,567,500

(42.7)

Conochilus
unicornis
テマリワムシ科

697,500
(19.0)

Strombidium viride
ストロンビディウム
科

407,500
(11.1)

Tintinnidium
fluviatile
フデヅツカラムシ科

325,000
(8.9)

Synchaeta stylata
ヒゲワムシ科

150,000
(4.1)

平成16年度
Codonella cratera
スナカラムシ科

72,750
(21.5)

Polyarthra
trigla vulgaris
ヒゲワムシ科

56,250
(16.6)

Pompholyx
complanata
ヒラタワムシ科

56,250
(16.6)

Conochilus
unicornis
テマリワムシ科

30,000
(8.9)

Didinium nasutum
ホロフリア科

27,500
(8.1)

平成18年度
Synchaeta stylata
ヒゲワムシ科

54,750
(38.8)

Codonella cratera
スナカラムシ科

28,750
(20.4)

Polyarthra
trigla vulgaris
ヒゲワムシ科

19,000
(13.5)

Diurella stylata
ネズミワムシ科

7,500
(5.3)

Copepoda sp.
カイアシ亜綱
（橈脚亜綱）

7,500
(5.3)

平成21年度
Bosmina
longirostris
ゾウミジンコ科

14,940
(32.0)

Diurella porcellus
ネズミワムシ科

7,368
(15.8)

Polyarthra
trigla vulgaris
ヒゲワムシ科

4,630
(9.9)

Pompholyx
complanata
ヒラタワムシ科

3,303
(7.1)

Copepoda sp.
カイアシ亜綱
（橈脚亜綱）

3,055
(6.5)

平成22年度
Bosmina
longirostris
ゾウミジンコ科

7,068
(18.6)

Polyarthra
trigla vulgaris
ヒゲワムシ科

6,282
(16.5)

Copepoda sp.
カイアシ亜綱
（橈脚亜綱）

4,612
(12.1)

Conochiloides sp.
テマリワムシ科

3,220
(8.5)

Synchaeta stylata
ヒゲワムシ科

3,008
(7.9)

平成23年度
Synchaeta stylata
ヒゲワムシ科

5,917
(19.7)

Bosmina
longirostris
ゾウミジンコ科

5,775
(19.2)

Daphnia galeata
ミジンコ科

3,960
(13.2)

Kellicottia
longispina
ツボワムシ科

3,231
(10.7)

Diurella porcellus
ネズミワムシ科

2,930
(9.7)

平成24年度
Polyarthra
trigla vulgaris
ヒゲワムシ科

12,017
(22.4)

Keratella
cochlearis ｆ.ｔecta
ツボワムシ科

11,635
(21.7)

Copepoda sp.
カイアシ亜綱
（橈脚亜綱）

9,002
(16.8)

Tintinnidium
fluviatile
フデヅツカラムシ科

3,355
(6.3)

Cyclops strenuus
キクロプス科

3,142
(5.9)

原生動物 ワムシ類 甲殻類

資料：河川水辺の国勢調査 
 

注 1)上段に個体数/ｍ3を、下段にカッコ書きで個体数割合(％)を示す。 

注 2)経年調査結果については、基準点のデータを使用し、対象となるデータの平均値を示した。調査時期は、4

季（5月、8月、11 月、2月）のデータを基本とし、各月のデータを平均した。当該月に調査が実施されてい

ない月は前後の月のデータを使用した。年の実施回数が 4回未満の場合は、当年に実施された調査回（2回

または 3回）のデータを平均した。 

注 3)平成 5年度から平成 18 年度は、採水法の表層データを使用した。平成 21 年度から平成 24 年度については、

採水法調査が実施されていないため、ネット法の 1/4 層の調査結果を使用した。 

注 4)平成 25 年度では、動物プランクトン調査は実施されていない。 
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 c）動植物プランクトンの経年推移の比較 

ダム湖浅層における動植物プランクトンの経年変化を図 6-3-2-11、図 6-3-2-12 に示す。 

 

＜植物プランクトン：図 6-3-2-11＞ 

植物プランクトンの分類群別種数を見ると、平成 21 年度から 25 年度にかけて、植物プラン

クトンにおける各分類群の種数は概ね一定である。しかし、植物プランクトンの細胞数を見る

と、藍藻綱が大きな減少傾向に、珪藻綱と各鞭毛藻綱と緑藻綱は増加傾向にある。  

一庫ダムのダム湖浅層では、藍藻綱の異常増殖によるアオコおよびカビ臭対策として、浅層

曝気循環設備を稼働させている。平成18年度から24年度にかけては試験用2基を間断運用し、

23 年度から 25 年度にかけては 4 基を本格運用している。一般的に、浅層曝気循環設備が上手

く稼働すると、ダム湖表層の藍藻綱細胞数が大きく減少し、珪藻綱細胞数がやや増加する場合

が多い。よって、浅層曝気循環設備の運用効果が出ている可能性があると考えられる。 

 

＜動物プランクトン：図 6-3-2-12＞ 

動物プランクトンの分類群別種数を見ると、平成 21 年度から 24 年度にかけて、動物プラン

クトンのうちワムシ類の種数が減少傾向にある。動物プランクトンの個体数を見ると、平成 18

年度から 24 年度にかけてそれ以前と比べ大きく減少している。  

この原因は、平成 18 年度から 24 年度にかけて浅層曝気循環設備を稼働させているが、ダム

湖表層における水理環境（水温鉛直分布や湖流の流れなど）が変わったことが、ワムシ類など

動物プランクトンの生息に影響を及ぼした可能性があると考えられる。 
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【種数】 

 
【細胞数】 

 
資料：河川水辺の国勢調査、一庫ダム貯水池生物調査 

図 6-3-2-11 ダム湖内における植物プランクトン分類群別の推移 
注1） 経年調査結果については、基準点のデータを使用し、採水法の表層データの平均値を示した。調査時期は、

4季（5月、8 月、11 月、2月；平成 18 年度は、11 月が異常値と考えられたため、10 月のデータを用いた。）
のデータを基本とし、各月のデータを平均した。当該月に調査が実施されていない月は前後の月のデータ
を使用した。年の実施回数が 4回未満の場合は、当年に実施された調査回（2回または 3回）のデータを
平均した。

浅層曝気循環設備４基運用 

試験用２基を H18.7 より間断運用 

浅層曝気循環設備４基運用 

試験用２基を H18.7 より間断運用 
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【種数】 

 
 

【個体数】 

 

 
資料：河川水辺の国勢調査、一庫ダム貯水池生物調査 

図 6-3-2-12 ダム湖内における動物プランクトン分類群別の推移 
注1） 経年調査結果については、基準点のデータを使用し、採水法の表層データ（動物プランクトン H21-24 は

ネット法の 1/4 層）について、対象となるデータの平均値を示した。調査時期は、4季（5月、8月、11

月、2月）のデータを基本とし、各月のデータを平均した。当該月に調査が実施されていない月は前後の

月のデータを使用した。年の実施回数が 4回未満の場合は、当年に実施された調査回（2回または 3回）

のデータを平均した。 

浅層曝気循環設備４基運用 

試験用２基を H18.7 より間断運用 

浅層曝気循環設備４基運用 

試験用２基を H18.7 より間断運用 



一庫ダム定期報告書 

6. 生物 

6-79 

 

 4)植物 

 a）ダム湖水位変動域における植生群落の経時変化 

ダム湖田尻川流入部の周辺における湖岸植生群落分布の経年変化を図 6-3-2-13 に示す。各調査

年とも湖岸水際に沿ってオオオナモミ群落が分布しており、経年的に面積が増加し、平成 22 年度

には太く帯状に群落を構成している。平成 9 年度にはわずかな面積であったイタチハギ群落（ク

ロバナエンジュ群落）も、平成 22 年度には、まとまった面積が見られるようになっている。 

ダム湖の周辺における水際の植生群落の経年推移を図 6-3-2-14 に示す。平成 9 年度から平成

22 年度にかけて、群落の遷移が追跡できる群落としては、オオオナモミ群落、ツルヨシ群落、ネ

コヤナギ群落、イタチハギ群落（クロバナエンジュ群落）の 4 群落が確認された。平成 9 年度は

作図の精度が異なるために単純な比較ができないが、平成 13 年度から平成 22 年度にかけて、外

来種の群落であるオオオナモミ群落及びイタチハギ群落が増加している。イタチハギ群落は、経

年的に増加傾向である。 

平成 9 年度調査では、メリケンカルカヤ群落やオオアレチノギク群落、ブタクサ群落といった

群落が記録されていたが、平成 13 年度以降の調査では、群落区分の基準の変更によって記録され

ていない。 

一般的に水位変動の大きいダム湖では、湖岸砂礫が攪乱されるため、侵入してきた外来種の一

年草は定着しにくい。しかし、ダム湖周辺の植物群落において、ダム湖岸に接する外来植物群落

は、樹木のイタチハギ群落のみならず、一年草のオオオナモミ群落が増加している。 
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【平成 9 年】         【平成 13 年】      【平成 22 年】 

 

 

    
資料：河川水辺の国勢調査 

図 6-3-2-13 ダム湖周辺における湖岸植生の経年変化（田尻川流入部） 
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図 6-3-2-14 ダム湖周辺における湖岸植生の経年変化 
資料：河川水辺の国勢調査 

 
注）本グラフにおけるデータの整理方法は以下の通りである。 

 調査区域 500ｍ範囲の植生面積を集計した。 

 群落範囲の箇所数の 75％以上をダム湖面に接している群落を抽出した。 

 集計した群落は、対象となる 3 箇年のいずれかの年度で上記の基準を満たしていれば、すべての調査年を対

象として集計を行った。 

 平成 9年度は植生群落名を具体的な種名にあてていたが、平成 13 年度以降は草本群落や低木群落を種名で標

記することが少なくなった。このため、平成 13 年度以降は多くの群落が記録に表れなくなっている。 
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 b）ダム湖水位変動域と下流河川における外来種一年草の関係 

1)外来一年生草本の確認状況 

ダム湖周辺における外来一年生草本の確認状況を表 6-3-2-5 に示した。オオオナモミ、ベニバ

ナボロギク、アメリカセンダングサ、アレチウリ、オオニシキソウ、アリタソウといった多数の

地点で確認されている種がある一方で、一部の調査地点に限って確認されている種が見られる。

確認種は流入河川と湖岸部では大きな差はなかったが、下流河川において も高くなっていた。 

一般的に上流にある河川では、洪水時に河床砂礫が攪乱されるため、侵入してきた外来種の一

年草は定着しにくい。しかし、ダム湖水位変動域で確認できた外来種の一年草（アレチウリ、オ

オブタクサ、オオカワヂシャなど）10 種が、下流河川においても生育しており、洪水時の河床砂

礫攪乱によって、流下していない可能性がある。 

 

2)ダム湖が下流河川での外来植物繁殖に与える影響 

平成 13 年度植物調査では、ダム湖水際だけからなる調査地区は設定されなかった。しかし、

平成 21 年度調査植物調査では、ダム湖湖岸を調べる調査地区である「淀一湖３」「淀一湖４」

「淀一湖６」が設定された。よって、流入河川、ダム湖および下流河川での外来植物の生育確

認をみることにより、下流河川の外来生物繁殖にダム湖が荷担している可能性があるかの検討

を行った。 

表 6-3-2-6 に示すように、平成 21 年度における外来植物の確認パターン１と２は、ダム湖で

生育した外来種が流出して、下流河川に供給されている可能性のある場合である。パターン１

と２において、外来生物法や兵庫県ブラックリスト（兵庫県の生物多様性に悪影響を及ぼす外

来生物リスト）に指定されている 10 種については、今後一庫ダムのダム湖において、生育状況

の監視に努めなければならない。 
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表 6-3-2-5 ダム湖水位変動域と下流河川での外来植物の確認状況 
下流
河川

科名 種名
淀一
入1

淀一
入2

淀一
湖4

淀一
湖3

淀一
湖6

淀一
下1

外来生物
法

兵庫県ﾌﾞ
ﾗｯｸﾘｽﾄ

ナデシコ科 オランダミミナグサ ○
シロバナマンテマ ○
コハコベ ○ ○

アカザ科 アリタソウ ○ ○ ○ ○ ○
ヒユ科 ホソバツルノゲイトウ ○ ○

アオゲイトウ ○ ○ ○
アブラナ科 セイヨウカラシナ ○ ○ ○ 注意種

マメグンバイナズナ ○ ○
ショカツサイ ○
カキネガラシ ○ ○

マメ科 ウマゴヤシ ○
コメツブツメクサ ○ ○ ○

フウロソウ科 アメリカフウロ ○
トウダイグサ科 オオニシキソウ ○ ○ ○ ○ ○

コニシキソウ ○ ○ ○ ○
アオイ科 アメリカキンゴジカ ○ ○ ○
ウリ科 アレチウリ ○ ○ ○ ○ ○ 特定 警戒種
アカバナ科 アメリカミズキンバイ ○ ○ ○

メマツヨイグサ ○ ○ ○ ○ 要注意
リンドウ科 ハナハマセンブリ ○
ヒルガオ科 アメリカネナシカズラ ○ 要注意

マルバルコウ ○ ○ ○
ホシアサガオ ○ ○

ムラサキ科 ノハラムラサキ ○
シソ科 ヒメオドリコソウ ○ ○ ○
ナス科 アメリカイヌホオズキ ○ ○
ゴマノハグサ科 アメリカアゼナ ○ ○

オオカワヂシャ ○ ○ ○ ○ 特定 警戒種
タチイヌノフグリ ○ ○ ○
オオイヌノフグリ ○ ○

オオバコ科 タチオオバコ ○ ○
オミナエシ科 ノヂシャ ○
キキョウ科 ヒナキキョウソウ ○
キク科 ブタクサ ○ ○ ○ 要注意

オオブタクサ ○ ○ 要注意 警戒種
クソニンジン ○
ホウキギク ○
コバノセンダングサ ○
アメリカセンダングサ ○ ○ ○ ○ ○ 要注意
コセンダングサ ○ ○ ○ ○ 要注意
シロバナセンダングサ ○
オオアレチノギク ○ ○ ○ ○ 要注意
ベニバナボロギク ○ ○ ○ ○ ○ ○
アメリカタカサブロウ ○ ○ ○
ダンドボロギク ○ ○ ○ ○
ヒメムカシヨモギ ○ ○ ○ ○ ○ 要注意
ハキダメギク ○ ○
ウラジロチチコグサ ○
ブタナ ○ ○ 要注意
トゲチシャ ○ ○
オニノゲシ ○
ヒメジョオン ○ ○ ○ ○ 要注意
ヘラバヒメジョオン ○
オオオナモミ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 要注意 注意種

イネ科 ヒメコバンソウ ○
イヌムギ ○
オオクサキビ ○ ○ ○

21科 57種 21 21 24 17 19 41 13 5

選定基準分類 流入河川 ダム湖水位変動域

 
資料：河川水辺の国勢調査（H21） 

注）水際部を含む調査地点における外来一年生草本類の確認状況を示した。○は各調査地点において確認された

ことを示す。 
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表 6-3-2-6 ダム湖が下流河川での外来植物繁殖に与える影響 

流入
河川 → ダム湖 →

下流
河川

外来生物法に指定、または兵
庫県ブラックリスト（兵庫県の
生物多様性に悪影響を及ぼ
す外来生物リスト）に記載

無指定

1 × → ○ → ○ 大 ｵｵﾌﾞﾀｸｻ､ｺｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ
ｱｵｹﾞｲﾄｳ､ｱﾒﾙｶﾐｽﾞｷﾝﾊﾞｲ、
ﾏﾙﾊﾞﾙｺｳ、ﾎｼｱｻｶﾞｵ､
ｱﾒﾘｶﾀｶｻﾌﾞﾛｳ､ｵｵｸｻｷﾋﾞ

2 ○ → ○ → ○
ｱﾚﾁｳﾘ､ﾒﾏﾂﾖｲｸﾞｻ､
ｵｵｶﾜﾁﾞｼｬ､ｱﾒﾘｶｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ､
ｵｵｱﾚﾁﾉｷﾞｸ､ﾋﾒﾑｶｼﾖﾓｷﾞ、
ﾋﾒｼﾞｮﾝ、ｵｵｵﾅﾓﾐ

ｱﾘﾀｿｳ、ﾍﾞﾆﾊﾞﾅﾎﾞﾛｷﾞｸ

3 × → ○ → × ｱﾒﾘｶﾈﾅｼｶｽﾞﾗ､ﾌﾞﾀｸｻ

ﾎｿﾊﾞﾂﾙﾉｹﾞｲﾄｳ､
ｱﾒﾘｶｷﾝｺﾞｼﾞｶ、
ｺﾊﾞﾉｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ､
ｼﾛﾊﾞﾅｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ､ﾊｷﾀﾞﾒｿｳ

4 ○ → ○ → ×
ｵｵﾆｼｷｿｳ、ｺﾆｼｷｿｳ､
ｱﾒﾘｶｲﾇﾎｳｽﾞｷ､ｱﾒﾘｶｱｾﾞﾅ､
ﾀﾞﾝﾄﾞﾎﾞﾛｷﾞｸ

5 × → × → ○

ｵﾗﾝﾀﾞﾐﾐﾅｼｸﾞｻ、
ｼﾛﾊﾞﾅﾏﾝﾃﾏ、ｼｮｶﾂｻｲ、
ｳﾏｺﾞﾔｼ､ｱﾒﾘｶﾌﾛｳ､
ﾉﾊﾗﾑﾗｻｷ､ﾉﾁﾞｼｬ､
ﾋﾅｷｷｮｳｿｳ､ｸｿﾆﾝｼﾞﾝ､
ｳﾗｼﾞﾛﾁﾁｺｸﾞｻ、
ﾍﾗﾊﾞﾋﾒｼﾞｮｵﾝ、
ﾋﾒｺﾊﾞﾝｿｳ、ｲﾇﾑｷﾞ

6 ○ → × → ○ ｾｲﾖｳｶﾗﾅｼ、ﾌﾞﾀﾅ

ｺﾊｺﾍﾞ､ｶｷﾈｶﾞﾗｼ､
ｺﾒﾂﾌﾞﾂﾒｸｻ、ﾋﾒｵﾄﾞﾘｺｿｳ、
ﾀﾁｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ､ｵｵｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ､
ﾀﾁｵｵﾊﾞｺ､ﾄｹﾞﾁｼｬ

7 ○ → × → × 小
ﾏﾒｸﾞﾝﾊﾞｲﾅｽﾞﾅ､
ﾊﾅﾊﾏｾﾝﾌﾞﾘ､ﾎｳｷｷﾞｸ､
ｵﾆﾉｹﾞｼ

注）　○；平成２１年度植物調査において、該当する調査地区にて生育を確認できた。×；確認できなかった。 

外来種移動想定ルート
外来種
確認

ﾊﾟﾀｰﾝ

ダム湖が
下流河川
の外来種
繁殖に荷
担してい
る可能性

外来種
の見方

d
a
i
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 5)鳥類 

 a）ダム湖・河川・渓流に生息する鳥類の経年変化 

ダム湖・河川・渓流を生息場所とする鳥類の経年変化を表 6-3-2-7 に示す。 

ダム湖内及びダム湖周辺では、水辺の鳥（渉禽および陸禽）がいったん多種生息していた

ものの、平成 18 年度には減少傾向にも見える。下流河川の鳥類相は流入河川と大きな違いは

ない。 

もともと河川本川や谷地形に生息していた水辺の鳥（アオサギ、ゴイサギ、イソシギ、カ

ワセミ、セグロセキレイなど）はダム湖周辺の水位変動域で生息しているものの減少傾向に

あるため、水位変動により現れる水辺の状態がこれらの鳥類が生息しやすいか否かという要

因になっている可能性が想定される。 

 

 b）鳥類集団分布地の確認状況の経年変化 

一庫ダムにおける鳥類集団分布地の経年推移を図 6-3-2-15 に示す。 

対象種は確認個体数が多く、ダム湖、水位変動域およびエコトーン、下流河川を代表する

と考えられる、カワウ、オシドリ、カルガモ、ヒドリガモ、コシアカツバメ、ヒヨドリ、シ

ジュウカラ、ホオジロ、カワラヒワ、スズメの 10 種とした。いずれの種も、個体数は多いた

め、経年的に安定して確認されている。 

調査結果からは、一庫ダムの湖面は鳥類の越冬地として継続的に利用されていると考えら

れる。オシドリがダム湖に継続的に生息しており、水位変動域後背における広葉樹林のドン

グリを食べている可能性があると考えられる。またヒドリガモが冬鳥としてダム湖に訪れて

いるが、図 6-3-2-16 に見られるように、 近は夏季から秋季にかけてダム湖の水面に生育

しているアイオオアカウキクサを啄んでいる。さらに水位変動域では、留鳥のヒヨドリ、シ

ジュウカラ、ホオジロ、カワラヒワが多く確認されている。 

下流河川には、夏鳥のコシアカツバメ、留鳥のヒヨドリやスズメといった種が経年的に確

認されており、特にコシアカツバメは、一庫ダム管理所建築物の軒下等に多数の巣を構える

など繁殖活動が見られる。 

もともとの河川に生息していたと考えられるカワウ、カルガモ、ヒドリガモが、またダム

湖が出現したことにより飛来するようになったと考えられるオシドリがダム湖に集団分布地

を形成している。またもともと樹林内に生息していたヒヨドリ、シジュウカラ、ホオジロ、

カワラヒワが、水位変動域の林縁部に多数生息している。ただし、もともと河川本川の河原

を利用していたと考えられるサギ科およびセキレイ科等の種は、確認数か少ない。 
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表 6-3-2-7 ダム湖・河川・渓流を生息場所とする鳥類の経年変化 

種名 科名

ダム
湖や
河川
を遊
泳

ダム
湖や
河川
を利
用

山間
の渓
流を
利用

採食場所 主な食性
H
9

H
1
4

H
1
8

H
5

H
9

H
1
4

H
1
8

H
5

H
9

H
1
4

H
1
8

カイツブリ カイツブリ科 ○ 止水・流
水

魚類・水生昆
虫の成虫

- ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - ● -

カワウ ウ科 ○ 止水・流
水

魚類等
- ● ○ - - ○ ◎ - - ● ○

オシドリ カモ科 ○ 水辺 広葉樹種子
等

- - - ◎ ○ ○ ◎ - - - -

マガモ ○ 止水・流
水

草の実・水草
- ● ● ● ○ - ● - - - -

カルガモ ○ 水辺 草の実・水草 - ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ - - ○ ○
コガモ ○ 止水・流

水
草の実・水草

- - - ● ○ ○ ○ - - ○ ◎

ヒドリガモ ○ 止水・流
水

草の実・水草
○ - ○ ○ - ● ◎ - - - -

ウミネコ カモメ科 ○ ○ 止水・流
水

魚類・水生昆
虫

- - - - - - ● - - - -

バン クイナ科 ○ 止水・流
水

水生昆虫の
幼虫・草の実

- ● ○ - - - - - - - -

ヨシゴイ サギ科 ○ 水辺 魚類等 - - - ● - - - - - - -
ゴイサギ ○ 水辺 魚類等 - - - ○ ○ ○ ● ● - ● ○
ササゴイ ○ 水辺 魚類のみ - - - ● - - ● - - - -
アマサギ ○ 水辺 水生昆虫の

成虫・幼虫
- ● - - - - - - - - -

ダイサギ ○ 水辺 魚類等 - - ○ ○ ○ ○ - - - ● ○
チュウサギ ○ 水辺 水生昆虫の

成虫・幼虫
- ● - - - ● - ● - ●

コサギ ○ 水辺 魚類等 - - ● ◎ ◎ ● - ○ - ● ●

アオサギ ○ 水辺 魚類等 - ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ - ● ○
コチドリ チドリ科 ○ 水辺 水生昆虫の

成虫・幼虫
- - - ● - - - - - - -

イソシギ シギ科 ○ 水辺 水生昆虫の
幼虫

- - ● - - - ● - - - -

キセキレイ セキレイ科 ○ 水辺 水生昆虫の
幼虫

- ○ ○ ○ ○ ○ - ○ - ● ◎

ハクセキレイ ○ 水辺 水生昆虫の
成虫・幼虫

- - ○ ● ● - - - - - ●

セグロセキレイ ○ 水辺 水生昆虫の
成虫・幼虫

- ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ● - ● ○

カワガラス カワガラス科 ○ 水辺 水生昆虫の
幼虫

- - - ● - - - ● - - -

ヤマセミ カワセミ科 ○ 流水・止
水

魚類等
- - - ○ ○ - - ● - - -

カワセミ ○ 流水・止
水

魚類等
● ● ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ● ○

ミサゴ タカ科 ○ 流水・止
水

魚類のみ
- - - ● ● - ○ - - - -

オオルリ ヒタキ科 ○ 沢沿い 陸上昆虫等
- ● - ● ○ ○ ○ ● - ● ○

ミソサザイ ミソサザイ科 ○ 沢沿い 陸上昆虫等
- - - - ● ● ● - - - -

流入河川
調査結果

樹
林
の
鳥

陸
禽

代表的な採食生態
下流河川 ダム湖内及び周辺

水
禽

鳥類の分類 一般的な生息場所

渉
禽

大別

水
辺
の
鳥

 
注）欄内の記号は、各調査年の平均確認個体数（調査回数あたり、調査地点あたり）を示す。各記号の意味は以下のと

おり。－：確認なし、●：0＜平均確認数＜10、○：10≦平均確認数＜100、◎：100≦平均確認数。 

資料：河川水辺の国勢調査 
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資料：河川水辺の国勢調査 

図 6-3-2-15 鳥類代表種の経年確認位置 

注）平成 18 年度調査における st.5、st,7、st,8、st.15 での確認数の多い上位 10 種を代表種とした。 
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場所；堤体近傍のダム湖、撮影日；平成 26 年 12 月 8 日 

出典：一庫ダム管理所提供 

図 6-3-2-16（写真） ダム湖水面にてアイオオアカウキクサをつ啄むヒドリガモの群れ 
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 6)両生類・爬虫類・哺乳類 

 a）山間の渓流や水辺に生息する両生類・爬虫類の経年変化 

ダム湖周辺における両生類および爬虫類の確認状況の継時変化を表 6-3-2-8 及び表

6-3-2-9 に示す。また、山間の渓流や水辺に生息する両生類・爬虫類の経年変化を表 6-3-2-10

に示す。 

タゴガエルは平成 15 年度、平成 23 年度ともにダム湖およびダム湖周辺で確認された。ダ

ム湖周辺の沢に生息すると考えられる。アカハライモリは平成 23 年度流入河川で確認 9個体

確認されている。カジカガエルは流入河川およびダム湖周辺で確認されているが、下流河川

では確認されていない。 

渓流や谷地形を好む両生類（タゴガエルなど）や爬虫類（ニホンイシガメ、ヤマカガシ）

が確認されており、ダム湖周辺における渓流や谷地形の地表に適度な水分が存在する可能性

があると考えられる。 
 

表 6-3-2-8 ダム湖周辺での両生類の確認状況の経年変化 

ダム湖
周辺

その他
ダム湖
周辺

その他
ダム湖
周辺

その他
ダム湖
周辺

その他

1 サンショウウオ科 カスミサンショウウオ 1 2
2 イモリ科 アカハライモリ 1 1 1 4 4
3 ヒキガエル科 ニホンヒキガエル 4 4 6
4 アマガエル科 ニホンアマガエル 21 5 54 30 2 14 7 2
5 アカガエル科 タゴガエル 1 3 2 6
6 ヤマアカガエル 1
7 トノサマガエル 22 4 24 32 4 15 18 36
8 ウシガエル 6 2 15 15 1 9 15 2
9 ツチガエル 1 2 1 4 1 1
10 ヌマガエル 4 1 2
11 アオガエル科 シュレーゲルアオガエル 2 1 3 2
12 モリアオガエル 5 1 1 2
13 カジカガエル 2 1 1 2 3 1

合計 6科 6種 7種 10種 8種 10種 6種 10種 5種

№ 科名 種名
H5 H10 H15 H23

13種  
注）ダム湖周辺はダム湖周辺のみ、その他は流入河川と下流河川と不明を集計範囲とした。 

資料：河川水辺の国勢調査 

表 6-3-2-9 ダム湖周辺での爬虫類の確認状況の経年変化 

ダム湖
周辺

その他
ダム湖
周辺

その他
ダム湖
周辺

その他
ダム湖
周辺

その他

1 イシガメ科 ニホンイシガメ 2 3 6 15 3 3 5
2 クサガメ 4 1 4 4 4 4 5
3 ヌマガメ科 ミシシッピアカミミガメ 5 12 2 9 14 2
4 スッポン科 ニホンスッポン 1
5 ヤモリ科 ニホンヤモリ 7
6 トカゲ科 ニホントカゲ 37 8 37 4 20 20 18 8
7 カナヘビ科 ニホンカナヘビ 57 9 32 16 16 11 20 9
8 ナミヘビ科 タカチホヘビ 1 1 1 1
9 シマヘビ 8 6 5 9 3 7 8 4
10 アオダイショウ 7 2 1 2 2 7 1
11 ジムグリ 1 1 1 2
12 シロマダラ 1 2 1
13 ヒバカリ
14 ヤマカガシ 7 3 10 6 5 6 3 1
15 クサリヘビ科 ニホンマムシ 3 2 1 3 1 1 1

合計 8科 12種 8種 11種 11種 7種 9種 12種 9種

№ 科名 種名
H5 H10 H15 H23

15種  
注）ダム湖周辺はダム湖周辺のみ、その他は流入河川と下流河川と不明を集計範囲とした。 

資料：河川水辺の国勢調査 
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表 6-3-2-10 山間の渓流や水辺に生息する両生類の経年変化 

H5 H10 H15 H23
1 カスミサンショウウオ ○ ○
2 アカハライモリ ○ ○ 確認されているが、出現環境は谷地形ではない
3 ニホンヒキガエル ○ ○ ○
4 ニホンアマガエル ○ ○ ○ ○
5 タゴガエル ○ ○ ○ 産卵は渓流の岩の隙間、伏流水の中
6 ヤマアカガエル ○
7 トノサマガエル ○ ○ ○ ○
8 ウシガエル ○ ○ ○ ○ 外来種
9 ツチガエル ○ ○ ○
10 ヌマガエル ○
11 シュレーゲルアオガエル ○ ○ ○
12 モリアオガエル ○ ○ ○
13 カジカガエル ○ ○ ○ 産卵は渓流の中の岩や石の下、草の根元

合計 13種 6 10 10 10 －

№ 種名
ダム湖周辺

備考

 
 

表 6-3-2-11 山間の渓流や水辺に生息する爬虫類の経年変化 

H5 H10 H15 H23
1 ニホンイシガメ ○ ○ ○ 山間での渓流や池沼に生息
2 クサガメ ○ ○ ○
3 ミシシッピアカミミガメ ○ ○ ○ 外来種
4 ニホンヤモリ ○
5 ニホントカゲ ○ ○ ○ ○
6 ニホンカナヘビ ○ ○ ○ ○
7 タカチホヘビ ○ ○ ○ ○
8 シマヘビ ○ ○ ○ ○
9 アオダイショウ ○ ○ ○ ○
10 ジムグリ ○ ○
11 シロマダラ ○ ○
12 ヤマカガシ ○ ○ ○ ○ 山間での水辺や多湿な林床に生息
13 ニホンマムシ ○ ○ ○ ○

合計 13種 12 11 7 12 －

№ 種名
ダム湖周辺

備考

 
資料：河川水辺の国勢調査 
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 b）広葉樹や古来の山林環境に生息する哺乳類の経年変化 

ダム湖周辺での哺乳類の確認状況の経年変化を表 6-3-2-12 に示し、広葉樹や古来の山林環

境に生息する哺乳類の確認個体数の経年変化を表 6-3-2-13 に示す。 

 

表 6-3-2-12 ダム湖周辺での哺乳類の確認状況の経年変化 

ダム湖
周辺

その他
ダム湖
周辺

その他
ダム湖
周辺

その他
ダム湖
周辺

その他

1 モグラ科 ヒミズ 2 1 1
2 コウベモグラ 11 4 1

モグラ属の一種 9 8 1 12 2 1
3 ヒナコウモリ科 アブラコウモリ 24 2

ヒナコウモリ科の一種 1
－ コウモリ目の一種 3 1

4 オナガザル科 ニホンザル 1 1 2
5 ウサギ科 ノウサギ 4 1 6 5 7 1
6 リス科 ニホンリス 3 4 2
7 ネズミ科 ハタネズミ 2 2
8 アカネズミ 15 18 21 8 63 12
9 ヒメネズミ 2 2 1 10
10 カヤネズミ 3 1 1 1 1 2
11 ヌートリア科 ヌートリア 24 8
12 アライグマ科 アライグマ 1 12 15
13 イヌ科 タヌキ 7 1 17 6 16 16 14 5
14 キツネ 17 2 6 1 5 5 6 1
15 イタチ科 テン 51 147 15 39 87 35 2

イタチ属の一種 159 10 61 10 31 40 20 7
16 アナグマ 3 2
17 ジャコウネコ科 ハクビシン 5 4
18 イノシシ科 イノシシ 3 7 37 28 43 41 28 13
19 シカ科 ホンドジカ 10 5 30 20 52 25 131 68

合計 13科 14種 7種 14種 8種 12種 9種 16種 14種

№ 科名 種名
H5 H10 H15 H23

19種  
注）ダム湖周辺はダム湖周辺のみ、その他は流入河川と下流河川と不明を集計範囲とした。 

資料：河川水辺の国勢調査 
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確認個体数にばらつきはあるが、アカネズミやテンは経年的に安定して確認されており、

タヌキやキツネについても、確認個体数は少ないながらも経年的に確認されている。ニホン

ザルについては、確認例数はまれであるが、平成 10 年度、平成 23 年度の 2 回の調査で確認

されており、平成 23 年度調査では、アナグマが新たに確認された。カヤネズミは、水位変動

域と林縁部との間のエコトーン及び水田跡地の草地に生息していた。イノシシは減少傾向に

あるものの、ホンドジカは平成 15 年度、23 年度とも約 40 例／調査回と増加傾向にある。 

広葉樹や古来の山林環境に生息する哺乳類（アカネズミ、タヌキ、キツネ、アナグマなど）

が確認されている。 

 

表 6-3-2-13 広葉樹や古来の山林環境に生息する哺乳類の経年変化 

H5 H10 H15 H23
1 ヒミズ ○ ○ ○
2 コウベモグラ ○
3 アブラコウモリ ○ ○
4 ニホンザル ○ ○ 半樹上性で広葉樹林を好む。
5 ノウサギ ○ ○ ○ ○
6 ニホンリス ○ ○ ○ 樹上性で混合樹林を好む。
7 ハタネズミ ○ ○
8 アカネズミ ○ ○ ○ ○ 森林で生息しドングリを好む。
9 ヒメネズミ ○ ○ ○ ○ 森林で生息し半樹上性。
10 カヤネズミ ○ ○
11 ヌートリア ○ 外来種
12 アライグマ ○ ○ 外来種
13 タヌキ ○ ○ ○ ○ 山林や里山に生息。
14 キツネ ○ ○ ○ ○ 山林や里山に生息。
15 テン ○ ○ ○ ○ 山林や里山に生息。
16 アナグマ ○ 山林や里山に生息。
17 ハクビシン ○ 外来種
18 イノシシ ○ ○ ○ ○
19 ホンドジカ ○ ○ ○ ○

合計 19種 13 12 12 15 －

№ 種名
ダム湖周辺

生息場所

 
資料：河川水辺の国勢調査 
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 7)参考～下流河川水温と水生動物の関係 

a)下流河川魚類浮石等利用種と下流河川水温の関係 

下流河川における魚類浮石利用種の個体数の経時変化と、魚類調査月における例年平均水

温の経時変化とは、一致しない。よって下流河川における魚類浮石等利用種の個体数は、水

温に依存していないと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-3-2-17  下流河川での魚類浮石等利用種と河川水温との関係 

 

表 6-3-2-14 下流河川での魚類調査月における月平均河川水温 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
調査月の例年平均

水温のとの水温差

平成7年度 5.9 5.3 8.0 13.0 15.2 18.8 21.6 27.2 22.9 19.5 ＋0.8

平成12年度 8.5 6.3 5.9 9.8 14.5 17.9 21.0 17.2 21.1 15.9 －1.5

平成17年度 9.0 7.3 7.3 8.5 11.8 16.6 18.9 22.8 22.3 18.4 －1.1

平成19年度 9.4 8.3 8.4 11.4 17.6 17.0 19.4 23.6 24.7 21.3 ＋0.8

平成24年度 9.0 7.1 8.0 10.0 13.7 17.2 21.5 26.4 27.0 21.9 ＋1.2

例年平均水温 7.9 6.7 7.6 10.4 14.7 17.6 20.8 22.9 22.6 19.1 －  
注1) 表の数値の単位は℃である。 黄色の網掛けをした数値は調査月を示す。 

注2) 例年平均水温とは、平成 5 年から平成 25 年の各月平均水温の平均値である。 

注3) 網掛けした 1 月～3月の数値は表中に示した年度につながる前年度の数値を示す。 
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b)下流河川底生動物と下流河川水温の関係 

下流河川における底生動物の種数の経時変化と、底生調査月における例年平均水温の経時

変化とは、両者とも増加傾向である。よって下流河川における底生動物の種数は、水温に依

存している可能性もある。 
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図 6-3-2-18  下流河川での底生動物と河川水温との関係 

 

表 6-3-2-15 下流河川での底生動物調査月における月平均河川水温 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
調査月の例年平均

水温のとの水温差

平成5年度 8.6 7.5 9.9 11.9 15.5 16.5 21.1 22.3 21.8 18.3 15.6 11.6 7.8 7.2 7.8 ＋0.04

平成11年度 9.3 7.1 7.1 7.7 15.1 17.2 19.9 23.0 23.1 20.3 15.8 11.4 8.5 6.3 5.9 ＋0.51

平成16年度 8.2 6.6 7.1 9.3 13.1 19.2 18.7 22.4 22.0 18.6 15.0 12.1 9.0 7.3 7.3 －0.37

平成20年度 9.0 7.2 8.8 11.3 14.7 17.2 20.4 22.7 23.1 18.6 13.1 11.0 8.3 7.5 7.6 ＋0.51

平成25年度 8.2 7.3 7.1 10.1 14.6 17.7 23.5 26.8 23.9 21.1 16.8 12.2 8.9 7.4 7.5 ＋1.80

例年平均水温 7.9 6.7 7.6 10.4 14.7 17.6 20.8 22.9 22.6 19.1 15.0 11.1 7.9 6.7 7.6 －  
注1)  表の数値の単位は℃である。 黄色の網掛けをした数値は調査月を示す。 

注2)  例年平均水温とは、平成 5年から平成 25 年の各月平均水温の平均値である。 

注3)  網掛けした 1月～3月の数値は表中に示した年度につながる前年度の数値を示す。 
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 8)参考～陸上昆虫類等 

陸上昆虫類等は、河川水辺の国勢調査では一ダム一年間で 1,000～2,500 種程度の確認種が

得られる。これらの確認種は、ハビタットにより属単位あるいは科単位で生息する場所が特

定される。（特に、幼虫はほとんど移動できないため、環境を評価するには幼虫の生息場所が

重要である。）ダム湖周辺の山腹斜面管理や生態系保全で必要と考えられる観点から、陸上昆

虫類等をグループＡ(水流や湛水はあるか)、グループＢ(地表は湿潤気味か)、グループＣ(地

表は乾燥気味か)、グループＤ(地表に陽は差すか)、グループＥ(植生は多種多様か)、グルー

プＦ(植生は安定しているか)という六つのグループに分けてみると、表 6-3-2-16 に示すよう

な区分となる。ただしここでは、属単位ではなく、簡単のために科単位とした。 

一方、ダム湖周辺の環境は、コナラ群落、アカマツ群落、スギ－ヒノキ植林、流入河川、

下流河川の五つの自然パーツを追跡することとした。 

河川水辺の国勢調査における前回調査である平成 15 年度及び 26 年度における陸上昆虫類

等調査の結果を用いて、上述の六つのグループと五つの自然パーツの関係を分析したら、図

6-3-2-19 に示すように、各自然パーツの特性の経時変化が得られた。 

得られた陸上昆虫類相の変化により、11 年間におけるダム湖周辺の山林及び河川の環境変

化が次のように想定される。コナラ群落とアカマツ群落はＡ～Ｅグループに変化はほとんど

なく、Ｆグループのみ増加したため、山林の植生が安定に向かっていると考えられる。スギ

－ヒノキ植林はグループＤが増加し、グループＢが減少したため、間伐等山林管理が行われ

ていると考えられる。流入河川は全グループに変化はほとんどないため、環境は変わってい

ないと考えられる。下流河川はグループＡ、ＣおよびＤが増加し、グループＥが減少したた

め、河床が大幅に攪乱されたと考えられる。 
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表 6-3-2-16 陸上昆虫類等の生息環境グルーピングにおける評価視点と区分 

≪水流や湛水はあるか≫
多ければ、渓流や河川など水の流れや湛水域が
存在する。

幼虫期間を水中で過ごす種（５目および３科）

≪地表は湿潤気味か≫
多ければ、湿った河原や湿った地面が存在する。

幼虫・成虫期間とも水際の砂礫、湿潤な土壌で
過ごす種（３科）

≪地表は乾燥気味か≫
多ければ、乾燥した草地或いは日当たりの良い草
地が存在する。

幼虫・成虫期間とも樹林地ではなく草地で過ごす
種（９科）

≪地表に陽は差すか≫
多ければ、陽が当たり一年草を中心とした草本が
生育している。

幼虫期間の食性は多様であるが、成虫期間に主
に草本の蜜を吸う種（10科）

≪植生は多種多様か≫
多ければ、いろんな種類の広葉樹や針葉樹や草
本が生育している。

幼虫・成虫期間に樹木や草本の葉や芽や茎を食
べる或いは樹液を吸う種（22科）

≪植生は安定しているか≫
多ければ、朽ち木のある自然度の高い広葉樹林
を形成している。

幼虫期間に主に広葉樹の朽ち木や根を食べ、成
虫期間に広葉樹の樹液を吸う種（７科）

ﾊﾞｯﾀ目ｺｵﾛｷﾞ科、ﾋﾊﾞﾘﾓﾄﾞｷ科、ﾊﾞｯﾀ科、ｶﾒﾑｼ目
ｶｽﾐｶﾒﾑｼ科、ﾏｷﾊﾞｻｼｶﾞﾒ科、ﾍﾘｶﾒﾑｼ科、ﾋﾒﾍﾘｶ
ﾒﾑｼ科、ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ科、ｶﾒﾑｼ科

ｸﾞﾙｰﾌﾟＣ

ｸﾞﾙｰﾌﾟＤ

ｸﾞﾙｰﾌﾟＥ

ｸﾞﾙｰﾌﾟＦ

ﾁｮｳ目、ｾｾﾘﾁｮｳ科、ｼｼﾞﾐﾁｮｳ科、ｱｹﾞﾊﾁｮｳ科、ｼ
ﾛﾁｮｳ科、ﾋﾄﾘｶﾞ科、ﾊｴ目ｱﾌﾞ科、ﾂﾘｱﾌﾞ科、ﾊﾅｱ
ﾌﾞ科、ﾊﾁ目ﾐﾂﾊﾞﾁ科、ｺﾊﾅﾊﾞﾁ科

ｶﾒﾑｼ目ｾﾐ科、ﾖｺﾊﾞｲ科、ﾂﾉｶﾒﾑｼ科、ﾁｮｳ目ﾊﾏｷ
ｶﾞ科、ｲﾗｶﾞ科、ﾀﾃﾊﾁｮｳ科、ｼﾞｬﾉﾒﾁｮｳ科、ﾂﾄｶﾞ
科、ﾒｲｶﾞ科、ｶｷﾞｶﾞｶﾞ科、ｼｬｸｶﾞ科、ﾔﾏﾏﾕｶﾞ科、ｽ
ｽﾞﾒｶﾞ科、ｼｬﾁﾎｺｶﾞ科、ﾄﾞｸｶﾞ科、ﾔｶﾞ科、ｺﾌﾞｶﾞ
科、ｺｳﾁｭｳ目ｶﾐｷﾘﾑｼ科、ﾊﾑｼ科、ﾎｿｸﾁｿﾞｳﾑｼ
科、ｵﾄｼﾌﾞﾐ科、ｿﾞｳﾑｼ科

ﾊﾞｯﾀ目ｶﾏﾄﾞｳｶ科、ｺｳﾁｭｳ目ｸﾜｶﾞﾀﾑｼ科、ｺｶﾞﾈﾑ
ｼ科、ﾀﾏﾑｼ科、ｺﾒﾂｷﾑｼ科、ｹｼｷｽｲ科、ﾋｹﾞﾅｶﾞｿﾞ
ｳﾑｼ科

ｸﾞﾙｰﾌﾟＡ

ｸﾞﾙｰﾌﾟＢ

ｶｹﾞﾛｳ目、ﾄﾝﾎﾞ目、ｶﾜｹﾞﾗ目、ｱﾐﾒｶｹﾞﾛｳ目、ﾄﾋﾞｹ
ﾗ目、ｶﾒﾑｼ目ｱﾒﾝﾎﾞ科、ｺｳﾁｭｳ目ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ科、ｶﾞ
ﾑｼ科

ﾊﾞｯﾀ目ﾋｼﾊﾞｯﾀ科、ｺｳﾁｭｳ目ｵｻﾑｼ科、 ﾊﾈｶｸｼ
科
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図 6-3-2-19 生息環境グルーピングによる陸上昆虫類相の種数割合の経時変化 
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（3）生態系等の変化の把握 

 1)ハビタットの整理 

一庫ダムにおけるハビタットの整理を表 6-3-2-17、表 6-3-2-18 に、ハビタット配置図を

図 6-3-2-20、図 6-3-2-21 に示す。 

表 6-3-2-17 ハビタットの整理(陸域) 

ハビタットの特徴
・主な植生

生息・生育基盤
とハビタットの

特徴
ハビタットを代表する生物 生物の主な利用状況

水際植物
群落

ツルヨシ群落 【鳥類】カシラダカ、ホオジロ等
【両生類・爬虫類・哺乳類】カヤネ
ズミ、アカハライモリ等

鳥類の採食場・休息場、
小動物の生息場。水際部
では魚類の産卵場・稚魚
の成育場としても利用さ
れる。

河畔林
(低木群
落)

ネコヤナギ群落 【鳥類】セグロセキレイ、ホオジロ
等
【両生類・爬虫類・哺乳類】トノサ
マガエル、ツチガエル等

鳥類の採食場・休息場、
小動物の生息場。

河畔地草
地（高茎
草本群
落）

ネザサ群落、スス
キ群落

河岸部が広くな
いため、水際付
近まで侵入して
いる。

【鳥類】ホオジロ、カシラダカ等
【両生類・爬虫類・哺乳類】カヤネ
ズミ、アマガエル等
【陸上昆虫類等】ショウリョウバッ
タモドキ等

鳥類の採食場・休息場、
ホオジロ等の営巣場、小
動物の生息場。草地環境
を好む昆虫類の生息場。

草地等 ススキ群落、セイ
タカアワダチソウ
群落、人工草地等

車道脇の法面や
伐採跡地などの
人為的影響の強
い場所に分布す
る。

【鳥類】カワラヒワ、ホオジロ等
【両生類・爬虫類・哺乳類】カヤネ
ズミ、カナヘビ等
【陸上昆虫類等】コガネグモ、カヤ
キリ、ヒゲシロスズ、ツマキヘリカ
メムシ等

草地的で開けた環境を好
む鳥類、小動物の採食
場、生息場。

水位変動
帯（草
地・低
木）

オオオナモミ群
落、クロバナエン
ジュ群落

水際から水位変
動域の湖岸に成
立する草地。

【鳥類】コチドリ、ホオジロ、スズ
メ等
【両生類・爬虫類・哺乳類】ホンド
ジカ、ノウサギ等
【陸上昆虫類等】ショウリョウバッ
タ、ホシハラビロヘリカメムシ等

草地環境等を好む昆虫類
の生息場、鳥類の採食
場。

斜面高木
林

クヌギ群落（斜面
下部）、コナラ群
落（斜面上部）

ダム両岸の山腹
斜面や尾根部に
分布する。

【鳥類】ヒヨドリ、シジュウカラ、
ヨタカ、センダイムシクイ、ヤマガ
ラ、カケス等
【両生類・爬虫類・哺乳類】ニホン
リス、アカネズミ、イノシシ等
【陸上昆虫類等】モンスズメバチ、
マヤサンオサムシ、コカブトムシ、
アサマキシタバ等

森林を好む鳥類、昆虫
類、両生類・爬虫類・哺
乳類の生息場・繁殖場。

斜面低木
林

ヌルデ－アカメガ
シワ群落、ムクノ
キ－エノキ群集、
ケヤキ群落

水位変動帯から
続くダム両岸の
急斜面に分布す
る。

【鳥類】アオジ、ウグイス等 【両
生類・爬虫類・哺乳類】カナヘビ、
テン等
【陸上昆虫類等】ヒメウラナミジャ
ノメ、セグロアシナガバチ等

草地的な環境、ヤブを好
む鳥類、昆虫類の生息
場・採食場。

沢筋 クヌギ群落、コナ
ラ群落、スギ・ヒ
ノキ植林

水辺に位置し、
湿度の高い沢
筋。

【鳥類】オオルリ、ミソサザイ等
【両生類・爬虫類・哺乳類】 タゴ
ガエル、ニホンヒキガエル、カスミ
サンショウウオ等
【陸上昆虫類等】ガロアムシ目の一
種等

沢筋に特有な鳥類、両生
類の生息場・採食場。

ハビタット

河道
内

ダム
湖周
辺・
流入
河川

渓流のため河岸
部は広くない
が、砂礫地に帯
状に分布してい
る。
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表 6-3-2-18 ハビタットの整理(水域) 

ハビタットの特徴
・主な植生

生息・生育基盤
とハビタットの

特徴
ハビタットを代表する生物

生物の主な利用
状況

早瀬 早い流速・礫から
なる河床。

平瀬 やや早い流速・礫
からなる河床。

淵 非常に緩やかな流
れ。淵は床固や頭
首工下流にみられ
る。 Ｍ・Ｓ型淵
が多い。

ダム直下でみら
れる。

【鳥類】カルガモ、カイツブ
リ、カワセミ等
【魚類】コイ、コウライモロ
コ、ホンモロコ、ナマズ等

魚類等の生息
場・休息場。

細流 水深の浅い細流。
本流の水際部

流水性の水生動
物の生息に適し
ている。

【底生動物】カワニナ、チリメ
ンカワニナ等
【陸上昆虫類等】グンバイトン
ボ等

底生動物、陸上
昆虫類等の生息
場。

水際の止
水域

水深の浅い小規模
な止水域。

河岸に沿って点
在する。

【底生動物】モノアラガイ、マ
シジミ等
【鳥類】イソシギ、クイナ等
【両生類・爬虫類・哺乳類】ニ
ホンイシガメ等
【陸上昆虫類等】ミズカマキ
リ、

底生動物、鳥
類、陸上昆虫類
等の生息場・休
息場。

広い開放水面が広
がっている。

ダム湖面には広
い開放水面が広
がっている。

【鳥類】カワウ、ミサゴ、オシ
ドリ、コガモ、ヒドリガモ等

主に水鳥の休息
場や採食場と
なっている。

ダム湖面

ハビタット

下流
河川

下流の流路の多
くを占める。

【鳥類】アオサギ、コサギ等
【魚類】アユ、オイカワ、トウ
ヨシノボリ、ウキゴリ等
【底生動物】ウルマーシマトビ
ケラ、コガタシマトビケラ等
【両生類】カジカガエル、ツチ
ガエル等

魚類や底生動物
等の生息場、水
辺を好む鳥類の
採餌場。
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出典) 河川水辺の国勢調査業務(ダム湖環境基図作成調査)報告書(平成 23 年 3 月) をもとに加筆 

図 6-3-2-20 下流河川のハビタット配置図 

【陸域の主なハビタット】 
●水際植物：鳥類の採食場・休息場、小動物の生息場。水際部

では魚類の産卵場・稚魚の成育場としても利用される。
●河畔林(低木群落)：鳥類の採食場・休息場、小動物の生息場。
●河畔地草地（高茎草本群落）：鳥類の採食場・休息場、ホオジ

ロ等の営巣場、小動物の生息場。草地環境を好む昆虫類
の生息場。

【水域の主なハビタット】 
●早瀬・平瀬：魚類や底生動物等の生息場、水辺を好

む鳥類の採餌場。 
●淵：魚類等の生息場・休息場。 
●細流：底生動物、陸上昆虫類等の生息場。 
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図 6-3-2-21 ダム湖周辺のハビタット配置図 

【水域の主なハビタット】 
●ダム湖面：主に水鳥の休息場や採食

場となっている。 

【陸域の主なハビタット】 
●水位変動帯（草地・低木）：草地環境等を好む昆虫類の生息場、鳥類の採食場。 
●草地等：草地的で開けた環境を好む鳥類、小動物の採食場、生息場。 
●斜面高木林：森林を好む鳥類、昆虫類、両生類・爬虫類・哺乳類の生息場・繁殖場。 
●斜面低木林：草地的な環境、ヤブを好む鳥類、昆虫類の生息場・採食場。 
●沢筋：沢筋に特有な鳥類、両生類の生息場・採食場。 
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 2)各環境区分のハビタットの変化 

各環境区分の「ダム建設前から存在するハビタット」「消滅したハビタット」「ダム建設後に新

たに形成されたハビタット」についてまとめたものを表 6-3-2-19 に示す。 

全体としてみると、減少したハビタットは存在するが、同様の環境のハビタットが存在するた

め、消滅したハビタットはない。ダムの建設に伴って新たに形成されたハビタットについては、

ダム湖、ダム湖の水位変動帯（草地、低木林）が挙げられる。 

 

表 6-3-2-19 各環境区分のハビタットの変化 

 下流河川 ダム湖周辺域 

ダム湖及び流入部 流入河川 

ダム建設前か

ら存在するハ

ビタット 

水

域 

土砂供給が遮断され、河

床構成材料の粗粒化」、

「付着藻類の質の低下」

等が生じていたが、下流

への土砂還元の効果によ

って、改善傾向にある。

－ 早瀬、平瀬、淵等を有する

渓流環境。 

陸

域 

至近 5箇年では、フラッ

シュ放流、下流への土砂

還元の効果によって、自

然裸地やネザサ群落が増

加傾向である。 

至近 5箇年では、ダム湖周

辺及び流入部の樹林植生

群落に大きな変化は見ら

れなかった。 

水際の植生。礫を中心とし

た河原環境。 

消滅したハビ

タット 

水

域 

特になし。 特になし。 特になし。 

陸

域 

特になし。 特になし。 特になし。 

ダム建設後に

新たに形成さ

れたハビタッ

ト 

水

域 

特になし。 ダムの運用・管理開始後で

は、湛水区域が出現した。

特になし。 

陸

域 

特になし。 ダムの運用・管理開始後で

は、水位変動帯（草地）、

人工裸地が出現した。 

ダム湖周辺に開けた公園

環境が整備された。 

特になし。 
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6-3-3. 重要種の変化の把握 

（1）ダムと関わりの深い重要種の把握 

一庫ダムの存在・供用に伴う環境条件の変化、一庫ダムの特性（立地条件、経過年数）及

び既往定期報告書等から、重要種について、ダムの運用・管理に伴い、影響を受けるおそれ

のある生物種の選定を行った。ダム管理・運用と関わりの深い重要種の選定方針を以下に示

す。 

 

＜選定方針＞ 

① 選定基準 

 「文化財保護法（昭和 25 年法律第 214 号）」、「絶滅のおそれのある野生生物の種の保存

に関する法律」（平成 4 年法律第 75 号）」等の法律に基づき指定されている動植物種

生息・生育の変化の状況 

 「環境省報道発表資料 第 4次レッドリスト（環境省 2012）」の掲載種 

 「大阪府における保護上重要な野生生物 -大阪府レッドデータブック-」の掲載種 

 「兵庫県版レッドリスト 2010（植物・植物群落）」の掲載種 

 「兵庫県版レッドリスト 2012（昆虫類）」の掲載種 

 「兵庫県版レッドリスト 2013（鳥類）」の掲載種 

 「兵庫県版レッドリスト 2014（貝類・その他無脊椎動物）」の掲載種 

 

② 一庫ダムの存在や管理・運用に伴う影響 

・ 河川域および陸域連続性の分断の影響を受ける可能性のある動植物種 

・ 生息・生育範囲の減少に伴い影響を受ける可能性のある動植物種 

・ ダム湖水位変動に伴い影響を受ける可能性のある動植物種 

・ ダム湖の水温・水質の変化に伴い影響を受ける可能性のある動植物種 

 

上記の選定方針を踏まえて一元化した重要種の具体的な抽出条件を、表 6-3-3-1 に示す。

当該ダムで確認された重要種に対して、表 6-3-3-1 に示すように、(1)法令等指定を満足す

ること、(2)「見方 1～3」のいずれかの場所で確認されたこと、(3)「見方 4～5」のどちらか

の調査年で確認されたこと、(4)当該種の主の生息場所がダム管理の場所であること、の四つ

の抽出条件を満足する種を選定した。この抽出条件をもとに選定した、ダム管理・運用と関

わりの深い重要種の選定結果を表 6-3-3-2～表 6-3-3-7 に示す。また、表 6-3-3-8 に選定数

の集計を示す。 

 

③ 一庫ダムの存在や管理・運用以外の影響により、生息・生育環境条件が変化した種は、

対象から除外する。 
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表 6-3-3-1 ダム管理・運用と関わりの深い重要種の具体的抽出条件 

生物区分 
指定ランク 

(重要種の指定ランク) 

確認場所 確認履歴 
生息環境 

(当該種の主な生息場所) 見方１ 見方２ 見方３ 見方４  見方５ 

魚類 情報不足(ＤＤ)以上 下流河川 
ダム湖かつ 

流入河川 
  直近の調査年 

前々回を含む 

二調査年以上 

河川と湖沼に生息する種 

放流による分布種は除く 

底生動物 
準絶滅危惧(ＮＴ) 

またはＣランク以上 
下流河川 

ダム湖 

(浅い湖底) 
  直近の調査年 

前々回を含む 

二調査年以上 
河川と湖沼に生息する種 

植物 
準絶滅危惧(ＮＴ) 

またはＣランク以上 
下流河川 ダム湖岸 周辺山林 直近の調査年 

前々回を含む 

二調査年以上 

河原、河岸、湖岸、山林（崩

壊地）に生育する種 

鳥類 情報不足(ＤＤ)以上 下流河川 
ダム湖上 

または湖岸 
周辺渓流 直近の調査年 

前々回を含む 

二調査年以上 

河川、湖上、湖岸、渓流に

生息する種 

両生類 

爬虫類 
情報不足(ＤＤ)以上 下流河川 周辺渓流 ダム湖岸 直近の調査年 

前々回を含む 

二調査年以上 

河川、渓流、湖岸に生息す

る種 

哺乳類 情報不足(ＤＤ)以上 下流河川 周辺山林 ダム湖岸 直近の調査年 
前々回を含む 

二調査年以上 

河川、里山や山林、湖岸に

生息する種 

陸上昆虫 

類等 

絶滅危惧Ⅱ類(ＶＵ) 

またはＢランク以上 
下流河川 周辺渓流 周辺山林 直近の調査年 

前々回を含む 

二調査年以上 

河川、渓流、湖岸、山林(崩

壊地・朽木環境)に生息す

る種 

注１） 選定種は、指定ランクを満足すること、「見方１～３」のいずれかの場所で確認されたこと、「見方４～５」のどちらかの調査年で確認された

こと、当該種の主な生息場所がダム管理の場所であること、の四つの抽出条件が必要であることとした。 

注２） 重要種の指定ランクは、各種群の確認種数、対象種の重要度を考慮して判断した。 
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表 6-3-3-2(1) ダム管理・運用と関わりの深い重要種の選定結果（魚類） 

第4
次ﾚｯ
ﾄﾞﾘｽﾄ

大阪
府
RL

兵庫
県

RDB
H7 H12 H17 H19 H24

指
定
ラ
ン
ク

確
認
場
所

確
認
履
歴

生
息
環
境

ニホンウナギ EN VU 下 下 入 下 成魚が生息するのは川の中流か
ら下流、河口、湖。海で産卵・
孵化を行い、淡水に遡ってくる
降河回遊魚。一庫ダム周辺に生
育するのは、放流に由来する個
体群と考えられる。

● ● ● × ×

ヌマムツ VU 下 川の中流から下流域などの、流
れの緩やかなところに多く見ら
れる。

● ● × ● ×

ムギツク VU 入 入 入 湖
入

湖
入

流れの緩やかな淵や淀みが多い
ところに生息し、岩盤などの隙
間に潜む。動物食に偏った雑食
性で、付着している水生昆虫を
巣のまま摂食する。

● ● ● ● ●

タモロコ NT 湖 川の中流から下流域、細流や湖
沼、ため池や水路などに生息し
ているが、川では川岸の流れの
緩やかな所で生活している。
水草のほか、水生昆虫や浮遊動
物、小型の底生動物などを食べ
る。

● × × ● ×

ホンモロコ CR 湖 湖 池沼や細流、灌漑用水などにも
生息している。中流域から下流
域にかけての澄んだ水域の中層
から底層を主な生活場所とす
る。水草や抽水植物などに産卵
する。主に動物プランクトンを
食べるが、水生昆虫なども食べ
る。一庫ダム周辺に生育するの
は、放流に由来する個体群と考
えられる。

● × ● × ×

コウライモロコ C 湖 湖
入

湖
入

湖
入
下

大きな河川の中下流域に生息
し、流れの緩やかな砂底、砂礫
底近くを好む。雑食性で、ミジ
ンコなどのプランクトンや底生
動物、巻貝や付着藻類など、何
でも食べる。一庫ダム周辺に生
育するのは、放流に由来する個
体群と考えられる。

● ● ● × ×

ドジョウ DD VU B 入 入 河川の中流域から下流域にかけ
て、用水路、水田、湿地などに
生息する。定着性が強く、広い
年周移動は行わない。細流の水
草などに産卵する。雑食性で、
泥の中にある有機物や小動物、
底生藻類や付着藻類などを食べ
る。

● × × ● ×

シマドジョウ NT 入 入 入 入 河川の上流から中流域の比較的
水がきれいな砂底や砂礫底に生
息している。付着藻類などの植
物質のほか、ユスリカなどの幼
虫やイトミミズといった底生の
動物も食べる。

● × × ● ×

スジシマドジョウ
中型種

VU CR+E
N

入
下

河川本流の、中流から下流域の
砂底に多い。細流に入り産卵す
る。砂の中の小動物、藻類など
も食べる。

● × × ● ×

選定
結果

指定ランク

種名 生態的特徴生態的特徴

確認場所・確認履歴 抽出条件
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表 6-3-3-2(2) ダム管理・運用と関わりの深い重要種の選定結果（魚類） 

第4
次ﾚｯ
ﾄﾞﾘｽﾄ

大阪
府
RL

兵庫
県

RDB
H7 H12 H17 H19 H24

指
定
ラ
ン
ク

確
認
場
所

確
認
履
歴

生
息
環
境

ギギ NT 湖
下

入 湖
入
下

湖
入
下

湖
入
下

湖沼や河川の中流部に生息す
る。昼間は石の下やヨシ場に潜
み、主に夜間に活動する。雑食
性であるが、主に水生昆虫、エ
ビ、小魚を補食している。

● ● ● ● ●

ナマズ NT 湖 湖
入
下

湖
下

湖
入
下

湖
入
下

流れの緩やかな河川の中流、下
流域、湖沼、水田、用水路など
に生息する。水草の繁茂する泥
底域に多い。動物食で、小魚や
甲殻類、水生の小動物を食べ
る。

● ● ● ● ●

アカザ VU VU B 入 水のきれいな河川の上流下流か
ら中流域にかけて生息する。昼
間は石のすきまなどに潜み、夜
間や増水時等に活動する。定住
性が強く、年周移動の範囲は狭
い。

● × × ● ×

アユ NT 湖
入

湖
入

湖
入
下

湖
入
下

湖
入
下

回遊魚。秋に川で産卵し、海に
くだり、春に川にのぼってく
る。岩に付着した藻類を食べ
る。一庫ダム周辺に生育するの
は、放流に由来する個体群がダ
ムにより陸封されたものと考え
られる。

● ● ● × ×

メダカ VU VU 要注
目

入 浅い池沼や水たまり、水田や水
路等の緩流域、止水域に生息す
る。産卵期は4月上旬から10月上
旬であり、藻や水草などに産卵
する。

● × × ● ×

シマヒレヨシノボ
リ

NT NT 湖
入
下

水の流れのほとんどない池沼や
緩やかな流れの用水路などに生
息する。

● ● × ● ×

トウヨシノボリ
（橙色型）

DD 湖
入
下

湖
入

淡水湖及びその流入河川に生息
している。また極端に勾配が緩
い河川にも生息する。成魚では
カゲロウやトビケラなどの水生
昆虫の幼虫を採食する。

● ● ● ● ●

トウヨシノボリ
（型不明）

DD 入 水の流れの緩やかな河川、用水
路、池沼などに生息する。 ● × × ● ×

ウキゴリ NT 要調
査

湖 湖
入
下

河川や汽水域から中流域までの
流れの緩やかな淵などに多い。
石等の下面に産卵する。動物食
で、水生昆虫、エビ、小魚を補
食している。

● ● ● ● ●

指定ランク
　①「環境省報道発表資料　第4次レッドリスト(環境省2013)」の掲載種
　②「大阪府レッドリスト2014」の掲載種
　③「改訂･兵庫の貴重な自然　-兵庫県版ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ2003-」の掲載種

抽出条件は以下のとおり

　指定ランク：情報不足(DD)以上

　確認場所：下流河川、または、ダム湖かつ流入河川

　確認履歴：最近の二調査年以上で確認されている、または、最近の調査年で確認されている

　生息環境：河川と湖沼に生息する種、放流による分布種は除く

種名

指定ランク 確認場所・確認履歴

生態的特徴

抽出条件

選定
結果
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表 6-3-3-3(1) ダム管理・運用と関わりの深い重要種の選定結果（底生動物） 

第4次ﾚｯ
ﾄﾞﾘｽﾄ

大阪府
RL

兵庫県
RDB

H5 H11 H16 H20 H25
指定
ラン
ク

確認
場所

確認
履歴

生息
環境

コシダカヒメモ
ノアラガイ

DD 下 入 水田、湿地、沼などの
止水域・半止水域に生
息する

× × × ● ×

モノアラガイ NT CR+EN 下 入
下

下 下 平野部の水田や池、水
たまりに生息する。 ● ● ● × ×

ナガオカモノア
ラガイ

NT 入 水辺のやや湿った陸域
の植物の間に生息す
る。

● × ● ● ×

マシジミ VU VU 入 入
下

入
下

淡水の河川の砂礫底に
生息する。 ● ● × ● ×

コウノマダラカ
ゲロウ

要注目 入 渓流上流部から中流部
にかけての緩流部に生
息する。

● × × ● ×

グンバイトンボ NT CR+EN B 不
明

丘陵地の湧き水にがあ
る緩やかな清流域に生
息する。

● × × ● ×

キイロサナエ NT NT B 入 入 入 湖 平地から丘陵の砂泥の
多い河川中流に生息す
る。やや汚れのある水
質でも生息する。

● ● ● ● ●

ホンサナエ VU A 入 平地や丘陵地や低山地
の清流に生息する。 ● × × ● ×

アオサナエ NT C 入 平地や丘陵地や低山地
の清流に生息する。 ● × × ● ×

タベサナエ NT NT 入 樹林に囲まれた池沼や
湿地、流れの緩い河川
や細流などに生息す
る。

● × × ● ×

コオイムシ NT NT 湖 幼虫は止水または流れ
の緩い小河川に生息
し、他の昆虫類等を捕
食する。

● ● × ● ×

ミズカマキリ NT 要注目 入 湖
下

止水に生息し、他の昆
虫類を補食する。 ● ● × ● ×

キボシケシゲン
ゴロウ

DD 不
明

低山地から山地の清流
に生息し、岸辺の岩陰
や緩やかな水域、本流
に流れこむ支流などか
ら発見される。

× × × ● ×

コオナガミズス
マシ

VU 入 止水面に生息し、小動
物を捕食する。 ● × × ● ×

ヘイケボタル NT 要注目 入 幼虫は止水または流れ
の緩い小河川に生息
し、貝類を捕食する。

● × × ● ×

指定ランク
　①「環境省報道発表資料　第4次レッドリスト(環境省2012)」の掲載種
　②「大阪府レッドリスト2014」の掲載種
　③「兵庫県版レッドリスト2014（貝類・その他無脊椎動物）」の掲載種

抽出条件は以下のとおり
　指定ランク：準絶滅危惧 (NT)またはCランク以上

　確認場所：下流河川、または、ダム湖（浅い湖底）

　確認履歴：最近の二調査年以上で確認されている、または、最近の調査年で確認されている

　生息環境：河原、河畔、湖畔に生息する種

選定
結果

抽出条件指定ランク 確認場所・確認履歴

種名 生態的特徴
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表 6-3-3-4(1) ダム管理・運用と関わりの深い重要種の選定結果（植物） 

第4
次

ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ

大
阪
府
RL

兵
庫
県

RDB

H5 H8 H13 H21

指
定
ラ
ン
ク

確
認
場
所

確
認
履
歴

生
息
環
境

バッコヤナギ NT 周 山地から丘陵地のやや開け
た明るい場所に生じる落葉
小高木または高木。

● ● × ● ×

センリョウ C 周 暖地の林内に生育する常緑
低木。 ● ● ● × ×

トモエソウ CR+
EN

周 山地の草原などに生息する
多年草。 ● ● × × ×

メノマンネングサ C 入 海岸から低山地の岩上、石
垣、屋根上に生育する多年
生草本。

● × × × ×

エドヒガン C 周 周
下

周
入
下

周
入

山地に生育する落葉高木で
あり、河川近傍など湿潤な
場所に好んで生育する。

● ● ● ● ●

ユキヤナギ VU 周 周
下

入
下

河岸の岩壁の割れ目や岩礫
地等、水位変動があるよう
な場所に生育する落葉低
木。

● ● ● ● ●

カワラケツメイ NT 周 日当たりのよい河原や道端
など乾き気味の所に生える
多年草。

● ● ● ● ●

フジキ VU 周 山中に生育する落葉高木。
群生することがなく、林
内、林縁に単木状で生え
る。

● ● × × ×

ミソナオシ NT B 周 低山地の林縁や道端に生え
る半低木。 ● ● × × ×

エイザンスミレ NT 周 周 山地に生育する無茎性多年
草。 ● ● ● × ×

コバノカモメヅル VU 周 山野に生えるつる性の多年
草。原野的な環境の湿地や
湿った草地い生育する。

● ● × ● ×

コカモメヅル C 周 周
入

周
入

低地～高山帯の砂礫地など
やや乾燥した原野的な環境
に生育し、遷移が進むと衰
退する。

● ● ● ● ●

マメダオシ CR EX Ex 周 日当たりの良い草地に生育
する半寄生植物。マメ科等
に半寄生する。

● ● × × ×

コムラサキ VU 下 入
下

湿地近くに生育する落葉低
木。高さは2m 程度になる。 ● ● ● ● ●

カワミドリ NT 不
明

不
明

周 周 山地の草原に生える多年
草。沢沿いなどの草地に生
育する。

● ● ● × ×

抽出条件
選
定
結
果

指定ランク 確認場所・確認履歴

種名 生態的特徴
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表 6-3-3-4(2) ダム管理・運用と関わりの深い重要種の選定結果（植物） 

第4
次

ﾚｯﾄﾞ
ﾘｽﾄ

大
阪
府
RL

兵
庫
県

RDB

H5 H8 H13 H21

指
定
ラ
ン
ク

確
認
場
所

確
認
履
歴

生
息
環
境

オオヒキヨモギ VU NT 周 日当たりの良い明るい草地
や崩壊地、崖地に生育する
一年草。

● ● ● ● ●

カワヂシャ NT NT C 入
下

河岸、溝の縁や田に生育す
る越年草。 ● ● ● ● ●

オミナエシ NT 周 不
明

日当たりの良い草地に生え
る多年草。 ● ● × × ×

ハバヤマボクチ CR+
EN

A 周 日当たりの良い山地に生え
る。 ● ● × × ×

トリゲモ VU DD 要
調
査

入 池沼やため池、水路などの
水中に生育する沈水植物。 ● × × ● ×

ヒメコヌカグサ NT CR+
EN

下 半日陰の湿地にややまれに
生育する、柔らかい鮮緑色
の多年生草本。

● ● ● ● ●

キシダマムシグサ C 周 山中の木陰に生える多年性
草本。 ● ● × × ×

ビロードスゲ NT B 入 入 河岸の水湿のある砂地に生
育する多年生草本。 ● × × ● ×

ヤガミスゲ NT A 周 河岸や平地の湿気のある草
原に生育する。 ● ● ● ● ●

ミコシガヤ NT B 下 平地や河川の縁等の草地に
生育する多年生草本。高さ
は30～60cm になる。

● ● ● ● ●

フサナキリスゲ NT 入
下

入
下

渓流の岩場や滝の近くに生
育する多年生草本。 ● ● ● ● ●

ムギラン NT CR+
EN

入 常緑樹林内の樹上や岩上に
着生する。 ● × × × ×

エビネ NT NT C 周 周 山野の林内に生える多年性
草本。 ● ● × × ×

指定ランク
　①「環境省報道発表資料　第4次レッドリスト（環境省2012）」の掲載種
　②「大阪府レッドリスト2014」の掲載種
　③「兵庫県版レッドリスト2010（植物・植物群落）」の掲載種

抽出条件は以下のとおり
　指定ランク：準絶滅危惧 (NT)またはCランク以上
　確認場所：下流河川、または、ダム湖岸
　確認履歴：最近の二調査年以上で確認されている、または、最近の調査年で確認されている
　生息環境：河原、河畔、湖畔に生息する種

種名

指定ランク 確認場所・確認履歴

生態的特徴

抽出条件
選
定
結
果
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表 6-3-3-5(1) ダム管理・運用と関わりの深い重要種の選定結果（鳥類） 

種の
保存
法

第4
次ﾚｯ
ﾄﾞﾘｽ

ﾄ

大阪
府
RL

兵庫
県

RDB
H5 H9 H14 H18

指
定ラ
ンク

確
認
場
所

確
認
履
歴

生
息
環
境

ヨシゴイ NT VU A 周 水田、河川、湖沼など
の水辺に飛来する。し
げみの中にいることが
多い。

● ● × ● ×

ササゴイ C 周 周 湖沼、河原、ヨシ原な
ど、低地や平地の水辺
に生息する。渡来数の
多少は営巣する水辺近
くの大木の有無に左右
されるとも言われる。
主に魚を採餌するが、
水生昆虫やカエルなど
も捕食する。

● ● ● ● ●

アマサギ VU 下 水田や草地に飛来す
る。他のサギ類よりも
乾燥した環境を好み、
水田でよく見られる。

● ● × ● ×

チュウサギ NT C 入 周
入
下

夏鳥として飛来する
が、暖地では越冬する
場合もある。水田に多
く、水生動物を補食す
る。

● ● × ● ×

オシドリ DD C 湖
周

湖
周

湖 湖 山地の湖沼や河川に生
息。周りを木で覆われ
た湖を好み、よく木に
とまる。木の実、水生
昆虫などを食べる。群
れでいることが多い。

● ● ● ● ●

ミサゴ NT A 周 周 周 内陸では大きな湖や川
で主に魚を採食し、繁
殖は岩棚、水辺に近い
大きな木の上に営巣す
る。

● ● ● ● ●

ハチクマ NT CR+E
N

A 周 周 夏鳥として渡来。低山
地や丘陵地の山林に生
息。ハチの幼虫や蛹を
好んで食べるがカエル
やヘビなども補食す
る。繁殖期は6月頃。

● ● ● × ×

オオタカ 国内
希少

NT NT B 周
入

入 下 亜高山帯から平地の林
に生息。鳥類を主食と
するがネズミやウサギ
なども食べる。繁殖期
は4～5月。

● ● ● × ×

ツミ VU B 周 平地から山地の林に生
息。主に小鳥を捕らえ
るが、昆虫や小形哺乳
類も食べる。

● ● × × ×

ハイタカ NT B 周 周 下 平地から山地の林・河
川敷・農耕地に生息。
鳥類を主にとり、ネズ
ミ類なども捕食する。

● ● ● × ×

選
定
結
果

抽出条件指定ランク 確認場所・確認履歴

種名 生態的特徴
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表 6-3-3-5(2) ダム管理・運用と関わりの深い重要種の選定結果（鳥類） 

種の
保存
法

第4
次ﾚｯ
ﾄﾞﾘｽ

ﾄ

大阪
府
RL

兵庫
県

RDB
H5 H9 H14 H18

指
定ラ
ンク

確
認
場
所

確
認
履
歴

生
息
環
境

ノスリ NT C 周 周 周 山地の林で繁殖する。
秋冬は暖地や低地にも
移動し、草地や農耕
地、水辺などの開けた
環境で小動物を捕食す
る。

● ● ● × ×

サシバ VU CR+E
N

B 周 入 夏鳥として飛来する。
おもにカエルやヘビを
食べる。

● ● × × ×

ハヤブサ 国内
希少

VU B 周 周 崖地に営巣し繁殖す
る。主に鳥を補食す
る。

● ● ● × ×

ヤマドリ 要注
目

周 山地の斜面のある林の
地上に生息する。 ● ● × × ×

クイナ NT C 下 冬鳥として水田、河
川、湖沼周辺の湿地に
飛来する。

● ● × × ×

コチドリ NT 要注
目

周 海岸や河川の中流域、
湖、池、沼、水田、畑
等に生息。渡りの時期
には、山地の開けた草
原に飛来することもあ
る。食性は動物食で、
昆虫類、ミミズ類など
の節足動物を食べる。

● ● × ● ×

イソシギ NT C 周
下

越冬地では河川の下流
などで過ごすが、繁殖
地では河川、湖沼の水
辺に生息する。河川な
どを歩いて水生昆虫を
採餌する。

● ● ● ● ●

ジュウイチ C 周 山地の樹林に飛来。コ
ルリ、オオルリなどに
托卵する。

● ● × × ×

ツツドリ NT C 周 周 平地から山地の森林内
に単独で生息するため
姿を見る機会は少ない
が、渡りの時期には都
市公園などにも姿を現
す。樹上の昆虫類を捕
食し、特にケムシを好
む。

● ● ● × ×

フクロウ NT 周 周 樹林内に生息する。夜
行性で、小動物を捕食
する。

● ● ● × ×

種名

指定ランク 確認場所・確認履歴

生態的特徴

抽出条件

選
定
結
果
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表 6-3-3-5(3) ダム管理・運用と関わりの深い重要種の選定結果（鳥類） 

種の
保存
法

第4
次ﾚｯ
ﾄﾞﾘｽ

ﾄ

大阪
府
RL

兵庫
県

RDB
H5 H9 H14 H18

指
定ラ
ンク

確
認
場
所

確
認
履
歴

生
息
環
境

ヨタカ NT VU B 周
入

草原や灌木の散在する
ような森林に生息す
る。採餌は夕方から夜
にかけて行い、主に
ガ、コガネムシ、カ、
トビケラなどの昆虫類
を捕獲する。

● ● × × ×

ヤマセミ NT B 周
入

周 山地の渓流や池の周囲
に生息するが、冬は平
地の河川や海岸にも
やってくる。単独また
は番いで生活する。食
性は動物食。採餌する
ときは水辺の石や枝の
上から水中に飛び込ん
で、魚類や水生昆虫を
捕食する。

● ● × ● ×

カワセミ B 湖
周

湖
周
入
下

湖
周
入
下

湖
周
入
下

河川や湖沼で主に川魚
を捕食する。土の崖の
斜面に穴を掘って繁殖
する。繁殖期以外は木
の枝などを塒とし、決
まった枝や石に止まっ
て長時間休む。

● ● ● ● ●

アオゲラ C 周
入

周 周 周 樹林内に生息し、主に
昆虫類を補食する。 ● ● ● × ×

アカゲラ B 周 樹林内に生息し、主に
昆虫類を補食する。 ● ● × × ×

ヒバリ NT 周 下 草原や河原、農耕地な
どに生息する。植物食
傾向の強い雑食。

● ● × × ×

コシアカツバ
メ

NT 周
入

周
入

下 周
入
下

夏鳥として飛来する。
崖や民家の軒下、橋桁
などに営巣する。

● ● ● × ×

サンショウク
イ

VU VU B 周 夏鳥として飛来する
が、少ない。丘陵や低
山の高い木のある広葉
樹林を好み、枝先に止
まって昆虫やクモなど
を捕食する。

● ● × × ×

カワガラス NT 周
入

山地の谷川に生息し、
水生昆虫を補食する。 ● ● × ● ×

カヤクグリ A 不
明

入 周 周 秋から冬に低山のやぶ
で見られる。雑食で、
灌木を縫うように移動
して小型の昆虫類や種
子などを食べる。

● ● ● × ×

ルリビタキ C 周 周 周
入

周
下

秋から冬に低地に飛来
する。雑食性で、昆虫
類、節足動物、果実な
どを食べる。暗い林の
下部を好む。

● ● ● × ×

種名

指定ランク 確認場所・確認履歴

生態的特徴

抽出条件

選
定
結
果
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表 6-3-3-5(4) ダム管理・運用と関わりの深い重要種の選定結果（鳥類） 

種の
保存
法

第4
次ﾚｯ
ﾄﾞﾘｽ

ﾄ

大阪
府
RL

兵庫
県

RDB
H5 H9 H14 H18

指
定ラ
ンク

確
認
場
所

確
認
履
歴

生
息
環
境

ノビタキ C 周 春と秋の渡りの時期に
通過する。主に昆虫類
を捕食する。

● ● ● × ×

トラツグミ NT 周 周 周 山地の林で繁殖する。
根雪のない地域で越冬
する。

● ● ● × ×

オオヨシキリ NT B 周 周 ヨシ原に飛来して繁殖
する。昆虫類やクモ、
陸産貝類、カエル類等
の小動物を捕食する。

● ● ● × ×

センダイムシ
クイ

NT 不
明

周 周 周
入

低山の林に飛来する。
林の上部を好む。主に
昆虫類を補食する。

● ● ● × ×

キビタキ C 周 周 周 周 山地の樹林に生息す
る。空中で主に昆虫類
を補食する。

● ● ● × ×

オオルリ 要注
目

周
入

周 周
入
下

周
入

森林性の鳥で、山地の
渓谷、湖沼などの水
域、或いは岩肌のむき
だした崖に見られる
が、樹種を選ばない。
空中を飛ぶ昆虫を捕ら
える。

● ● ● ● ●

コガラ C 周 周
入

山地の樹林に生息す
る。雑食で、昆虫類、
節足動物、果実等を食
べる。

● ● ● × ×

カシラダカ NT 不明 周
入

冬鳥として渡来する。
畑や雑木林に生息す
る。

● ● ● × ×

ミヤマホオジ
ロ

NT 周 周 周 冬鳥として飛来する。
開けた森林や林縁に生
息する。

● ● ● × ×

アオジ C 周 周 周
入
下

周
入
下

一庫ダム周辺では、秋
から冬に藪を中心とし
た林縁部や河原で見ら
れる。

● ● ● × ×

クロジ C 周 周 一庫ダム周辺では、秋
から冬に暗い林内の藪
で見られる。

● ● × × ×

指定ランク
　①「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（平成4年法律第75号）により指定された種
　②「環境省報道発表資料　第4次レッドリスト（環境省2012）」の掲載種
　③「大阪府レッドリスト2014」の掲載種
　④「兵庫県版レッドリスト2013（鳥類）」の掲載種

抽出条件は以下のとおり
　指定ランク：情報不足(DD)以上
　確認場所：下流河川、または、ダム湖上またはダム湖岸、周辺渓流
　確認履歴：最近の二調査年以上で確認されている、または、最近の調査年で確認されている
　生息環境：河川、湖上、湖岸、渓流に生息する種

種名

指定ランク 確認場所・確認履歴

生態的特徴

抽出条件

選
定
結
果
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表 6-3-3-6(1) ダム管理・運用と関わりの深い重要種の選定結果（両生類・爬虫類・哺乳類） 

第4次
ﾚｯﾄﾞﾘ

ｽﾄ

大阪
府
RL

兵庫
県

RDB
H5 H10 H15 H23

指
定ラ
ンク

確
認
場
所

確
認
履
歴

生
息
環
境

カスミサンショウ
ウオ

VU CR+EN B 周 周 夜行性で落ち葉の下や腐植土
の中に生息する。湿地、水
田、小さな池沼等の浅い止水
域に産卵する。

● ● ● × ×

アカハライモリ NT NT 要注
目

周
入
注)

周
入
注)

入 池、湿地などの水中の多い
が、山間の自然公園や林、道
の側溝などでも見られる。川
でも川岸のたまり水で見るこ
とがある。産卵場は池や穏や
かな流れのある小川などであ
る。

● × ● ● ×

ニホンヒキガエル VU C 周 周 周
入

海岸から高山まで広範囲に分
布する。やや開けた地表で採
食する。肉食性で、地表に生
息する昆虫(特にオサムシな
ど地表性の甲虫やアリ)、ミ
ミズ、クモなどを補食する。

● ● ● × ×

タゴガエル C 入 周 周 周 森林や高山、草原などで生息
している。幼生は産卵穴の内
部で水底の泥の中に留まる。
もっぱら林床にて地上性の昆
虫、クモ、陸貝などを食べ
る。

● ● ● ● ●

ヤマアカガエル VU C 周 平地から丘陵地の水田や湿
地、山間部の比較的高地まで
生息している。

● ● ● × ×

トノサマガエル NT NT 周
入

周
入

周
入
下

周
入

水田や浅い水たまりの周辺に
生息する。水田や河川敷の水
たまりなどの、浅い止水に産
卵する。

● ● ● × ×

ツチガエル NT C 入 周
入

周
入

周 水田や湿地、河川、山間部の
渓流などの水辺周辺に生息し
ている。

● ● ● × ×

シュレーゲルアオ
ガエル

NT C 周 周
入

周 森林から近い水田や湿地に生
息する。水田畔などの水辺の
土中に白い泡状の卵塊を産み
付ける。

● ● × × ×

モリアオガエル B 周
入

周 周 樹林内に生息し、池沼等の周
辺部の樹枝に白い泡状の卵塊
をつくる。

● ● ● × ×

カジカガエル C 周
入

周
入

周
入

主に山地のやや開けた平瀬の
続く渓流に生息し、普段は川
沿いの森や崖などに生息して
いる。渓流中に産卵する。小
昆虫類を補食する。

● ● ● ● ●

注）H5、10の周辺環境は谷地形ではない。

種名 生態的特徴

選
定
結
果

確認場所・確認履歴 抽出条件指定ランク
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表 6-3-3-6(2) ダム管理・運用と関わりの深い重要種の選定結果（両生類・爬虫類・哺乳類） 

第4次
ﾚｯﾄﾞﾘ

ｽﾄ

大阪
府
RL

兵庫
県

RDB
H5 H10 H15 H23

指
定ラ
ンク

確
認
場
所

確
認
履
歴

生
息
環
境

ニホンイシガメ NT NT 湖
周
入

湖
周
入

入
下

周
入

河川の上流から中流域、山間
や山際の湖沼や低湿地を主な
生息場所とする。雑食性でさ
まざまな植物質および動物質
を摂食する。河川敷の砂地や
荒れ地などの乾燥した土の露
出した場所で産卵する。

● ● ● ● ●

ニホンスッポン DD 要調
査

入 河川の中流域、大型の湖沼に
生息する。主に肉食性。 ● × × ● ×

ニホンヤモリ 要注
目

周
入

民家や寺院などの建物でよく
見かける。野外でみることは
まれ。

● ● ● × ×

タカチホヘビ NT C 周

注1)

入

周
注1)

周
注2)

周
注1)

地中性で、倒木の下や石の下
でみつかることが多く、夜間
は地表を這っているのが目撃
される。

● ● ● × ×

ジムグリ 要注
目

周
入

周 主に森林に生息し、耕作地
や、やや開けた環境に生息す
る。地中の穴によく潜る。

● ● × × ×

シロマダラ NT C 周
注1)

不
明

周
注1)

山地から平地の様々な環境に
生息する。夜行性で、トカゲ
や小型のヘビなど爬虫類を主
に補食する。

● ● ● × ×

ヒバカリ VU 要注
目

不
明

森林から平地まで幅の広い環
境に生息するが、特に水田や
湿地等に多い。カエル、ミミ
ズを食べるほか、水にもよく
入り小魚を補食する。

● × × ● ×

ヤマカガシ NT 周
入

周
入

周
入

周
入

山地から平地まで分布する。
平地は小川、湿地に多い。摂
食はほとんどがカエル類で、
魚類やトカゲ類を食べること
もある。

● ● ● ● ●

注1）ダム湖周辺の路上で確認された。

注2）ダム湖周辺の既存道路の林縁で確認された。

種名 生態的特徴

指定ランク 抽出条件確認場所・確認履歴
選
定
結
果
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表 6-3-3-6(3) ダム管理・運用と関わりの深い重要種の選定結果（両生類・爬虫類・哺乳類） 

第4次
ﾚｯﾄﾞﾘ

ｽﾄ

大阪
府
RL

兵庫
県

RDB
H5 H10 H15 H23

指
定ラ
ンク

確
認
場
所

確
認
履
歴

生
息
環
境

ヒナコウモリ科の
一種

要調
査

周 コウモリ目の中で も種の多
い分類群であり、その多くは
樹洞性であるが、アブラコウ
モリのみ家屋生息性である。

× ● ● × ×

コウモリ目の一種 要調
査

周 周 通常、樹洞、鍾乳洞や岩の割
れ目をねぐら及び繁殖場所と
する。

× ● × × ×

カヤネズミ NT 周
入

周 入 入 ススキ、オギ、ヨシなどの高
茎草本類上で生活する。イネ
科の種子やバッタのような昆
虫類を食べる。

● ● × ● ×

キツネ CR+EN 周
入

周
入

周
入

周
入
下

広い樹林地帯はほとんど利用
せず、林縁や森と草原が入り
組んだ環境に好んで生息する
が、河川域で活動することも
多い。日当たりのよい林や原
野に巣穴を掘る。

● ● ● ● ●

アナグマ NT C 周
入

山地帯下部から丘陵部の森
林、潅木林に生息する。巣穴
は斜面や大岩、木の根元を利
用して掘られる。

● ● ● ● ●

指定ランク
　①「環境省報道発表資料　第4次レッドリスト(環境省2012)」の掲載種
　②「大阪府レッドリスト2014」の掲載種
　③「改訂･兵庫の貴重な自然　-兵庫県版ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸ2003-」の掲載種

抽出条件は以下のとおり
＜両生類＞

　指定ランク：情報不足(DD)以上

　確認場所：下流河川、または、周辺渓流

　確認履歴：最近の二調査年以上で確認されている、または、最近の調査年で確認されている

　生息環境：河川、渓流や流水部に生息する種

＜哺乳類、爬虫類＞

　指定ランク：準絶滅危惧 (NT)またはCランク以上

　確認場所：下流河川、または、周辺渓流

　確認履歴：最近の二調査年以上で確認されている、または、最近の調査年で確認されている

　生息環境：河川、里山や山林に生息する種

種名

抽出条件指定ランク

選
定
結
果

生態的特徴

確認場所・確認履歴
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表 6-3-3-7(1) ダム管理・運用と関わりの深い重要種の選定結果（陸上昆虫類等） 

第4次
ﾚｯﾄﾞﾘ

ｽﾄ

大阪
府

RDB

兵庫
県

RDB
H6 H10 H15

指
定ラ
ンク

確
認
場
所

確
認
履
歴

生
息
環
境

ジグモ 要調
査

不
明

周
下

地下に穴を掘って巣をつ
くり、他の昆虫類等を捕
食する。

× ● ● × ×

コガネグモ NT 不
明

入
下

真夏に大きな網を張る。
草地に生息する。 × ● ● × ×

ゲホウグモ DD 要調
査

周 平地や山地の森林や人里
近くに生息する。 × ● ● × ×

シボグモモドキ C 周 山地に生息し、比較的寒
冷な場所で捕獲される。 × ● × × ×

オビカゲロウ NT 不
明

幼虫は渓流の源流付近に
棲み、晩春～夏季に羽化
する。

× × × ● ×

ホソミイトトン
ボ

NT 不
明

不
明

平地や丘陵地の挺水植物
が繁茂している湿地や滞
水・水田などに生息す
る。成虫で越冬する。

× × × ● ×

キイトトンボ NT 周 平地や丘陵地の挺水植物
がよく繁茂した池沼や湿
地に生息する。

× ● ● ● ×

グンバイトンボ NT CR+E
N

B 周 周
入
下

丘陵地の湧水に関わり合
いのある緩やかな清流に
生息しする。 ● ● ● ● ●

アオハダトンボ NT CR+E
N

A 不
明

平地や丘陵地の水生植物
が繁茂する清流に生息す
る。

● × × ● ×

カトリヤンマ NT C 不
明

不
明

丘陵地や低山地の挺水植
物が繁茂した木陰の多い
池沼、植物性沈砂物のあ
るたまり水、湿地、水田
及び畔間の緩流などに生
息する。

× × × ● ×

サラサヤンマ NT B 周 丘陵地や低山地のハンノ
キなどやヤナギ類などが
生育する湿地帯に生息
し、幼虫は落ち葉などに
覆われた湿った地面や浅
い滞水に住んでいる。

● ● ● × ×

ホンサナエ VU A 周 平地や丘陵地、低山地の
流れに生息する。 ● ● ● ● ●

アオサナエ NT C 周 平地や丘陵地の清流に生
息し幼虫は砂礫底に潜ん
で生育している。

× ● ● ● ×

選
定
結
果

抽出条件

種名

指定ランク 確認場所・確認履歴

生態的特徴

 



 

 

 

一庫ダム定期報告書 

6. 生物 

6-118 

表 6-3-3-7 (2) ダム管理・運用と関わりの深い重要種の選定結果（陸上昆虫類等） 

第4次
ﾚｯﾄﾞﾘ

ｽﾄ

大阪
府

RDB

兵庫
県

RDB
H6 H10 H15

指
定ラ
ンク

確
認
場
所

確
認
履
歴

生
息
環
境

タベサナエ NT NT 不
明

平地や丘陵地の流れの緩
やかな浅い小川に生息
し、しばしば灌漑用のた
め池にもみられる。幼虫
は挺水植物の根方や植物
沈積物のある水底で浅く
泥に潜って生活してい
る。

× × × ● ×

オグマサナエ NT VU 不
明

不
明

周
注)

平地や丘陵地の池沼や水
田、灌漑用の溝川などに
生息する。幼虫は植物沈
積物のたまった底泥の中
や沈積物の影などに潜り
込こんで長く伸びた腹端
のみを泥から突き出して
生活している。

● × × ● ×

タカネトンボ 要注
目

不
明

丘陵地から山地のにかこ
まれたやや薄暗い植物沈
積物の多い池沼に生育す
る。幼虫は厚く堆積した
落ち葉や枯れ枝の間に潜
り込んで生活する。

× × × ● ×

ヨツボシトンボ NT 要注
目

周 寒冷な冷え値の挺水植物
が繁茂する池沼や湿原、
湿地の水たまりなどに誠
意側し、幼虫は植物沈積
物の陰や柔らかい泥の中
に潜って生活している。

× ● ● ● ×

ナツアカネ NT 不
明

不
明

周
入
下

平地の池・沼や水田など
に広く生息する。

× ● ● ● ×

アキアカネ NT 要注
目

周 不
明

平地や丘陵地の挺水植物
の班もする池沼や水田、
溝などに生息する。成虫
は季節移動を行う。

× × × ● ×

ノシメトンボ NT 不
明

丘陵地や低山地の、水生
植物の多い池、水田など
に生息する。

× × × ● ×

ヒメカマキリ 要注
目

不
明

周 樹上性に生息し、他の昆
虫類等を捕食する。 × ● ● × ×

クツワムシ NT C 不
明

周 林縁や堤防などの草丈の
高い草むらや、里山から
山に続く林縁に生息す
る。

× ● ● × ×

注）H15の周辺環境はアカマツ群落であり、谷地形を含まない。

選
定
結
果

抽出条件

種名

指定ランク 確認場所・確認履歴

生態的特徴
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 表 6-3-3-7(3) ダム管理・運用と関わりの深い重要種の選定結果（陸上昆虫類等） 

第4次
ﾚｯﾄﾞﾘ

ｽﾄ

大阪
府

RDB

兵庫
県

RDB
H6 H10 H15

指
定ラ
ンク

確
認
場
所

確
認
履
歴

生
息
環
境

コバネササキリ 要注
目

周 山間の狭い水田や湿地の
イネ科草本間に生息す
る。

× ● × × ×

カヤキリ 要注
目

不
明

入 ススキやヨシなどの丈の
高いイネ科の草むらに生
息する。

× × × × ×

ヒゲシロスズ 要調
査

周 周 周
入

ススキやチガヤの茂った
深い草むらに生息する。 × ● ● × ×

ナキイナゴ VU 不
明

周 明るいススキなどの丈の
高い乾いた草地を好む。 ● ● ● ● ●

ガロアムシ目の
一種

DD 周 山地の岩石の下や朽木の
中などに生息する。 × ● ● ● ×

ヤスマツトビナ
ナフシ

要注
目

不
明

平地から山地のブナ科を
含む林に生息する。 × × × × ×

ハルゼミ NT 要注
目

不
明

平地から低山地のアカマ
ツ林に生息する。4月下
旬から6月上旬頃に成虫
の鳴き声が聞かれる。

× × × × ×

コオイムシ NT NT 周 水深の浅い開放的な止水
域に生息し、小型の水生
動物を捕食する。

× ● ● ● ×

タガメ VU VU B 入 池沼や緩流(水路)などに
生息する。捕食肉食性で
ヤゴ、小魚、カエルなど
の体液を吸う。卵塊は水
面上の茎などに産む。

● × × ● ×

ラクダムシ C 周 周 山地に生息する。幼虫
は、樹皮下などに生息
し、小昆虫を食べて育
つ。

× ● ● × ×

ホソバセセリ NT 周 周 雑木林の周辺や渓流沿い
に生息する。 × ● ● ● ×

ヒメキマダラセ
セリ

NT 不
明

周 低山地から高原・亜高山
帯まで広く分布し、林の
周辺や渓流沿い、草原な
どで見られる。

× ● ● ● ×

オオチャバネセ
セリ

NT 不
明

不
明

郊外の林縁部で見られ
る。 ● × × × ×

種名

指定ランク 確認場所・確認履歴

生態的特徴

抽出条件
選
定
結
果
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 表 6-3-3-7(4) ダム管理・運用と関わりの深い重要種の選定結果（陸上昆虫類等） 

第4次
ﾚｯﾄﾞﾘ

ｽﾄ

大阪
府

RDB

兵庫
県

RDB
H6 H10 H15

指
定ラ
ンク

確
認
場
所

確
認
履
歴

生
息
環
境

ヘリグロチャバ
ネセセリ

CR+E
N

C 周 食草はイネ科のヤマカモ
ジグサ。草地を中心に生
息する。生息地は限定さ
れる。

● ● ● ● ●

ウラゴマダラシ
ジミ

要注
目

周 渓流沿いの林縁に生息布
する。イボタ等を食草と
する。

× ● ● ● ×

ミドリシジミ NT 要注
目

周 湿地に生息する。ハンノ
キ、ヤマハノキを食樹と
する。

× ● ● × ×

ゴイシシジミ 要注
目

周 薄暗い樹林内に生息す
る。幼虫は、ササコナフ
キツノアブラムシを食べ
る肉食性。

× ● ● ● ×

ウラキンシジミ VU 要注
目

周
下

樹林周辺に生息する。湿
地に生息する。トネリ
コ、シオジを食樹とす
る。

● ● ● ● ●

スジボソヤマキ
チョウ

CR+E
N

要注
目

不
明

山地の渓流沿いや林縁に
生息する。クロウメモ
ド、クロツバラを食樹と
する。低山地から高地帯
に分布する。

● × × × ×

エゾスジグロシ
ロチョウ本州以
南亜種

NT 要注
目

不
明

周
入
下

食草のハタザオ類の多い
乾燥した雑木林の周辺な
どに生息する。耕作地や
都市周辺の荒れ地などの
ような人工的環境にはほ
とんど見られない。

× ● ● ● ×

スギタニマドガ NT C 周 暖帯林に生息する。幼虫
の食草など生態の詳細は
不明。

× ● ● × ×

オナガミズアオ NT NT 周 周 平地から山地の、ハンノ
キやヤシャブシなどハン
ノキ属の植物の生育する
湿地や河畔林に生息す
る。

× ● ● ● ×

ゴマフオオホソ
バ

C 周 周 暖温帯落葉二次林に生息
する。分布は局地的で、
詳しい生態は不明。

× ● ● × ×

コシロシタバ NT C 周 周 本種はクヌギを食樹とす
る。暖温帯の落葉広葉樹
二次林に生息する。

× ● ● × ×

種名

指定ランク 確認場所・確認履歴

生態的特徴

抽出条件
選
定
結
果
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表 6-3-3-7(5) ダム管理・運用と関わりの深い重要種の選定結果（陸上昆虫類等） 

第4次
ﾚｯﾄﾞﾘ

ｽﾄ

大阪
府

RDB

兵庫
県

RDB
H6 H10 H15

指
定ラ
ンク

確
認
場
所

確
認
履
歴

生
息
環
境

アミメキシタバ C 周 現状では日本特産種とさ
れ、産地はやや局地的で
ある。カシ上部を生息域
とする。

× ● × × ×

シロシタバ NT 不
明

周 樹林帯に生息する。都市
近郊の雑木林でも見られ
る。幼虫はサクラ類など
の葉を食べる。

× ● × × ×

アサマキシタバ NT 要注
目

周
下

幼虫はミズナラ、コナ
ラ、アラカシといったブ
ナ科の樹木を食草とす
る。樹林に生息する。

× ● ● × ×

クロモクメヨト
ウ

VU 周 樹林地に生息する。個体
数は少ない。 ● ● × × ×

ウスズミケンモ
ン

NT 周 樹林地に生息する。幼虫
はコナラを食草とする。 × ● × × ×

アオバセダカヨ
トウ

NT 周 樹林地に生息する。成虫
は年1化と推定される。 × ● × × ×

ヨツモンカタキ
バゴミムシ

NT 周 周 河川や池沼周辺の湿性草
地に生息する。 × ● × ● ×

コキベリアオゴ
ミムシ

VU 周 河原の草地帯や水田周辺
といった湿った環境に生
息する。

● ● × ● ×

イグチケブカゴ
ミムシ

NT NT 周 低地の湿地や草地に生息
する。巨椋池がタイプ産
地である。かつては淀川
流域の河川敷に多産し
た。

× ● × ● ×

シマゲンゴロウ NT NT 周 水田、休耕田、溜め池、
沼地などの止水域に生息
する。水草に産卵する。

× ● × ● ×

ケシゲンゴロウ NT NT 周 池沼、水田、湿地などの
止水域に生息する。 × ● × ● ×

ミズスマシ VU VU C 不
明

止水面に生息し、小動物
を捕食する ● × × ● ×

マダラコガシラ
ミズムシ

VU VU C 入 水草の茂った自然度の高
い池に生息する。 ● × × ● ×

シジミガムシ EN DD 要調
査

入 比較的水深のある池沼な
ど止水域に生息する。 ● × × ● ×

ドウガネブイブ
イ

NT 周 周 入 平地から低山地の広葉樹
林帯に生息する。 × ● ● × ×

キョウトアオハ
ナムグリ

要注
目

下 幼虫はもろくなった朽木
や腐植土中にすむ。成虫
は樹液に集まる。

× ● ● ● ×

抽出条件
選
定
結
果

種名

指定ランク 確認場所・確認履歴

生態的特徴
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表 6-3-3-7(6) ダム管理・運用と関わりの深い重要種の選定結果（陸上昆虫類等） 

第4次
ﾚｯﾄﾞﾘ

ｽﾄ

大阪
府

RDB

兵庫
県

RDB
H6 H10 H15

指
定ラ
ンク

確
認
場
所

確
認
履
歴

生
息
環
境

コガタノサビコ
メツキ

NT 周 樹林帯に生息する。
× ● ● × ×

ヘイケボタル NT 要注
目

不
明

幼虫は止水または流れの
緩い小河川に生息し、タ
ニシを捕食する。

× × × ● ×

シロジュウシホ
シテントウ

NT 不
明

アブラムシ類やキジラミ
類などを食べる。 × × × × ×

ムネモンヤツボ
シカミキリ

NT 周 成虫はサルナシやツルア
ジサイの生葉を葉脈部か
ら後食する。

× ● ● × ×

ヨツボシカミキ
リ

EN VU 不
明

平地から低山地にかけて
の広葉樹林に生息する。 ● × × × ×

ケブカツヤオオ
アリ

DD 周 山麓・河岸・湿地帯等の
枯れ木を営巣場所とす
る。

× ● ● ● ×

トゲアリ VU 不
明

不
明

周 立木のうろの中，特に根
ぎわ付近の空洞によく営
巣する。

● ● ● ● ●

モンスズメバチ DD 周 周 周
下

山地に生息する。セミを
好んで捕まえる。 × ● ● × ×

指定ランク
　①「環境省報道発表資料　第4次レッドリスト(環境省2012)」の掲載種
　②「大阪府レッドリスト2014」の掲載種
　③「兵庫県版レッドリスト2012（昆虫類）」の掲載種

抽出条件は以下のとおり
　絶滅危惧II類 (VU)またはBランク以上
　確認場所：下流河川、周辺渓流、周辺山林　のいずれか
　確認履歴：最近の二調査年以上で確認されている、または、最近の調査年で確認されている
　生息環境：河川、渓流、山林(崩壊地)に生息する種

種名

指定ランク 確認場所・確認履歴

生態的特徴

抽出条件
選
定
結
果
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表 6-3-3-8 ダム管理・運用と関わりの深い重要種の選定数 

項目 種名 ダム管理・運用と関わりのある確認場所 種数

ムギツク ダム湖かつ流入河川

ギギ 下流河川、ダム湖かつ流入河川

ナマズ 下流河川、ダム湖かつ流入河川

トウヨシノボリ（橙色型） ダム湖かつ流入河川

ウキゴリ ダム湖かつ流入河川

底生動物 キイロサナエ ダム湖（浅い湖底） 1種

エドヒガン ダム湖岸、下流河川

ユキヤナギ ダム湖岸、下流河川

カワラケツメイ ダム湖岸

コカモメヅル ダム湖岸

コムラサキ 下流河川

オオヒキヨモギ ダム湖岸

カワヂシャ 下流河川

ヒメコヌカグサ 下流河川

ヤガミスゲ ダム湖岸

ミコシガヤ 下流河川

フサナキリスゲ 下流河川

ササゴイ ダム湖上または湖岸

オシドリ ダム湖上または湖岸

ミサゴ ダム湖上または湖岸

イソシギ ダム湖上または湖岸

カワセミ ダム湖上または湖岸、下流河川

オオルリ 周辺渓流

タゴガエル 周辺渓流

カジカガエル 周辺渓流

ニホンイシガメ 周辺渓流

ヤマカガシ 周辺渓流

キツネ 周辺山林

アナグマ 周辺山林

グンバイトンボ 下流河川

ホンサナエ 周辺渓流

ナキイナゴ 周辺山林

ヘリグロチャバネセセリ 周辺山林

ウラキンシジミ 下流河川

トゲアリ 周辺山林

哺乳類

5種

11種

6種

2種

2種

魚類

植物

鳥類

両生類

爬虫類 2種

陸上昆虫類等 6種
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（2）環境保全対策実施の必要性や方向性の検討 

ダム管理・運用と関わりの深い重要種の確認状況や生態特性から、ダムの管理・運用

と関連した保全対策の必要性や方向性の検討を行った。 

 

 1)魚類 

 

表 6-3-3-9 重要種の確認状況の経年変化（魚類） 

環境省
RL

大阪府
RDB

兵庫県
RDB

H7 H12 H17 H19 H24 H7 H12 H17 H19 H24 H7 H12 H17 H19 H24

1 ムギツク VU 3 2 2 30 15 12 3

2 ギギ NT 2 5 25 6 11 1 4 14 2 2 2 1

3 ナマズ NT 2 3 5 1 2 2 1 3 3 2 1 4

4 ウキゴリ NT 要調査 11 33 1 1

5
トウヨシノボリ
（橙色型）

DD 7 78 33 6 29

下流河川

№ 和名

指定区分 ダム湖内 流入河川

 
 

 

表 6-3-3-10 環境保全対策の必要性や方向性の検討（ムギツク） 

種名 ダムによる影響の検証 

ムギツク 

特性 

流れの緩やかな淵や淀みに多く生息し、岩盤などの隙間に

潜む。動植物に偏った雑食性で、付着している水生昆虫を

巣のまま摂食する。 

影響要因 
ダム湖の存在により、流入河川に生息する本種の生態が変

化する可能性がある。 

確認状況 
経年的に生息している。流入河川で確認されていたが、平

成 19 年度以降はダム湖内でも確認されている。 

生息環境や他生物

の関連性 

流れが緩やかで、底生動物が豊かな河川河床やダム湖浅域

の湖底の環境を代表している。 

分析結果 

平成 19 年度以降、個体数は少ないが、ダム湖内で確認され

るようになっている。ダム湖内における近年の水質改善対

策を反映している可能性があると考えられる。 

課題 特になし。 

保全対策の必要性 今後もダム湖内の水質改善を継続する。 
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表 6-3-3-11 環境保全対策の必要性や方向性の検討（ギギ） 

種名 ダムによる影響の検証 

ギギ 

特性 

湖沼や河川の中流部に生息する。昼間は石の下やヨシ場に

潜み、主に夜間に活動する。雑食性であるが、主に水生昆

虫、エビ、小魚を捕食している。 

影響要因 
下流河川やダム湖の環境改善によって、本種の生息環境が

変化する可能性がある。 

確認状況 

経年的に確認されている。確認のほとんどは流入河川およ

びダム湖内の調査地点であるが、下流河川でも少数個体が

確認されている。 

生息環境や他生物

の関連性 

流れが緩やかで、底生動物が豊かな河川河床やダム湖浅域

の湖底の環境を代表している。 

分析結果 

経年的に広く確認されており、大きな変化はないと考えら

れる。下流河川やダム湖浅域の湖底は、底生動物が豊かな

場所が保持されている可能性があると考えられる。 

課題 特になし。 

保全対策の必要性 今後も下流河川の環境改善を継続する。 

 

 

表 6-3-3-12 環境保全対策の必要性や方向性の検討（ナマズ） 

種名 ダムによる影響の検証 

ナマズ 

特性 
流れの緩やかな河川の中流、下流域、湖沼などに生息する。

水草の繁茂する泥底域に多い。 

影響要因 
下流河川の環境改善によって、本種の生息環境が変化する

可能性がある。 

確認状況 
経年的に確認されている。流入河川、ダム湖内、下流河川

において、個体数は多くないが、広く確認されている。 

生息環境や他生物

の関連性 

流れが緩やかで、底生動物が豊かな河川河床やダム湖浅域

の湖底の環境を代表している。 

分析結果 

経年的に広く確認されており、大きな変化はないと考えら

れる。下流河川やダム湖浅域の湖底は、底生動物が豊かな

場所が保持されている可能性があると考えられる。 

課題 特になし。 

保全対策の必要性 今後も下流河川の環境改善を継続する。 
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表 6-3-3-13 環境保全対策の必要性や方向性の検討（トウヨシノボリ 橙色型） 

種名 ダムによる影響の検証 

トウヨシノ

ボリ（橙色

型） 

特性 

淡水湖及びその流入河川に生息している。また極端に勾配

が緩い河川にも生息する。成魚ではカゲロウやトビケラな

どの水生昆虫の幼虫を採食する。 

影響要因 
下流河川およびダム湖の環境改善によって、本種の生息環

境が変化する可能性がある。 

確認状況 

平成 19 年度以降、経年的に確認されている。ダム湖、流入

河川で確認されており、平成 19 年度には下流河川でも確認

された。ただし、平成 24 年度では確認されていない。 

生息環境や他生物

の関連性 

流れが緩やかで、底生動物が豊かな河川河床やダム湖浅域

の湖底の環境を代表している。 

分析結果 

確認数は年による変動が大きいが、生息環境に大きな変化

はないと考えられる。下流河川やダム湖浅域の湖底は底生

動物が豊かな場所が保持されている可能性があると考えら

れる。 

課題 特になし。 

保全対策の必要性 今後も下流河川およびダム湖の環境改善を継続する。 

 

 

表 6-3-3-14 環境保全対策の必要性や方向性の検討（ウキゴリ） 

種名 ダムによる影響の検証 

ウキゴリ 

特性 

河川や汽水域から中流域までの流れの緩やかな淵などに多

い。河床礫の下面に産卵する。動物食で、水生昆虫、エビ、

小魚を捕食している。 

影響要因 
下流河川およびダム湖の環境改善によって、本種の生息環

境が変化する可能性がある。 

確認状況 

経年的に確認されている。ダム湖内の調査地点で主に確認

されているが、平成 24 年度には、下流河川および流入河川

で生息が確認された。 

生息環境や他生物

の関連性 

流れが緩やかで、底生動物が豊かな河川河床やダム湖浅域

の湖底の環境を代表している。 

分析結果 

ダム湖内では平成 19 年以降確認されており、ダム湖におけ

る近年の水質改善対策を反映している可能性があると考え

られる。また下流河川では平成 24 年度に初めて確認され、

下流河川環境改善対策を反映している可能性がある。 

課題 特になし。 

保全対策の必要性 今後も下流河川およびダム湖の環境改善を継続する。 
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資料：河川水辺の国勢調査 

図 6-3-3-1 重要種の確認状況の経年変化（魚類）
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 2)底生動物 

 

 

表 6-3-3-15 重要種の確認状況の経年変化（底生動物） 

環境省
RL

大阪府
RDB

兵庫県
RDB

H5 H11 H16 H20 H25 H5 H11 H16 H20 H25 H5 H11 H16 H20 H25

1 キイロサナエ NT NT B 1 4 1 2

下流河川指定区分

和名№

ダム湖周辺 流入河川

 
 

 

表 6-3-3-16 環境保全対策の必要性や方向性の検討（キイロサナエ） 

種名 ダムによる影響の検証 

キイロサナ

エ 

特性 
平地から丘陵の砂泥の多い河川中流に生息する。やや汚

れのある水質でも生息する。 

影響要因 
平成 25 年度には湖岸部で確認されていることから、ダ

ム湖の水質変化を反映している。 

確認状況 
流入河川でほぼ経年的に確認されていたが、平成 25 年

度にはダム湖周辺で確認された。 

生息環境や他 

生物の関連性 

生息水域がやや汚れのある水質であることを示してい

る。 

分析結果 

平成 25 年度にはダム湖湖岸部で確認されており、ダム

湖水質がやや回復した可能性があると考えられる。今後

の分布拡大が期待される。 

課題 特になし。 

保全対策の必要性 今後もダム湖の環境改善を継続する。 
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資料：河川水辺の国勢調査 

図 6-3-3-2 重要種の確認状況の経年変化（底生動物） 
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 3)植物 

 

 

表 6-3-3-17 重要種の確認状況の経年変化（植物） 

ダム湖
周辺

流入
河川

下流
河川

環境省
RL

大阪府
RDB

兵庫県
RDB

H5 H8 H13 H21 H21 H21

1 エドヒガン Ｃ ○ ○ ○ ○ ○

2 ユキヤナギ VU ○ ○ ○ ○

3 カワラケツメイ NT ○

4 コカモメヅル Ｃ ○ ○ ○ ○

5 コムラサキ VU ○ ○ ○

6 オオヒキヨモギ VU NT ○

7 カワヂシャ NT NT Ｃ ○ ○

8 ヒメコヌカグサ NT CR+EN ○

9 ヤガミスゲ NT Ａ ○

10 ミコシガヤ NT Ｂ ○

11 フサナキリスゲ NT ○ ○ ○

№ 和名

指定区分 全体

 
 

 

表 6-3-3-18 環境保全対策の必要性や方向性の検討（エドヒガン） 

種名 ダムによる影響の検証 

エドヒガン 

特性 
山地に生育する落葉高木であり、河川近傍など湿潤な場所

に好んで生育する。 

影響要因 
水位変動域に生育することから、ダム運用・管理によって

生育環境が変化する可能性がある。 

確認状況 

平成 5年度から継続して確認され、大きな変化はない。 

（図 6-3-3-3 では近年の確認地点が少ないが、調査の精度

によるもので、本種の分布が減少しているのではない） 

生息環境や他生物

の関連性 

湿潤な林内や林縁部の環境を代表している。 

水位変動域やエコトーンは、イタチハギやアレチウリなど

外来種が繁殖しやすい環境である。 

分析結果 
ダム湖周辺で安定して確認されており、水位変動域上部の

エコトーンを構成する樹種となっている可能性が高い。 

課題 特になし。 

保全対策の必要性 特に保全対策は必要ないと考えられる。 
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資料：河川水辺の国勢調査 

図 6-3-3-3 重要種の確認状況の経年変化（植物：エドヒガン）
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表 6-3-3-19 環境保全対策の必要性や方向性の検討（ユキヤナギ） 

種名 ダムによる影響の検証 

ユキヤナギ 

特性 
河岸の岩壁の割れ目や岩礫地等、水位変動があるような場

所に生育する落葉低木。 

影響要因 
水位変動域および下流河川に生育することから、ダム運

用・管理によって生育環境が変化する可能性がある。 

確認状況 
平成 8年から継続して確認されている。大きな変化は見ら

れないと考えられる。 

生息環境や他生物

の関連性 

河岸部の環境を代表している。 

水位変動域やエコトーンは、イタチハギやアレチウリなど

外来種が繁殖しやすい環境である。 

分析結果 
主にダム湖周辺で安定して確認されており、水位変動域で

安定的に生育していると考えられる。 

課題 特になし。 

保全対策の必要性 特に保全対策は必要ないと考えられる。 

 

表 6-3-3-20 環境保全対策の必要性や方向性の検討（カワラケツメイ） 

種名 ダムによる影響の検証 

カワラケツ

メイ 

特性 
日当たりのよい河原や道端など乾き気味の所に生える多年

草。 

影響要因 
河原などに代表される攪乱環境に生育するため、ダム運

用・管理によって生育環境が変化する可能性がある。 

確認状況 平成 21 年度のみ確認されている。 

生息環境や他生物

の関連性 

水位変動という攪乱を受ける湖岸環境に生育している。 

水位変動域やエコトーンは、イタチハギやアレチウリなど

外来種が繁殖しやすい環境である。 

分析結果 
初めて平成 21 年度にダム湖周辺で確認されたが、今後の動

向に注目する。 

課題 特になし。 

保全対策の必要性 特に保全対策は必要ないと考えられる。 

 

表 6-3-3-21 環境保全対策の必要性や方向性の検討（コカモメヅル） 

種名 ダムによる影響の検証 

コカモメヅ

ル 

特性 
低地～高山帯の砂礫地などやや乾燥ぎみの原野的な草地環

境に生育し、遷移が進むと衰退する。 

影響要因 

ダム運用・管理との関連性については水位変動域から続く

エコトーンである林縁部の草地環境についても重要な要素

であると考えられる。 

確認状況 
平成 8年から継続して確認されている。大きな変化は見ら

れないと考えられる。 

生息環境や他生物

の関連性 

水位変動という攪乱を受ける湖岸環境に生育している。 

水位変動域やエコトーンは、イタチハギやアレチウリなど

外来種が繁殖しやすい環境である。 

分析結果 
現時点ではダム湖周辺で安定して確認されており、水位変

動域で安定的に生育していると考えられる。 

課題 特になし。 

保全対策の必要性 特に保全対策は必要ないと考えられる。 
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表 6-3-3-22 環境保全対策の必要性や方向性の検討（コムラサキ） 

種名 ダムによる影響の検証 

コムラサキ 

特性 
湿地近くに生育する落葉低木。高さは 2m 程度 

になる。 

影響要因 

出水による攪乱による湿地に生育しており、下流河川でも

確認されていることから、ダム運用・管理との関連性があ

ると考えられる。 

確認状況 
平成 13 以前の生育状況は不明であるが、平成 13 年度以降

経年的に確認されている。 

生息環境や他生物

の関連性 

湿的な低木樹林環境を代表している。 

下流河川の河床は、外来種草本が繁殖しやすい環境である。

分析結果 
下流河川の河床が樹林化に向かっている可能性があるた

め、今後の動向に注目する。 

課題 特になし。 

保全対策の必要性 特に保全対策は必要ないと考えられる。 

 

表 6-3-3-23 環境保全対策の必要性や方向性の検討（オオヒキヨモギ） 

種名 ダムによる影響の検証 

オオヒキヨ

モギ 

特性 
日当たりの良い明るい草地や崩壊地、崖地に生育する一年

草。 

影響要因 

攪乱環境にある日当たりのよい水位変動域でも確認されて

いることから、ダム運用・管理との関連性があると考えら

れる。 

確認状況 

平成 21 年度調査で初めて確認された。ダム湖周辺の水位変

動域の岩壁や、斜面中部の日当たりのよい草地環境に生育

が確認された。 

生息環境や他生物

の関連性 

攪乱環境である在来の草地植生を代表している。水位変動

域を中心に、本種の生育しやすい環境が広がっている。 

分析結果 
初めて平成 21 年度に水位変動域で確認されたが、今後の動

向に注目する。 

課題 特になし。 

保全対策の必要性 特に保全対策は必要ないと考えられる。 

 

表 6-3-3-24 環境保全対策の必要性や方向性の検討（カワヂシャ） 

種名 ダムによる影響の検証 

カワヂシャ 

特性 河岸、溝の縁や田に生育する越年草。 

影響要因 

水深の浅い水辺で確認されており、下流河川でも確認され

ていることから、ダム運用・管理との関連性があると考え

られる。 

確認状況 
下流河川の緩やかで水深が浅い水辺で生育が確認された。

また流入河川でも確認された。 

生息環境や他生物

の関連性 

浅い水域を伴った水辺環境を代表している。 

下流河川の河床は、外来種草本が繁殖しやすい環境である。

分析結果 
初めて平成 21 年度に下流河川にて確認されたが、今後の動

向に注目する。 

課題 特になし。 

保全対策の必要性 特に保全対策は必要ないと考えられる。 
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表 6-3-3-25 環境保全対策の必要性や方向性の検討（ヒメコヌカグサ） 

種名 ダムによる影響の検証 

ヒメコヌカ

グサ 

特性 
半日陰の湿地にややまれに生育する、柔らかい鮮緑色の多

年生草本。 

影響要因 
林縁部の水辺に生育することから、ダム運用・管理との関

連性があると考えられる。 

確認状況 
平成 21 年度のみの確認。下流河川左岸の河岸林縁部で生育

が確認された。 

生息環境や他生物

の関連性 

河岸林縁部の水辺環境を代表している。 

下流河川の河床は、外来種草本が繁殖しやすい環境である。

分析結果 
初めて平成 21 年度に下流河川にて確認されたが、今後の動

向に注目する。 

課題 特になし。 

保全対策の必要性 特に保全対策は必要ないと考えられる。 

 

表 6-3-3-26 環境保全対策の必要性や方向性の検討（ヤガミスゲ） 

種名 ダムによる影響の検証 

ヤガミスゲ 

特性 
河岸や平地の湿気のある草原に生育する大型の多年生草

本。 

影響要因 
河原の水辺に生育することから、ダム運用・管理との関連

性があると考えられる。 

確認状況 
平成 21 年度のみの確認。流入部右岸側の河岸樹林林縁部で

生育が確認された。 

生息環境や他生物

の関連性 
河岸の水辺の水辺環境を代表している。 

分析結果 
初めて平成 21 年度にダム湖岸にて確認されたが、今後の動

向に注目する。 

課題 特になし。 

保全対策の必要性 特に保全対策は必要ないと考えられる。 

 

表 6-3-3-27 環境保全対策の必要性や方向性の検討（ミコシガヤ） 

種名 ダムによる影響の検証 

ミコシガヤ 

特性 平地や河川の縁等の草地に生育する多年生草本。 

影響要因 

本種は川岸、林縁部などの湿った草地の消長に影響を受け

る種であり、ダム運用・管理との関連性があると考えられ

る。 

確認状況 
下流河川右岸側の日当たりのよい草地環境で生育が確認さ

れた。 

生息環境や他生物

の関連性 

湿った草地環境を代表している。 

下流河川の河床は、外来種草本が繁殖しやすい環境である。

分析結果 
初めて平成 21 年度に下流河川にて確認されたが、今後の動

向に注目する。 

課題 特になし。 

保全対策の必要性 特に保全対策は必要ないと考えられる。 
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表 6-3-3-28 環境保全対策の必要性や方向性の検討（フサナキリスゲ） 

種名 ダムによる影響の検証 

フサナキリ

スゲ 

特性 
渓流の岩場や滝の近くに生育する多年生草本。果実は 8

～10 月に熟す。 

影響要因 

本来、水のかかるような岩上が生育場所であるが、下流

河川やダム湖流入部などの水位増減のある場所で確認

されている。ダム運用・管理との関連性があると考えら

れる。 

確認状況 
ダム湖流入部および下流河川において、平成 13 年度、

平成 21 年度と継続して確認されている。 

生息環境や他生物

の関連性 

水際部の環境を代表している。 

下流河川の河床は、外来種草本が繁殖しやすい環境であ

る。 

分析結果 
下流河川において、近年は継続的に生育していると考え

られる。 

課題 特になし。 

保全対策の必要性 特に保全対策は必要ないと考えられる。 
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資料：河川水辺の国勢調査 

図 6-3-3-4 重要種の確認状況の経年変化（植物：エドヒガン以外の種） 
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 4)鳥類 

 

表 6-3-3-29 重要種の確認状況の経年変化（鳥類） 

環境省
RL

大阪府
RDB

兵庫県
RDB

H5 H9 H14 H18 H14 H18 H14 H18

1 ササゴイ Ｃ 1 1

2 オシドリ DD Ｃ 78 9 4 96

3 ミサゴ NT Ａ 4 2 6

4 イソソギ NT Ｃ 2 1

5 カワセミ B 11 34 4 3 2 5 1 11

6 オオルリ 要注目 5 38 11 15 1 2 1

№ 和名
指定区分 ダム湖周辺 下流河川流入河川

 
 

 

表 6-3-3-30 環境保全対策の必要性や方向性の検討（ササゴイ） 

種名 ダムによる影響の検証 

ササゴイ 

特性 

湖沼、河原、ヨシ原など、低地や平地の水辺に生息する。

渡来数の多少は営巣する水辺の近くの大木の有無に左右さ

れるとも言われる。主に魚を採餌するが、水生昆虫やカエ

ルなども捕食する。 

影響要因 

ダム湖の水位変動、或いは湖岸後背のヤナギ林、マツ林、

竹林などの生育状況によって本種の生息環境が変化する可

能性がある。 

確認状況 
平成 5年と 18 年に少数個体がダム湖周辺で確認されてい

る。大きな変化はないと考えられる。 

生息環境や他 

生物の関連性 

ダム湖の水際、湖岸後背のヤナギ林、マツ林、竹林などの

複合的な環境を代表している。 

分析結果 

ダム湖湖岸の水中にササゴイの捕食に適した魚類等が生息

していると考えられる。また、湖岸後背の樹林構成も本種

の生息に適していると考えられる。 

課題 特になし。 

保全対策の必要性 特に保全対策は必要ないと考えられる。 

 

表 6-3-3-31 環境保全対策の必要性や方向性の検討（オシドリ） 

種名 ダムによる影響の検証 

オシドリ 

特性 

山地の湖沼や河川に生息。周りを木で覆われた湖を好み、

よく木にとまる。木の実、水生昆虫などを食べる。群れで

いることが多い。 

影響要因 
ダム湖の水位変動、或いは湖岸後背の落葉広葉樹林の生育

状況によって本種の生息環境が変化する可能性がある。 

確認状況 
平成5年から18年まで毎回数個体～数十個体がダム湖水面

において確認されている。大きな変化はないと考えられる。

生息環境や他 

生物の関連性 

ダム湖の水面および水際、湖岸後背の落葉広葉樹林の複合

的な環境を代表している。 

分析結果 
ダム湖において安定的に生息しており、湖岸後背の落葉広

葉樹林も保持されている可能性がある。 

課題 特になし。 

保全対策の必要性 特に保全対策は必要ないと考えられる。 
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表 6-3-3-32 環境保全対策の必要性や方向性の検討（ミサゴ） 

種名 ダムによる影響の検証 

ミサゴ 

特性 
内陸では大きな湖や川で主に川魚を採食し、繁殖は岩棚、

水辺に近い大木の上などに営巣する。 

影響要因 

ダム湖を採食環境として利用すると考えられる。ダム湖の

保持水位によって本種の生息環境が変化する可能性があ

る。 

確認状況 

平成 5年度、9年度および 18 年度にダム湖上空で確認され

たほか、平成 16 年度に建設発生土受入地付近において確認

された。 

生息環境や他生物

の関連性 

広い水面のある魚類の豊かなダム湖の環境を代表してい

る。 

分析結果 
ダムの運用・管理に伴い、ダム湖水位を保持するが、本種

の生息には大きな影響はないと考えられる。 

課題 特になし。 

保全対策の必要性 特に保全対策は必要ないと考えられる。 

 

表 6-3-3-33 環境保全対策の必要性や方向性の検討（イソシギ） 

種名 ダムによる影響の検証 

イソシギ 

特性 

越冬地では河川の下流域などで過ごすが、繁殖地では河川、

湖沼の水辺に生息する。河原などを歩いて水生昆虫を採餌

する。 

影響要因 
ダム湖の水位変動や下流放流によって本種の生息環境が変

化する可能性がある。 

確認状況 
平成 18 年度にダム湖周辺および下流河川で少数個体を確

認した。 

生息環境や他生物

の関連性 
底生動物が豊かな河原環境を代表している。 

分析結果 
ダム湖湖岸の河原にイソシギの捕食に適した水生昆虫が生

息している可能性があると考えられる。 

課題 特になし。 

保全対策の必要性 特に保全対策は必要ないと考えられる。 

 

表 6-3-3-34 環境保全対策の必要性や方向性の検討（カワセミ） 

種名 ダムによる影響の検証 

カワセミ 

特性 

河川や湖沼で主に川魚を捕食する。土の崖の斜面に穴を掘

って繁殖する。繁殖期以外は木の枝などを塒とし、決まっ

た枝や石にとまって長時間休む。 

影響要因 
ダム湖の水位変動や下流放流によって本種の生息環境が変

化する可能性がある。 

確認状況 経年的に確認されている。大きな変化はないと考えられる。

生息環境や他生物

の関連性 
魚類の豊かな水辺環境を代表している。 

分析結果 
広い範囲で安定的に生息が確認されており、魚類の豊かな

水辺環境が保持されている可能性があると考えられる。 

課題 特になし。 

保全対策の必要性 特に保全対策は必要ないと考えられる。 
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表 6-3-3-35 環境保全対策の必要性や方向性の検討（オオルリ） 

種名 ダムによる影響の検証 

オオルリ 

特性 

森林性の鳥で、山地の渓谷、湖沼などの水域、或いは岩肌

のむきだした崖に見られるが、樹種を選ばない。空中を飛

ぶ昆虫を捕らえる。 

影響要因 
ダム湖周辺の樹林を中心として、広く分布しており、ダム

湖に注ぐ沢筋の環境変化を反映している可能性がある。 

確認状況 
ダム湖周辺を中心として、経年的に確認されている。大き

な変化はないと考えられる。 

生息環境や他生物

の関連性 
ダム湖に注ぐ沢筋周辺の環境を代表している。 

分析結果 
ダム湖周辺の樹林で安定的に生息が確認されており、水生

昆虫の多い沢筋の環境は保持されていると考えられる。 

課題 特になし。 

保全対策の必要性 特に保全対策は必要ないと考えられる。 
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資料：河川水辺の国勢調査 

図 6-3-3-5 重要種の確認状況の経年変化（鳥類：オシドリ）
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資料：河川水辺の国勢調査 

図 6-3-3-6 重要種の確認状況の経年変化（鳥類：カワセミ）
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資料：河川水辺の国勢調査 

図 6-3-3-7 重要種の確認状況の経年変化（鳥類：オシドリ、カワセミ以外の種） 
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 5)両生類・爬虫類・哺乳類 

 

 

表 6-3-3-36 重要種の確認状況の経年変化（両生類・爬虫類・哺乳類） 

環境省
RL

大阪府
RDB

兵庫県
RDB

H5 H10 H15 H23 H15 H23 H15 H23

1 タゴガエル Ｃ 1 3 2 6

2 カジカガエル Ｃ 3 4 3 7

3 ニホンイシガメ NT NT 多 27 3 1 5 2

4 ヤマカガシ NT 10 16 10 2 1 2

5 キツネ CR+EN 19 7 5 5 5 1 1

6 アナグマ NT Ｃ 3 2

下流河川ダム湖周辺全体

№ 和名

指定区分 流入河川

 
 

 

表 6-3-3-37 環境保全対策の必要性や方向性の検討（タゴガエル） 

種名 ダムによる影響の検証 

タゴガエル 

特性 

森林や高山、草原などで生息している。幼生は産卵穴の内

部で水底の泥の中に留まる。もっぱら林床にて地上性の昆

虫、クモ、陸貝などを食べる。 

影響要因 
ダム湖周辺の樹林内、沢筋などで広く確認されており、ダ

ム湖に注ぐ沢筋の環境変化を反映している可能性がある。

確認状況 
ダム周辺の樹林内、沢筋で確認されている。大きな変化は

ないと考えられる。 

生息環境や他 

生物の関連性 
ダム湖に注ぐ渓流周辺の環境を代表している。 

分析結果 

ダム湖周辺の渓流周辺で継続的に生息が確認されている。

沢筋の水の流れ、或いは伏流水の環境は保持されていると

考えられる。 

課題 特になし。 

保全対策の必要性 特に保全対策は必要ないと考えられる。 

 

表 6-3-3-38 環境保全対策の必要性や方向性の検討（カジカガエル） 

種名 ダムによる影響の検証 

カジカガエ

ル 

特性 

主に山地のやや開けた平瀬の続く渓流に生息し、普段は川

沿いの森や崖などに生息している。渓流中に産卵する。小

昆虫類を捕食する。 

影響要因 
ダム湖に注ぐ小さな流れで確認されており、ダム湖に注ぐ

渓流の環境変化を反映している可能性がある。 

確認状況 
ダム湖の湖岸近傍で経年的に確認されていたが、平成 23

年度調査では確認されなかった。 

生息環境や他 

生物の関連性 
ダム湖に注ぐ渓流周辺の環境を代表している。 

分析結果 
ダム湖周辺の渓流で生息しているものの、平成 23 年度に確

認できなかったため、個体数が減少している可能性がある。

課題 特になし。 

保全対策の必要性 特に保全対策は必要ないと考えられる。 
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表 6-3-3-39 環境保全対策の必要性や方向性の検討（ニホンイシガメ） 

種名 ダムによる影響の検証 

ニホンイシ

ガメ 

特性 

河川の上流から中流域、山間や山際の湖沼や低湿地を主な

生息場所とする。雑食性でさまざまな植物質および動物質

を摂食する。河川敷の砂地や荒れ地などの乾燥した土の露

出した場所で産卵する。 

影響要因 
ダム湖の湖岸に生息することから、ダム運用・管理によっ

て生息環境が変化する可能性がある。 

確認状況 
ダム湖湖岸及び下流河川などの河川環境で確認されている

が、調査地区によっては確認されない調査年もある。 

生息環境や他 

生物の関連性 

水辺環境を代表している。生息地の分断の影響も受ける。

近年外来種のミシシッピアカミミガメやアライグマが増殖

している。 

分析結果 
本種の生息環境は維持されていると考えられるが、外来種

との競合等によって、個体数が減少している可能性がある。

課題 特になし。 

保全対策の必要性 
ニホンイシガメは、外来種のミシシッピアカミミガメと合

わせて、今後の動向に留意する必要がある。 

 

 

表 6-3-3-40 環境保全対策の必要性や方向性の検討（ヤマカガシ） 

種名 ダムによる影響の検証 

ヤマカガシ 

特性 

山地から平地まで分布する。平地は小川、湿地に多い。採

食はほとんどがカエル類で、魚類やトカゲ類を食べること

もある。 

影響要因 
水位変動域近傍に生息することから、ダム運用・管理によ

って生息環境が変化する可能性がある。 

確認状況 
ダム湖の湖岸近傍において、経年的に広く確認されている。

生息状況に大きな変化はないと考えられる。 

生息環境や他 

生物の関連性 
流れが近い、或いは湿潤な山林環境を代表する。 

分析結果 
ダム湖周辺の山林の湿潤な環境は保持されている可能性が

あると考えられる。 

課題 特になし。 

保全対策の必要性 特に保全対策は必要ないと考えられる。 
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表 6-3-3-41 環境保全対策の必要性や方向性の検討（キツネ） 

種名 ダムによる影響の検証 

キツネ 

特性 

広い樹林地帯はほとんど利用せず、林縁や森と草原が入り

組んだ環境に好んで生息するが、河川域で活動することも

多い。日当たりのよい林や原野に巣穴を掘る。肉食傾向の

強い雑食性。 

影響要因 
ダム運用・管理と関連した水位変動によってダム湖への近

接性が変化する可能性がある。 

確認状況 
ダム湖周辺の樹林内およびダム湖水位変動域で生息が確認

されている。 

生息環境や他 

生物の関連性 
開けた山林や里山環境を代表する。 

分析結果 
ダム湖周辺には、開けた山林や里山環境は保持されている

可能性があると考えられる。 

課題 特になし。 

保全対策の必要性 特に保全対策は必要ないと考えられる。 

 

 

表 6-3-3-42 環境保全対策の必要性や方向性の検討（アナグマ） 

種名 ダムによる影響の検証 

アナグマ 

特性 

山地帯下部から丘陵部の森林、潅木林に生息する。巣穴は

斜面や大岩、木の根元を利用して掘られる。食性はミミズ

などの雑食性。 

影響要因 
ダム湖周辺の山林植生の変化によって、生息環境が変化を

受ける可能性がある。 

確認状況 平成 23 年度にダム湖周辺にて初めて確認された。 

生息環境や他生物

の関連性 
開けた山林や里山環境を代表する。 

分析結果 

ダム湖周辺には、開けた山林や里山環境は保持されている

可能性があると考えられる。平成 23 年に初めて確認された

ため、今後の動向に注目する。 

課題 特になし。 

保全対策の必要性 特に保全対策は必要ないと考えられる。 
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資料：河川水辺の国勢調査 

図 6-3-3-8 重要種の確認状況の経年変化（両生類・爬虫類） 



 

 

 

一庫ダム定期報告書 

6. 生物 

6-147 

 
資料：河川水辺の国勢調査 

図 6-3-3-9 重要種の確認状況の経年変化（哺乳類） 
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 6)陸上昆虫類等 

 

 

表 6-3-3-43 重要種の確認状況の経年変化（陸上昆虫類等） 

ダム湖
周辺

流入
河川

下流
河川

環境省
RL

大阪
RDB

兵庫県
RDB

H6 H10 H15 H15 H15

1 グンバイトンボ NT CR+EN Ｂ 1 2 2 2

2 ホンサナエ VU Ａ 1

3 ナキイナゴ VU 1 1

4 ヘリグロチャバネセセリ CR+EN Ｃ 3

5 ウラキンシジミ VU 要注目 2 1

6 トゲアリ VU 6 不明 2

№ 和名

指定区分 全体

 
 

 

表 6-3-3-44 環境保全対策の必要性や方向性の検討（グンバイトンボ） 

種名 ダムによる影響の検証 

グンバイト

ンボ 

特性 
丘陵地の湧水に関わり合いのある緩やかな清流に生息す

る。 

影響要因 
水位変動域近傍に生息することから、ダム運用・管理によ

って生息環境が変化する可能性がある。 

確認状況 
平成 10 年度より経年的に確認されている。平成 15 年度に

は、ダム湖周辺、下流河川の複数地点で確認された。 

生息環境や他生物

の関連性 
清流環境を代表する。 

分析結果 清水の環境は維持されていると考えられる。 

課題 特になし。 

保全対策の必要性 特に保全対策は必要ないと考えられる。 
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表 6-3-3-45 環境保全対策の必要性や方向性の検討（ホンサナエ） 

種名 ダムによる影響の検証 

ホンサナエ 

特性 平地や丘陵地、低山地の流れに生息する。 

影響要因 
水位変動域近傍に生息することから、ダム運用・管理によ

って生息環境が変化する可能性がある。 

確認状況 平成 15 年度にダム湖周辺で初めて確認された。 

生息環境や他生物

の関連性 
河川等の緩い流れを代表する。 

分析結果 

清水の環境は維持されている可能性があると考えられる。

平成 15 年度に初めて確認されたため、今後の動向に注目す

る。 

課題 特になし。 

保全対策の必要性 特に保全対策は必要ないと考えられる。 

 

表 6-3-3-46 環境保全対策の必要性や方向性の検討（ナキイナゴ） 

種名 ダムによる影響の検証 

ナキイナゴ 

特性 明るいススキなどの丈の高い乾いた草地を好む。 

影響要因 
ダム湖周辺の沢筋で確認されており、ダム湖に注ぐ沢筋

の環境変化を反映している可能性がある。 

確認状況 平成 15 年度にダム湖周辺で初めて確認された。 

生息環境や他生物

の関連性 
乾いた草地環境を代表する。 

分析結果 
沢筋の湿潤的な環境が変化している可能性があるため、

今後の動向に注目する。 

課題 特になし。 

保全対策の必要性 特に保全対策は必要ないと考えられる。 

 

 

表 6-3-3-47 環境保全対策の必要性や方向性の検討（ヘリグロチャバネセセリ） 

種名 ダムによる影響の検証 

ヘリグロチ

ャバネセセ

リ 

特性 
食草はイネ科のヤマカモジグサ。草地を中心に生息す

る。生息地は限定される。 

影響要因 
水位変動域近傍に生息することから、ダム運用・管理に

よって生息環境が変化する可能性がある。 

確認状況 平成 15 年度にダム湖周辺で初めて確認された。 

生息環境や他生物

の関連性 

山地の草地環境を代表する。生息には特殊な環境条件が

必要となる可能性がある。 

分析結果 
水位変動域近傍が乾燥的な環境へ変化している可能性

があるため、今後の動向に注目する。 

課題 特になし。 

保全対策の必要性 特に保全対策は必要ないと考えられる。 
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表 6-3-3-48 環境保全対策の必要性や方向性の検討（ウラキンシジミ） 

種名 ダムによる影響の検証 

ウラキンシ

ジミ 

特性 
樹林周辺に生息する。湿地に生息する。トネリコ、シオ

ジを食樹とする。 

影響要因 
水位変動域近傍に生息することから、ダム運用・管理に

よって生息環境が変化する可能性がある。 

確認状況 
平成 15 年度にダム湖周辺、下流河川で初めて確認され

た。 

生息環境や他生物

の関連性 

山地の湿的な樹林環境を代表する。生息には特殊な環境

条件が必要となる可能性がある。 

分析結果 

ダム湖周辺の湿的な樹林環境は保持されている可能性

があると考えられる。平成 15 年度に初めて確認された

ため、今後の動向に注目する。 

課題 特になし。 

保全対策の必要性 特に保全対策は必要ないと考えられる。 

 

 

表 6-3-3-49 環境保全対策の必要性や方向性の検討（トゲアリ） 

種名 ダムによる影響の検証 

トゲアリ 

特性 
立木のうろの中、特に根ぎわ付近の空洞によく営巣す

る。ムネアカオオアリに一時的に寄生生活をする。 

影響要因 
ダム湖周辺の沢筋で確認されており、ダム湖に注ぐ沢筋

の環境変化を反映している可能性がある。 

確認状況 
経年的に確認されている。生息場所はダム湖周辺の沢筋

である。 

生息環境や他生物

の関連性 
朽ち木のある広葉樹林の環境を代表する。 

分析結果 
ダム湖周辺の安定的な山林環境は維持されている可能

性があると考えられる。 

課題 特になし。 

保全対策の必要性 特に保全対策は必要ないと考えられる。 
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資料：河川水辺の国勢調査 

図 6-3-3-10 重要種の確認状況の経年変化（陸上昆虫類等）
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6-3-4. 外来種の変化の把握 

（1）ダムと関わりの深い外来種の選定 

一庫ダムの存在・供用に伴う環境条件の変化、一庫ダムの特性（立地条件、経過年数）及

び既往定期報告書等から、外来種について、ダムの運用・管理の面から、今後の動向につい

て留意すべき生物種の選定を行った。 

ダム管理・運用と関わりの深い外来種の選定方針を以下に示す。 

 

＜選定方針＞ 

① 外来種指定等 

・ 「特定外来生物による生態系等に係わる被害の防止に関する法律（平成 16 年 6 月法

律第 78 号）」等の法律に基づき指定されている動植物種 

・ 国内移入の動植物種 

・ 一庫ダム周辺で増加が懸念される動植物種 

 

② 一庫ダムとの関連性 

・ ダムの管理・運用に支障を及ぼす可能性のある動植物種 

 

③ 一庫ダムの存在や管理・運用以外の要因により、ダム湖近傍に限らず広範囲の現象

で確認されたと考えられる動植物種は対象から除外する。 

 

この選定方針を踏まえて一元化した外来種の具体的な抽出条件を表 6-3-4-1 に示す。 

当該ダムで確認された外来種に対して、表 6-3-4-1 に示すように、①法令等指定を満

足すること、②「見方１～３」のいずれかの場所で確認されたこと、③「見方４～５」

のどちらかの調査年で確認されたこと、④当該種の主な生息場所がダム管理の場所であ

ること、の四つの抽出条件を満足する種を選定した。この抽出条件をもとに、ダムの管

理・運用と関わりの深い外来種を選定した結果を表 6-3-4-2～表 6-3-4-9 に示す。なお、

ドバト、ハクビシン、アルファルファタコゾウムシは、ダムの存在や管理・運用とは別

の理由により外来種指定されていると考えられるため、対象からは除外した。 
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表 6-3-4-1 ダム管理・運用と関わりの深い外来種の具体的抽出条件 

生物区分 法令等指定 
確認場所 確認履歴 

生息環境 

(当該種の主な生息場所) 見方１ 見方２ 見方３ 見方４  見方５ 

魚類 

外来生物法 

または、 

外来種ハンドブック 

かつ 

兵庫県ブラックリスト 

下流河川 ダム湖   直近の調査年
前々回を含む 

二調査年以上 

河川と湖沼に生息する種 

放流による分布種は除く 

底生動物 下流河川 
ダム湖 

(浅い湖底) 
  直近の調査年

前々回を含む 

二調査年以上 

河川と湖沼に 

生息する種 

植物 
ダム湖岸かつ

下流河川 

ダム湖かつ 

下流河川 
  直近の調査年

前々回を含む 

二調査年以上 

河原、河岸、湖岸に 

生息する種 

鳥類 下流河川 
ダム湖上 

または湖岸 
周辺渓流 直近の調査年

前々回を含む 

二調査年以上 

河川、湖上、湖岸、渓流に 

生息する種 

両生類 

爬虫類 
下流河川 ダム湖岸 周辺渓流 直近の調査年

前々回を含む 

二調査年以上 

河川、湖岸、渓流に 

生息する種 

哺乳類 下流河川 周辺山林 ダム湖岸 直近の調査年
前々回を含む 

二調査年以上 

河川、里山や山林、湖岸に 

生息する種 

陸上昆虫 

類等 
下流河川 周辺渓流 周辺山林 直近の調査年

前々回を含む 

二調査年以上 

河川、渓流、湖岸、山林(崩

壊地)に生息する種 

注１）外来種の法令等指定は、①-1 「外来生物法」による特定外来生物、①-2 「外来種ハンドブック」かつ「兵庫県ブラックリスト」の両者を満足

する種、のいずれかに該当する条件を示す。 

注２）植物の確認場所において、見方１は陸上植物、見方２は水生植物を示す。 
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表 6-3-4-2 ダム管理・運用と関わりの深い外来種の選定結果（魚類） 

1 2 3 H7 H12 H17 H19 H24

外
来
種
指
定

確
認
場
所

確
認
履
歴

生
息
環
境

コイ 注意
種

湖 湖 湖 入 湖
入
下

大きな川の中・下流域から
汽水域、湖、池沼 × ● ● ● ×

ニジマス 要注
意

○ 湖 湖 流れの早い河川、湖、ダム
湖、海 × ● × ● ×

ブルーギル 特定 警戒
種

○ 湖 湖 湖 湖 湖 止水環境、流れの緩やかな
河川の下流域 ● ● → → ●

オオクチバス 特定 警戒
種

○ 湖 湖 湖 湖 湖 山上湖、ダム湖、平地の天
然湖沼、小規模なため池か
ら河川中～下流域、汽水域

● ● → → ●

種名

外来種指定 確認場所・確認履歴 抽出条件

注）外来種指定は、1；外来生物法による指定種、2；兵庫県ブラックリスト、3；外来種ハンドブックによ
る国外外来種、を示す。

生息環境
選定
結果

 
※図中の記号は以下の内容を示す。●：抽出条件に合致する、または選定される、×：抽出条件に合致しない、

または選定されない。 

 

表 6-3-4-3 ダム管理・運用と関わりの深い外来種の選定結果（底生動物） 

1 2 3 H5 H11 H16 H20 H25

外
来
種
指
定

確
認
場
所

確
認
履
歴

生
息
環
境

コシダカヒメ
モノアラガイ

○ 下 入 水田、湿地、沼などの止
水域・半止水域 × ● ● × ×

サカマキガイ ○ 下 湖
入
下

湖
下

特に富栄養化の進んだ用
水路などの止水域、半止
水域

× ● ● × ×

スジエビ ○ 入
下

湖
入
下

湖
入
下

湖
入
下

湖
入
下

川、池等の淡水域、まれ
に汽水域 × ● ● ● ×

アメリカザリ
ガニ

注意
種

○ 湖 入 湿地、水田とその周辺な
ど ● ● × ● ×

アメリカミズ
アブ

○ 下 湖 幼虫は、草、果実、動物
の死体、糞等の腐敗有機
物を食べる

× ● × × ×

外来種指定 確認場所・確認履歴 抽出条件

注）外来種指定は、1；外来生物法による指定種、2；兵庫県ブラックリスト、3；外来種ハンドブック
による国外外来種、を示す。

種名 生息環境
選定
結果

 
※図中の記号は以下の内容を示す。●：抽出条件に合致する、または選定される、×：抽出条件に合致しない、

または選定されない。 
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表 6-3-4-4 ダム管理・運用と関わりの深い外来種の選定結果（植物 その１） 

1 2 3 H5 H8 H13 H21

外
来
種
指
定

確
認
場
所

確
認
履
歴

生
息
環
境

オオバヤシャブシ 警戒
種

入 海岸に近い地帯
× × ● × ×

イタドリ 警戒
種

周
入
下

周
入
下

周
入
下

周
入
下

路傍、荒地等さまざまな場
所、攪乱を受けた場所 × ● ● ● ×

エゾノギシギシ 要注
意

○ 周 不
明

入
下

周
入

牧草地、樹園地、芝地、畑
地、路傍、河岸、荒地、林
地

× ● ● ● ×

ヒイラギナンテン 注意
種

下 庭、公園等に栽培
× × ● × ×

セイヨウカラシナ 注意
種

○ 不
明

不
明

入 入
下

栽培種、川沿いの土手等に
野生化 ● × ● ● ×

オランダガラシ 要注
意

○ 周 周
入
下

水田、水辺、水中、溝、湖
畔 × ● ● ● ×

イタチハギ 要注
意

警戒
種

○ 周 周 周
入
下

周
下

荒地、路傍、崩壊地、土
手、河川敷、海岸 ● ● ● ● ●

コマツナギ 警戒
種

不
明

入
下

周
入
下

刈り取り草地、路傍

× ● ● × ×

マルバハギ 警戒
種

周 周 日当たりの良い山間
× × × × ×

ハリエンジュ 要注
意

警戒
種

○ 周 入 周
下

雑木林、渓流沿い、河原、
海岸、放棄耕作地 ● ● ● ● ●

ムラサキカタバミ 要注
意

○ 不
明

周 下 畑地、空地、樹園地、路
傍、荒地、芝地、庭 × ● ● × ×

シンジュ 注意
種

○ 不
明

周 開けた河川敷、道路わき、
市街地 ● × × ● ×

アレチウリ 特定 警戒
種

○ 周 周 周 周
入
下

林縁、荒地、川岸、河川
敷、路傍、原野、畑地、樹
園地、造林地

● ● → → ●

メマツヨイグサ 要注
意

○ 不
明

周 周 周
入
下

畑地、牧草地、樹園地、路
傍、河川敷、荒地 × ● ● ● ×

アメリカネナシカズラ 要注
意

○ 不
明

周 周 周 畑地、樹園地、牧草地、路
傍、荒地、河川敷、海浜、
栽培植物上

× × ● ● ×

アレチハナガサ 注意
種

○ 不
明

下 周
下

河川敷、道端、荒地
● ● ● ● ●

ワルナスビ 要注
意

○ 不
明

周 周 畑地、樹園地、牧草地、荒
地、路傍、河川敷 × × ● ● ×

オオカワヂシャ 特定 警戒
種

○ 不
明

不
明

周
入

周
入
下

湖沼、河原、水田、湿地

● ● → → ●

ヘラオオバコ 要注
意

○ 不
明

不
明

下 畑地、樹園地、牧草地、芝
地、路傍、荒地、空地、河
川敷

× × ● ● ×

種名 生育環境
選定
結果

外来種指定 確認場所・確認履歴 抽出条件

 
※図中の記号は以下の内容を示す。●：抽出条件に合致する、または選定される、×：抽出条件に合致しない、

または選定されない。 



一庫ダム定期報告書 

6. 生物 

 

6-156 

 

表 6-3-4-5 ダム管理・運用と関わりの深い外来種の選定結果（植物 その２） 

1 2 3 H5 H8 H13 H21

外
来
種
指
定

確
認
場
所

確
認
履
歴

生
息
環
境

ブタクサ 要注
意

○ 周 周 周 周 畑地、樹園地、牧草地、芝
地、路傍、荒地、林縁、河
川敷

× × ● ● ×

オオブタクサ 要注
意

警戒
種

○ 不
明

周
下

畑地、樹園地、牧草地、河
川敷、道端、荒地、堤防 ● ● ● ● ●

ヨモギ 警戒
種

周
下

周
下

周
入
下

周
入
下

畦、草地

× ● ● × ×

アメリカセンダングサ 要注
意

○ 周 周 入
下

周
入
下

水田、水路、林内、牧草
地、樹園地、河辺、湿地、
休耕田、畑地、荒地、路傍

× ● ● ● ×

コセンダングサ 要注
意

○ 不
明

周
入
下

周
下

畑地、樹園地、牧草地、芝
地、路傍、荒地、河川敷 × ● ● ● ×

オオアレチノギク 要注
意

○ 周 周
下

周
下

周
入
下

荒地、畑地、樹園地、牧草
地、路傍 × ● ● × ×

ヒメムカシヨモギ 要注
意

○ 周 周 周
入

周
入
下

畑地、樹園地、牧草地、路
傍、荒地、河川敷 × ● ● ● ×

ハルジオン 要注
意

○ 入 水田畦畔、牧草地、路傍、
畑地、堤防、荒地 × × × ● ×

キクイモ 要注
意

注意
種

○ 不
明

周
入

入
下

畑地、樹園地、道端、荒
地、草地、河原 ● ● ● × ×

ブタナ 要注
意

○ 不
明

不
明

周
下

入
下

牧草地、畑地、芝地、荒
地、路傍 × ● ● × ×

セイタカアワダチソウ 要注
意

注意
種

○ 周
下

周
下

周
入
下

周
入
下

河原、土手、荒地、原野、
休耕地、道端、空地 ● ● ● ● ●

ヒメジョオン 要注
意

○ 周
下

周
下

周
入
下

周
入
下

畑地、樹園地、牧草地、路
傍、荒地、草原 × ● ● × ×

セイヨウタンポポ 要注
意

○ 不
明

不
明

入 入
下

路傍、空地、畑地、牧草
地、芝地、樹園地、川岸 × × ● ● ×

オオオナモミ 要注
意

注意
種

○ 周 周 周
下

周
入
下

畑地、樹園地、牧草地、空
地、河川敷、路傍 ● ● ● ● ●

オオカナダモ 要注
意

警戒
種

○ 入
下

周
入
下

湖沼、溜池、河川、水路

● ● ● ● ●

キショウブ 要注
意

注意
種

○ 不
明

不
明

周
下

湖沼、溜池、河川、水路、
湿った畑地、林縁 ● ● ● ● ●

メリケンカルカヤ 要注
意

注意
種

○ 周 周 周
入
下

周
入
下

畑地、水田の畔、樹園地、
牧草地、道端、荒地、市街
地の芝地

● ● ● × ×

ハルガヤ 注意
種

○ 不
明

不
明

路傍、牧草地、樹園地、荒
地 ● × × × ×

種名 生育環境
選定
結果

外来種指定 確認場所・確認履歴 抽出条件

 
※図中の記号は以下の内容を示す。●：抽出条件に合致する、または選定される、×：抽出条件に合致しない、

または選定されない。 
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表 6-3-4-6 ダム管理・運用と関わりの深い外来種の選定結果（植物 その３） 

1 2 3 H5 H8 H13 H21

外
来
種
指
定

確
認
場
所

確
認
履
歴

生
息
環
境

カモガヤ 要注
意

警戒
種

○ 不
明

不
明

入 畑地、樹園地、河原、土
手、空地、路傍、荒地、牧
草地

● × ● ● ×

シナダレスズメガヤ 要注
意

警戒
種

○ 不
明

不
明

下 牧草地、路傍、荒地、河川
敷 ● × × ● ×

オニウシノケグサ 要注
意

○ 周 周 周
入
下

入
下

路傍、空地、堤防、牧草
地、河川敷、荒地 × ● ● ● ×

チガヤ 警戒
種

不
明

周 入 畑地、樹園地、路傍、空
地、河川敷、牧草地、荒地 × × ● ● ×

ネズミムギ 要注
意

警戒
種

○ 不
明

入 畑地、樹園地、路傍、空
地、河川敷、牧草地、荒地 ● × × ● ×

ホソムギ 要注
意

○ 不
明

不
明

牧草、芝生として使用
× × × × ×

ススキ 警戒
種

周
入

周
下

周
入
下

周
入
下

野原、日当たりの良い山野

× ● ● × ×

キシュウスズメノヒエ 要注
意

○ 周 周 湿地、水辺、水田、池沼、
溝、砂浜 × × × ● ×

オオアワガエリ 要注
意

○ 不
明

周 畑地、樹園地、路傍、荒
地、河川敷、牧草地 × × × ● ×

モウソウチク 注意
種

○ 下 下 下 林縁、畑地、樹園地、造林
地 ● × × × ×

セイバンモロコシ 注意
種

○ 不
明

道端、堤防、畑地、果樹園
● × × × ×

メリケンガヤツリ 要注
意

○ 周
入
下

周
入
下

畑地、河川敷、溝、湿地、
造成地など、日当たりがよ
く、土壌の湿った場所を好
む

× ● ● ● ×

外来種指定 確認場所・確認履歴 抽出条件

注）外来種指定は、1；外来生物法による指定種、2；兵庫県ブラックリスト、3；外来種ハンドブックによる国外
外来種、を示す。

種名 生育環境
選定
結果

 
※図中の記号は以下の内容を示す。●：抽出条件に合致する、または選定される、×：抽出条件に合致しない、

または選定されない。 
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表 6-3-4-7 ダム管理・運用と関わりの深い外来種の選定結果（鳥類） 

1 2 3 H5 H9 H14 H18

外
来
種
指
定

確
認
場
所

確
認
履
歴

生
息
環
境

アイガモ 注意
種

周 家禽、マガモとアヒルの交
雑交配種 × ● × × ×

コジュケイ ○ 周 周 周 周 平地から山地の薮の多い疎
林や林縁 × ● ● × ×

ドバト 警戒
種

○ 周
入

周 周
下

下 農耕地、市街地、寺社、裸
地、林縁、河川、糞害と農
作物被害が中心

● ● ● × ×

ソウシチョウ 特定 警戒
種

○ 不
明

スズタケなど1mを越えるサ
サ類の繁茂する標高1000m
以上の落葉広葉樹林

● × ● × ×

外来種指定 確認場所・確認履歴 抽出条件

注）外来種指定は、1；外来生物法による指定種、2；兵庫県ブラックリスト、3；外来種ハンドブックによ
る国外外来種、を示す。

種名 生息環境
選定
結果

 
※図中の記号は以下の内容を示す。●：抽出条件に合致する、または選定される、×：抽出条件に合致しない、

または選定されない。 

 

 

 

表 6-3-4-8 ダム管理・運用と関わりの深い外来種の選定結果（両生類・爬虫類・哺乳類） 

 

1 2 3 H5 H10 H15 H23

外
来
種
指
定

確
認
場
所

確
認
履
歴

生
息
環
境

ウシガエル 特定 警戒
種

○ 周 周
入

周 周
入

池沼などの止水、穏やかな
流れの周辺 ● ● → → ●

クサガメ 注意
種

湖
入

湖
周
入

不
明

湖
周
入

流れの緩やかな河川、低地
の湖沼 × ● ● ● ×

ミシシッピアカ
ミミガメ

要注
意

警戒
種

○ 湖 湖
周

不
明

湖
周
入

多様な水域

● ● ● ● ●

ヌートリア 特定 警戒
種

○ 周
入
下

流れの緩やかな河川、湖、
沼沢地 ● ● → → ●

アライグマ 特定 警戒
種

○ 周 周
入
下

都市部の水辺、森林の水
辺、湿地帯の水辺 ● ● → → ●

ハクビシン 警戒
種

○ 周
入
下

市街地から山間部まで、樹
上も利用、農業被害と人家
侵入が中心

● ● ● × ×

外来種指定 確認場所・確認履歴 抽出条件

注）外来種指定は、1；外来生物法による指定種、2；兵庫県ブラックリスト、3；外来種ハンドブックによる国外
外来種、を示す。

種名 生息環境

選定
結果

 
※図中の記号は以下の内容を示す。●：抽出条件に合致する、または選定される、×：抽出条件に合致しない、

または選定されない。 
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表 6-3-4-9 ダム管理・運用と関わりの深い外来種の選定結果（陸上昆虫類等） 

1 2 3 H6 H10 H15

外
来
種
指
定

確
認
場
所

確
認
履
歴

生
息
環
境

カンタン ○ 周 周 クズ、ヨモギ、ススキ、カ
ナムグラ等が多い草地 × ● × × ×

アオマツムシ ○ 周 周 森林、果樹園、街路樹、庭
木等、樹木のある様々な場
所

× ● ● × ×

ヨコヅナサシガメ ○ 周 周
入

様々な樹木の幹周辺、人里
周辺のニレ科やバラ科の樹
木

× ● ● × ×

アワダチソウグンバ
イ

○ 周
入
下

キク、ヒマワリ、サツマイ
モ等を食害 × ● ● × ×

カンシャコバネナガ
カメムシ

○ 周 ススキ、マコモ、サトウキ
ビに寄生 × ● × × ×

タケノホソクロバ ○ 周 イネ科のササ類、タケ類を
食害 × ● ● × ×

モンシロチョウ ○ 周 周 周
入

畑等の身近な環境に生息、
幼虫の食草はキャベツ、ア
ブラナ、ブロッコリー等の
アブラナ科植物

× ● ● × ×

シバツトガ ○ 周 下 ベントグラス、コウライシ
バ、ティフトンシバを食害 × ● ● × ×

セイヨウハイジマハ
ナアブ

○ 周 タマネギを食害
× ● × × ×

シロテンハナムグリ ○ 周 周 周 雑木林の内部、周辺、都会
の公園 × ● ● × ×

タバコシバンムシ ○ 周
入

大多数の家庭で発生、ほと
んどすべての動・植物質を
食害

× ● ● × ×

ラミーカミキリ ○ 周 周 周
下

カラムシ等のイラクサ草
本、ムクゲに付く × ● ● × ×

アルファルファタコ
ゾウムシ

注意
種

○ 周 マメ科植物に寄生、養蜂業
に必要なゲンゲを食害 ● ● ● × ×

ケチビコフキゾウム
シ

○ 周 クローバー類を加害
× ● × × ×

イネミズゾウムシ ○ 周 周
入

イネ科、カヤツリグサ科な
ど単子葉植物に寄生（侵入
地では水田に発生）

× ● ● × ×

セイヨウミツバチ ○ 周 周 養蜂に利用するために家畜
化 × ● ● × ×

外来種指定 確認場所・確認履歴 抽出条件

注）外来種指定は、1；外来生物法による指定種、2；兵庫県ブラックリスト、3；外来種ハンドブックによ
る国外外来種、を示す。

種名 生息環境
選定
結果

 
※図中の記号は以下の内容を示す。●：抽出条件に合致する、または選定される、×：抽出条件に合致しない、

または選定されない。 
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表 6-3-4-10 ダム管理・運用と関わりの深い外来種の選定数 

項目 種名 ダム管理・運用と関わりのある確認場所 種数

魚類 ブルーギル ダム湖、下流河川

オオクチバス ダム湖、下流河川

底生動物 （該当なし） － －

イタチハギ ダム湖岸かつ下流河川

ハリエンジュ ダム湖岸かつ下流河川

アレチウリ ダム湖岸かつ下流河川

アレチハナガサ ダム湖岸かつ下流河川

オオカワヂシャ ダム湖岸かつ下流河川

オオブタクサ ダム湖岸かつ下流河川

セイタカアワダチソウ ダム湖岸かつ下流河川

オオオナモミ ダム湖岸かつ下流河川

オオカナダモ ダム湖かつ下流河川

キショウブ ダム湖岸かつ下流河川

鳥類 （該当なし） － －

両生類 ウシガエル ダム湖岸 1種

爬虫類 ミシシッピアカミミガメ ダム湖岸 1種

哺乳類 アライグマ ダム湖岸、周辺山林、下流河川

ヌートリア ダム湖岸、下流河川

陸上昆虫類等 （該当なし） － －

2種

植物 10種

2種
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（2）環境保全対策実施の必要性や方向性の検討 

ダム管理・運用と関わりの深い外来種の確認状況や生態特性から、ダムの管理・運用

と関連した環境保全対策の必要性や方向性の検討を行った。 

 

 1)魚類 

 a）概況 

 

表 6-3-4-11 外来種の確認状況の経年変化（魚類） 

№ 種名 

指定区分 ダム湖内 下流河川 
外
来
生
物
法 

兵
庫
県
BL 

外
来
種
HB

H7 H12 H17 H19 H24 H7 H12 H17 H19 H24

1 ブルーギル 
特
定 

警
戒 

○ 17 167 261 36 39   2   4  

2 オオクチバス 
特
定 

警
戒 

○ 26 16 15 23 7       1 1 

注）流入河川での確認はなかった。 

 

表 6-3-4-12 環境保全対策の必要性や方向性の検討（ブルーギル） 

種名 ダムによる影響の検証 

ブルーギル 

生態特性 

湖沼やため池、堀、公園の池などの止水環境に生息し、

湖では主に沿岸帯の水生植物帯に、河川でも主に流れの

緩やかな下流域に生息する。 

雑食性であり、昆虫類、植物、魚類、貝類、動物プラン

クトンなどを餌とする。 

繁殖期になると、成熟した雄は湖沼の沿岸などの砂泥底

や砂礫底に直径 20～60cm のすり鉢状の産卵床を作り、

雌を呼び入れて産卵させる。 

侵入要因 
ダム湖出現後、人為的な持ち込み等により増殖した可能

性が高い。 

確認状況 
ダム湖内では、すべての調査年度で安定的に確認されて

いる。 

生息環境や他生物 

の関連性 

水域に生息する在来魚類を広く捕食する。生態系に及ぼ

す影響は大きい。 

分析結果 定着して繁殖していると考えられる。 

課題 成魚の駆除、外部からの持ち込みの抑制 

駆除等の対策の 

必要性 

生態系に及ぼす影響は大きいと考えられ、魚類捕獲調査

でのブルーギル除去などを継続することが必要である。
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表 6-3-4-13 環境保全対策の必要性や方向性の検討（オオクチバス） 

種名 ダムによる影響の検証 

オオクチバ

ス 

生態特性 

山上湖、ダム湖、平地の天然湖沼、河川の中下流域、汽

水域に生息する。 

主に魚類と甲殻類を捕食する。 

雄は産卵期になると、水底に半径 30～40cm のすり鉢状

の産卵床を作り、泥底の場合は、木の切り株や水草の茎

を産卵床として利用する。 

侵入要因 
ダム湖出現後、人為的な持ち込み等により増殖した可能

性が高い。 

確認状況 
ダム湖内では、すべての調査年度で経年的に確認されて

いる。 

生息環境や他生物 

の関連性 

水域に生息する在来魚類を広く捕食する。生態系に及ぼ

す影響は大きい。 

分析結果 定着して繁殖していると考えられる。 

課題 成魚の駆除、外部からの持ち込みの抑制 

駆除等の対策の 

必要性 

生態系に及ぼす影響は大きいと考えられ、魚類捕獲調査

でのオオクチバス除去などを継続することが必要であ

る。 

 

 

 b）捕獲調査の結果 

定置網で捕獲された魚類の調査結果（平成 17 年度から平成 25 年度）について、図 6-3-4-1

に示した。 

平成 17 年度の調査開始時は捕獲された魚類のうち、68.6％が外来魚であった。調査年度に

よる変動はあるものの、平成 22 年をピークに、平成 24 年度の調査では捕獲された外来魚の

割合が 33.5％にまで減少している。平成 25 年度では、ふたたび 50％を越える水準に戻った。 

外来魚の捕獲個体数は、平成 17 年度から減少傾向であり、外来魚は低い水準に維持されて

いると考えられる。 
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図 6-3-4-1  河川水辺の国勢調査による外来魚の捕獲状況の推移 
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資料：河川水辺の国勢調査 

図 6-3-4-2 外来種の確認状況の経年変化（魚類） 

 



一庫ダム定期報告書 

6. 生物 

 

6-165 

 

 

 2)植物 

 

表 6-3-4-14 外来種の確認状況の経年変化（植物） 
ダム湖
周辺

流入
河川

下流
河川

外来
生物法

兵庫県
BL

外来種
HB

H5 H8 H13 H21 H21 H21

1 イタチハギ 要注意 警戒 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 ハリエンジュ 要注意 警戒 ○ ○ ○ ○ ○

3 アレチウリ 特定 警戒 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 アレチハナガサ 注意 ○ ○ ○ ○ ○

5 オオカワヂシャ 特定 警戒 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 オオブタクサ 要注意 警戒 ○ ○ ○ ○

7 セイタカアワダチソウ 要注意 注意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 オオオナモミ 要注意 注意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 オオカナダモ 要注意 警戒 ○ ○ ○ ○ ○

10 キショウブ 要注意 注意 ○ ○ ○ ○ ○

指定区分 全体
№ 種名

 

 

表 6-3-4-15 環境保全対策の必要性や方向性の検討（イタチハギ） 

種名 ダムによる影響の検証 

イタチハギ 

生態特性 

北アメリカ原産のマメ科イタチハギ属の落葉低木の一種。

荒地、路傍、崩壊地、土手、河川敷、海岸など幅広い環境

に生育する。高温や乾燥に強い。イタチハギは根の土壌固

定力が強く、マメ科特有の窒素固定による肥料木としても

有用であるため、法面緑化に利用されていた。 

侵入要因 
ダム湖周辺あるいは流域の法面緑化に用いられた個体から

分散した可能性が考えられる。 

確認状況 
すべての調査年度で経年的に確認されている。近年は、流

入河川、下流河川でも生育が確認されている。 

生息環境や他生物 

の関連性 

先駆性樹種であり、湛水および干出という大きな攪乱を受

ける水位変動域での繁殖力が大きい。在来種と競合する可

能性がある。 

分析結果 水位変動域において定着して繁殖していると考えられる。

課題 水位変動域での優占的繁殖の抑制 

駆除等の対策の 

必要性 

イタチハギが水位変動域（エコトーン）を越えて在来植物

群の範囲へ侵入するか否かを把握することが必要である。
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表 6-3-4-16 環境保全対策の必要性や方向性の検討（ハリエンジュ） 

種名 ダムによる影響の検証 

ハリエンジ

ュ 

生態特性 

マメ科の木本で、雑木林、渓流沿い、河原、海岸、放棄耕

作地に生育する。庭木、街路樹、砂防林、蜜源植物などの

用途で導入された。耐暑性、耐乾性がある。蜂蜜の蜜源と

もなる。種子繁殖するため、成木から種子が散布され、分

布が拡大する。駆除を行う際には、伐採だけでなく抜根が

必要。 

侵入要因 
先駆性樹種であり、流域の河川敷などに生育する成木から

種子散布により侵入した可能性が考えられる。 

確認状況 

平成 8年度以降、経年的に確認されている。ダム湖周辺、

流入河川、下流河川と広い範囲で確認されているが、まと

まった群落を形成するには至っていない。 

生息環境や他生物 

の関連性 

生育地では、土壌窒素が蓄積し、植生が変化する可能性が

ある。アレロパシー作用により、在来種を枯死させる可能

性もある。 

分析結果 分布を拡大しつつあると考えられる。 

課題 分散の抑制 

駆除等の対策の 

必要性 

維持管理工事などで本種を伐採する際には、抜根または切

り口への除草剤の塗布をあわせて行う。 

 

 

表 6-3-4-17 環境保全対策の必要性や方向性の検討（アレチウリ） 

種名 ダムによる影響の検証 

アレチウリ 

生態特性 

ウリ科の一年生草本で、生育速度が非常に速いつる性植物

で、長さ数～十数ｍになる。群生することが多い。林縁、

荒地、河岸、河川敷、路傍、原野、畑地、樹園地、造林地

などに生育する。  

日当たりの良い場所を好む。土壌環境に対する適応性は大

きい。 

侵入要因 

流域には農地が拡がっており、飼料作地域において輸入大

豆やトウモロコシに混入していたアレチウリが川に沿って

流入河川で生育するようになった可能性が考えられる。 

確認状況 

すべての調査年で安定的に確認されている。ダム湖周辺で

調査年ごとに確認されていたが、平成 21 年度調査では、流

入河川、下流河川でも生育が確認されている。 

生息環境や他生物 

の関連性 

水位変動域のエコトーンに生育する広葉樹等の在来植物を

覆って活性を低下させる可能性がある。 

分析結果 分布を拡大しつつあると考えられる。 

課題 草本の駆除、外部からの持ち込みの抑制 

駆除等の対策の 

必要性 
分布の拡大を防ぐために、積極的な駆除が望まれる。 
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表 6-3-4-18 環境保全対策の必要性や方向性の検討（アレチハナガサ） 

種名 ダムによる影響の検証 

アレチハナ

ガサ 

生態特性 

クマツヅラ科の多年草で、日当たりのよい裸地に生える。

港湾近く、河川敷、道端、荒れ地等に生育する。種子繁殖

する。 

侵入要因 

日本への移入元は不明であり、1957 年頃に確認されて以

来、東北南部以南の全国に拡がった。1996 年以降の調査で

は全国の 123 河川のうち 74 河川で生育が確認されている。

確認状況 

平成 8年度以降経年的に確認されているが平成 8年度の確

認位置は記録されていない。ダム湖周辺（ダム湖湖岸のみ）

では平成 21 年度に、下流河川では平成 13 年度、平成 21

年度と継続して確認されている。 

生息環境や他生物 

の関連性 
河川の在来植物と競合する可能性がある。 

分析結果 分布を拡大しつつあると考えられる。 

課題 分散の抑制 

駆除等の対策の 

必要性 

アレチハナガサが水位変動域（エコトーン）にて生育範囲

を拡大しているか否かを把握することが必要である。 

 

 

表 6-3-4-19 環境保全対策の必要性や方向性の検討（オオカワヂシャ） 

種名 ダムによる影響の検証 

オオカワヂ

シャ 

生態特性 

ゴマノハグサ科の多年草で、日当たりのよい水辺に生える。

水路、河川、湿地の水際などに生育する。温帯～暖温帯を

好む。根茎による栄養繁殖を旺盛に行う。 

侵入要因 
日本への移入元は不明であり、1967 年に確認されて以来、

東北南部以南の全国に拡がった。 

確認状況 

すべての調査年度で確認されているが、平成 5年度および

平成 8年度の確認位置は記録されていない。ダム湖周辺（ダ

ム湖湖岸のみ）では平成 13 年度以降、下流河川でも平成

21 年度には生育が確認されている。 

生息環境や他生物 

の関連性 

在来植物との競合、遺伝的攪乱（在来種のカワヂシャに対

して）、により在来草本植物が影響を受ける可能性がある。

分析結果 定着して繁殖していると考えられる。 

課題 分散の抑制 

駆除等の対策の 

必要性 

オオカワヂシャが水位変動域（エコトーン）にて生育範囲

を拡大しているか否かを把握することが必要である。 
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表 6-3-4-20 環境保全対策の必要性や方向性の検討（オオブタクサ） 

種名 ダムによる影響の検証 

オオブタク

サ 

生態特性 

キク科の大型一年生草本で、肥沃で湿った場所を好む。畑

地、樹園地、牧草地、河川敷、路傍、荒地、堤防などに生

育する。繁殖は種子の鳥散布と重力散布による。 

侵入要因 

日本には飼料穀物や豆類に混入して侵入し、1952 年に確認

されて全国に拡がった。種子が雨、鳥、人間などにより侵

入した可能性が考えられる。 

確認状況 

平成 8年度に生育記録があるが、確認位置は記録されてい

ない。平成 21 年度調査では、ダム湖周辺（ダム湖湖岸のみ）

および下流河川で確認されている。 

生息環境や他生物 

の関連性 

河原などでの在来植物との競合、アレロパシー作用、によ

り在来草本植物が影響を受ける可能性がある。 

分析結果 分布を拡大しつつあると考えられる。 

課題 分散の抑制 

駆除等の対策の 

必要性 

オオブタクサが水位変動域（エコトーン）にて生育範囲を

拡大しているか否かを把握することが必要である。 

 

 

表 6-3-4-21 環境保全対策の必要性や方向性の検討（セイタカアワダチソウ） 

種名 ダムによる影響の検証 

セイタカア

ワダチソウ 

生態特性 

キク科の多年生草本で、粒経の細かいシルトから粘土質の

土壌に繁茂する。河川敷、土手、荒地、原野、休耕地、路

傍などに生育する。繁殖は種子の風散布による。 

侵入要因 

日本には 1900 年頃に観賞用や蜜源植物として導入され、戦

後に全国に拡がった。種子が風に乗り侵入した可能性が考

えられる。 

確認状況 

ダム湖周辺（ダム湖湖岸のみならず樹林内にも）、下流河

川に広く分布しており、すべての調査年度で確認されてい

る。平成 13 年度、平成 21 年度では、下流河川でも生育が

確認されている。群落を形成し、まとまった範囲で生育し

ている。 

生息環境や他生物 

の関連性 

アレロパシー作用、ススキやヨシなどの在来植物との競合、

により在来草本植物が影響を受ける可能性がある。 

分析結果 定着して繁殖していると考えられる。 

課題 分散の抑制 

駆除等の対策の 

必要性 

セイタカアワダチソウが水位変動域（エコトーン）にて生

育範囲を拡大しているか否かを把握することが必要であ

る。 
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表 6-3-4-22 環境保全対策の必要性や方向性の検討（オオオナモミ） 

種名 ダムによる影響の検証 

オオオナモ

ミ 

生態特性 

キク科の一年生草本で、土壌条件に対する適応性は大きい。

畑地、樹園地、牧草地、空地、河川敷、路傍などに生育す

る。種子繁殖する。 

侵入要因 

流域には農地が拡がっており、飼料作地域において輸入大

豆やトウモロコシに混入していたオオオナモミが川に沿っ

て流入河川で生育するようになった可能性が考えられる。

確認状況 

ダム湖周辺に広く分布しており、すべての調査年度で確認

されている。平成 13 年度、平成 21 年度では下流河川で、

平成 21 年度には流入河川でも生育が確認されている。群落

を形成し、まとまった範囲で生育している。 

生息環境や他生物 

の関連性 

先駆性の一年生草本であり、湛水および干出という大きな

攪乱を受ける水位変動域での繁殖力が大きい。 

分析結果 定着して繁殖し、分布を拡大していると考えられる。 

課題 分散の抑制 

駆除等の対策の 

必要性 

オオオナモミが水位変動域（エコトーン）を越えて在来植

物群落の範囲へ侵入するか否かを把握することが必要であ

る。 

 

 

表 6-3-4-23 環境保全対策の必要性や方向性の検討（オオカナダモ） 

種名 ダムによる影響の検証 

オオカナダ

モ 

生態特性 

トチカガミ科の多年草。淡水性の沈水植物。湖沼、溜池、

河川、水路などに生える。日当たりの良い浅い停滞水域を

好む。植物体は冬季も枯れず、そのまま越冬する。栄養繁

殖が旺盛で、殖芽や茎葉切片で繁殖する。 

侵入要因 

流域は住宅地となっており、金魚藻として も多く流通・

販売されている水草であるため、流入河川に流出・遺棄さ

れ、ダム湖に侵入した可能性が考えられる。 

確認状況 

平成 13 年度調査において、下流河川で生育が確認された。

平成 21 年度では、ダム湖周辺、下流河川で生育が確認され

ている。 

生息環境や他生物 

の関連性 

ダム湖から下流河川につながる湛水域に侵入した場合、ク

ロモなどの在来沈水植物が影響を受ける可能性がある。ま

た、異常繁殖すると、水路の水流を阻害することも考えら

れる。 

分析結果 
定着して繁殖していると考えられる。ダム湖から下流河川

へ侵入しているおそれがある。 

課題 分散の抑制 

駆除等の対策の 

必要性 

オオカナダモが下流河川に流出しているか否かを把握する

ことが必要である。 
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表 6-3-4-24 環境保全対策の必要性や方向性の検討（キショウブ） 

種名 ダムによる影響の検証 

キショウブ 

生態特性 

アヤメ科の多年生の抽水植物。湖沼、溜池、河川、水路、

湿った畑地、林縁などに生育する。太い根茎が枝分かれし

て繁殖する。 

侵入要因 

日本には明治時代に観賞用として導入され、全国に拡がっ

た。ダム湖出現以前に、流域の農地等にて生育し、根茎が

水の流れに沿って移動して来たか、流入河川にて生育して

いた可能性が考えられる。 

確認状況 
平成 8年度より確認されている。平成 21 年度では、ダム湖

周辺（ダム湖湖岸のみ）および下流河川で確認されている。

生息環境や他生物 

の関連性 

河川などでの在来植物との競合、アヤメ属との交雑、によ

り在来草本植物が影響を受ける可能性がある。 

分析結果 分布を拡大しつつあると考えられる。 

課題 分散の抑制 

駆除等の対策の 

必要性 

キショウブが下流河川に流出しているか否かを把握するこ

とが必要である。 
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資料：河川水辺の国勢調査 

図 6-3-4-3 外来種の確認状況の経年変化（植物） 
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 3)両生類・爬虫類・哺乳類 

 

 

表 6-3-4-25 外来種の確認状況の経年変化（両生類・爬虫類・哺乳類） 

外来生
物法

兵庫県
BL

外来種
HB

H5 H10 H15 H23 H15 H23 H15 H23

1 ウシガエル 特定 警戒 ○ 12 46 31 12+ 11

2
ミシシッピアカ
ミミガメ

要注意 警戒 ○ 5 26 10 18 2

3 アライグマ 特定 警戒 ○ 7 11+ 6+ 2+

4 ヌートリア 特定 警戒 ○ 2+ + +

下流河川
№ 種名

指定区分 ダム湖周辺 流入河川

 

 

表 6-3-4-26 環境保全対策の必要性や方向性の検討（ウシガエル） 

種名 ダムによる影響の検証 

ウシガエル 

生態特性 

池沼などの止水や穏やかな流れの周辺に生息する。大型

で極めて捕食性が強く、口に入る大きさであれば、ほと

んどの動物が餌となる。貪欲な捕食者で、昆虫やザリガ

ニの他、小型の哺乳類や鳥類、爬虫類、魚類までも捕食

する。 

侵入要因 

日本へは 1918 年に導入され、食用として各地で放逐さ

れたが、ダム湖出現時点において、流入河川に生息して

いた可能性が考えられる。 

確認状況 
ダム湖周辺（主にダム湖岸）にて、すべての調査年度で

経年的に確認されている。 

生息環境や他生物 

の関連性 

水域に生息する水生の小動物を広く捕食する。在来のカ

エル類と競合関係にある。よって、生態系に及ぼす影響

は大きいと考えられる。 

分析結果 定着して繁殖していると考えられる。 

課題 生態系への影響把握 

駆除等の対策の 

必要性 

生態系に及ぼす影響は大きいと考えられ、まずはウシガ

エルの生態系への影響を概ね把握することが必要であ

る。 
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表 6-3-4-27 環境保全対策の必要性や方向性の検討（ミシシッピアカミミガメ） 

種名 ダムによる影響の検証 

ミシシッピ

アカミミガ

メ 

生態特性 

流れの緩やかな河川、湖、池沼など多様な水域に生息し、

底質が柔らかく水生植物が繁茂し水深のある流れの緩

やかな流水域や止水域を好む。寒冷地や山地を除く日本

国内のほぼ全域で越冬・繁殖できる。魚類、両生類、甲

殻類、貝類、水生昆虫等を、生体、死骸を問わず食べる

ほか、藻類、水草、陸生植物の葉、花、果実等も食べる。

侵入要因 

流域は住宅地となっており、ペットとして流通している

「ミドリガメ」が流入河川に遺棄、または逸走し、ダム

湖に侵入した可能性が考えられる。 

確認状況 
ダム湖周辺（ダム湖岸）にて、すべての調査年度で経年

的に確認されている。 

生息環境や他生物 

の関連性 

水辺の小動物、特に在来のカメ類の卵を捕食する。在来

のカメ類と競合関係にある。よって、生態系に及ぼす影

響は大きいと考えられる。 

分析結果 分布を拡大しつつあると考えられる。 

課題 生態系への影響把握、外部からの持ち込みの抑制 

駆除等の対策の 

必要性 

生態系に及ぼす影響は大きいと考えられ、まずはミシシ

ッピアカミミガメの生態系への影響を概ね把握するこ

とが必要である。 

 

 

表 6-3-4-28 環境保全対策の必要性や方向性の検討（アライグマ） 

種名 ダムによる影響の検証 

アライグマ 

生態特性 

河畔の小林地などに巣穴を掘り、集団で生活する。水辺

の森林地帯を好むと言われ、湿地など多様な環境に生息

する。冬眠はしない。雑食性で、両生類、爬虫類、魚類、

鳥類（卵）、哺乳類（死骸を含む）、昆虫類、 甲殻類、

その他の無脊椎動物、植物（果実など）と非常に幅広い

食性を示す。 

侵入要因 

流域は住宅地となっており、1970 年代後半以降に飼育ブ

ームとなったが、その後、野外へ逸出・放逐された飼育

個体が河川の水辺伝いに拡がった。ダム湖出現前後に、

低い密度であるが流入河川に生息していた可能性があ

る。 

確認状況 
ダム湖周辺（ダム湖岸や周辺山林）と下流河川にて、平

成 23 年度に初めて確認された。 

生息環境や他生物 

の関連性 

在来中型哺乳類と競合する。鳥類の営巣を妨害する。在

来種を捕食する。よって、生態系に及ぼす影響は大きい

と考えられる。 

分析結果 分布を拡大しつつあると考えられる。 

課題 生態系への影響把握 

駆除等の対策の 

必要性 

生態系に及ぼす影響は大きいと考えられ、まずはアライ

グマの生態系への影響を概ね把握することが必要であ

る。 
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表 6-3-4-29 環境保全対策の必要性や方向性の検討（ヌートリア） 

種名 ダムによる影響の検証 

ヌートリア 

生態特性 

流れの緩やかな河川、湖、沼沢地の水辺に生活し、水辺

から 10m を越えて陸上を移動することはほとんどない。

土手などに総延長 10m を越える巣穴を掘る。マコモやホ

テイアオイなどの水生植物の葉や地下茎を採食するが、

農作物を食害する場合もある。 

侵入要因 

戦時中から戦後にかけて毛皮用に飼育されていたが、そ

の後、野外へ逸出・放逐された飼育個体が河川伝いに拡

がった。ダム湖出現以前に、低い密度であるが流入河川

に生息していた可能性が考えられる。 

確認状況 
ダム湖周辺（ダム湖岸）と下流河川にて、平成 23 年度

に初めて確認された。 

生息環境や他生物 

の関連性 

ダム湖の湖岸には水生植物はほとんど生育していない

ため、水位変動域（エコトーン）の陸上植物を食べてい

ると考えられる。生態系に及ぼす影響は大きいと考えら

れる。 

分析結果 分布を拡大しつつあると考えられる。 

課題 生態系への影響把握 

駆除等の対策の 

必要性 

生態系に及ぼす影響は大きいと考えられ、まずはヌート

リアの生態系への影響を概ね把握することが必要であ

る。 
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資料：河川水辺の国勢調査 

図 6-3-4-4 外来種の確認状況の経年変化（両生類・爬虫類・哺乳類） 
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6-4. その他調査（建設後） 

6-4-1. 猪名川河川生物環境調査 

（1）調査目的 

本業務は、下流河川及び貯水池上流部における河川生物調査（魚類、底生動物及び付着藻

類）を実施し、調査結果をとりまとめるとともに、生態系に関する総合的な解析・評価を踏

まえ、これまでの調査結果に基づいて、河川および一庫ダム湖上流部の生息環境の変化、河

川生物の変遷を予測し、さらなる改善に向けた今後の河川環境復元対策の実施方法の提言を

行うことを目的とした。 

 

（2）調査内容 

 1)調査区域 

地点は原則として一庫大路次川（ダム下実験区 1、2、八幡、千軒）、田尻川（国崎）の 5 地

点で調査を行った（調査年度によって一部相違がある）｡ 

 

図 6-4-1-1 調査地点 
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 2)調査期間及び調査項目 

現地調査項目は魚類、底生動物、付着生物である。調査時期と調査項目は下表に示す。 

 

表 6-4-1-1 生物調査項目、調査実施時期（平成 21 年度） 

調査地点名 

  調査日 

 

 

調査項目 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 

10月 11月 

調査回数

1回目 2回目 1回目 2回目1回目2回目1回目2回目1回目2回目1回目2回目 

4/23 4/30 5/14 5/21 6/4 6/18 7/9 7/30 8/7 8/20 9/3 9/17 

10/16 

10/19 

11/26

11/12 

ダム下実験区1 

魚類   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 

底生動物     ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 

付着藻類     ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 

ダム下実験区2 

魚類 ダム下実験区1、実験区2を含めた範囲をダム下実験区とする 

底生動物     ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 

付着藻類     ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 

千軒 

魚類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14 

底生動物     ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 

付着藻類     ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 

国崎 

魚類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14 

底生動物     ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 

付着藻類     ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10 

黒川 

魚類     ○ ○ ○ ○ ○  ○  ○ ○ 8 

底生動物         ○  ○  ○ ○ 4 

付着藻類         ○  ○  ○ ○ 4 

注)国崎(前年度調査地点名:田尻川 

黒川(前年度調査地点名:国崎) 

10/16 投網全地点 

10/19 ショッカー、底生動物、付着藻類 全地点 

11/12 投網全地点、ショッカー、底生動物、付着藻類は黒川のみ 

11/26 ショッカー、底生動物、付着藻類 残りの 4 地点 
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表 6-4-1-2 生物調査項目、調査実施時期（平成 22 年度） 

 

表 6.3-2 生物調査項目、調査実施時期 

調査地点名 

調査日 

 

 

調査項目 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月

調査

回数

1 回目 2 回目 3 回目 4 回目 5 回目 6 回目 6 回目 7 回目 8 回目 9 回目 10 回目 11 回目 12 回目 12 回目 13 回目 14 回目

4/27 5/8 5/13 5/31 
6/9,

6/10
6/24 7/1 7/8 8/5 8/16 8/26 9/9 9/30 10/7 

10/14, 

10/25 

11/11,

11/14

ダム下実験区 1 

魚類     
○

 
○ ○ ○ ○ ○ ○

 
○ ○ ○ 10

底生動物     
○

 
○ ○ ○ ○ ○ ○

 
○ ○ ○ 10

付着藻類     
○

 
○ ○ ○ ○ ○ ○

 
○ ○ ○ 10

ダム下実験区 2 

魚類     
○

 
○ ○ ○ ○ ○ ○

 
○ ○ ○ 10

底生動物     
○

 
○ ○ ○ ○ ○ ○

 
○ ○ ○ 10

付着藻類     
○

 
○ ○ ○ ○ ○ ○

 
○ ○ ○ 10

千軒 

魚類 ○ ○ ○ ○ 
○

 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

○ ○ 14

底生動物  △ △ △ 
○

 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

○ ○ 10

付着藻類     
○

 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

○ ○ 10

国崎 

魚類 ○ ○ ○ ○ 
○

 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

○ ○ 14

底生動物  △ △ △ 
○

 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

○ ○ 10

付着藻類     
○

 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

○ ○ 10

黒川 

魚類     
○

○  
○ ○

 
○ ○ △  

○ ○ 8

底生動物     △   △
○

 △
○ △  

○ ○ 4

付着藻類     △   △
○

 △
○ △  

○ ○ 4

龍化トンネル※ 魚類             
△ △    

注)△参考試料、※参考地点 龍化トンネル付近 

国崎(平成 20 度以前調査地点名:田尻川) 

黒川(平成 20 度以前調査地点名:国崎) 

5 回目 魚類調査 投網捕獲のみ 6/10 

6 回目 調査日前の降雨により流量が増加していたため、黒川地点以外は 7/1 に延期 

12 回目 ダム設備工事のための水位低下操作により放流量増加、ダム実験区は 10/7 に延期 

13 回目 魚類調査 投網捕獲のみ 10/14 

14 回目 魚類調査 投網捕獲のみ 11/14 
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表 6-4-1-3 生物調査項目、調査実施時期（平成 23 年度） 

 調査項目・数量等

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月
1回目 2回目 3回目 4回目 5回目 6回目 7回目 8回目 9回目 10回目 11回目 12回目 13回目 14回目

4/15 4/26 5/10 5/17
6/3、
6/9

6/23
7/7,
7/14

7/22,
7/28

8/11
8/24,
8/25

9/12,
9/13

9/30
10/11,
10/20

11/16

魚類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

底生動物 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

付着藻類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

魚類 ダム下実験区1、実験区2を含めた範囲をダム下実験区とする

底生動物 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

付着藻類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

魚類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14

底生動物 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

付着藻類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

魚類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14

底生動物 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

付着藻類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10

魚類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ 8

底生動物 △ △ △ △ ○ ○ △ ○ ○ 4

付着藻類 △ △ △ △ ○ ○ △ ○ ○ 4

 数量総括表 魚類 46 （1）

調査項目別 底生動物 44 （5）

（参考） 付着藻類 44 （5）

注） △：参考試料(検体数）

国崎

 調査地点名
調査
地点

調査日

ダム下実
験区1

調査
回数

1

千軒 1

1

黒川

ダム下実
験区2

1

1

調査項
目

 

5 回目 ：魚類調査 6/3 ショッカー、6/9 投網 

7 回目 ：魚類調査 7/7 投網、7/14 ショッカー 

8 回目 ：魚類調査 7/22 投網、7/28 ショッカー 

10 回目 ：魚類調査 8/24 投網、8/25 ショッカー 

13 回目 ：魚類調査 10/11 投網、10/20 ショッカー 
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表 6-4-1-4 生物調査項目、調査実施時期（平成 24 年度） 

 

 

表 6-4-1-5 生物調査項目、調査実施時期（平成 25 年度） 
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 3)調査方法 

【魚類】 

魚類の捕獲には､電気ショッカー、投網､刺網､手網､もんどり等を現地の状況に応じて用い

た。採取した個体は原則として､それぞれの全長､標準体長(吻端～尾部棒状骨末端)､湿重量

を計測後、できるだけ放流するように努めた。 

 

【底生動物】 

平瀬～早瀬の石礫底でサーバーネット(25cm×25cm)を用いて 2～8 回の定量採集を行な

った｡砂地､岸辺の植物帯周辺などでも同様､25cm×25cm のエリアをサンプリングとする｡試

料は 75%エタノールで固定した｡種の同定および個体数の計数をおこない、1 ㎡あたりの量

に換算し、リストに表した｡ 

 

【付着生物】 

付着生物の採集は原則として早瀬または早瀬に準じるところの石礫底を中心に 0.5～

1.0cm 四方の範囲をブラシの他ナイフで剥離採取した｡ 

試料は 1～3%ホルマリン溶液で固定し、研究室の顕微鏡下で種の同定および計数を行なっ

た。細胞数、体積量を計測した。1cm2 あたりの細胞数量に換算し、リストに表した｡ 
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（3）調査結果 

 1)魚類 

これまでに得られた調査結果から、以下にダム下実験区における魚類相の経年変化を示す。オ

イカワ、底生魚のヨシノボリ類については、例年と同様の個体数を確認している。 

 

表 6-4-1-6 ダム下実験区における魚類相の経年変化 
年月

種名

ウナギ 2 2 8 8 4 3 2 1 9 2 2 4 1

コイ 1 2 1 1 1

コイ科稚魚 51

ギンブナ 8 11 9 3 16 1

ゲンゴロウブナ 2

フナ属 3

オイカワ 22 28 29 36 2 94 132 569 239 418 648 278 190

カワムツ 4 1 2 4 1

ムギツク 5 2 6 1

カマツカ 3 2 3 1 2 1 1 2

ニゴイ 1

スゴモロコ 2 1 2

ドジョウ 1

シマドジョウ 3 1 1 2 1 2 1 12 1

スジシマドジョウ 8 2 1 6

ギギ 2 1 10 7 4 1 4 1 20 6

ナマズ 1 4 1 2 1 1 1 1

アユ 1 7 6 30 25 37 19 30 49 34 1 5 1

ニジマス 2 6 1 5 1

ブルーギル 1 1 1 1

オオクチバス 1

ドンコ 1 1

ウキゴリ 1 1 1 2 3 4 7

シマヨシノボリ 5

トウヨシノボリ 33 104 60 35 33 24 56

オオヨシノボリ 1 2

カワヨシノボリ 22 20 43 37 43 115 127 85 67 35 36 39 125

総個体数 84 86 125 130 114 252 370 797 443 535 726 380 391

平成
25年度

平成
19年度

平成
20年度

平成
21年度

平成
22年度

平成
23年度

平成
24年度

平成
13年度

平成
14年度

平成
15年度

平成
16年度

平成
17年度

平成
18年度

 
出典：「平成 25 年一庫ダム弾力的管理試験実施による下流生物の調査結果について」 

平成 26 年 3 月、一庫ダム管理所（一庫ダム管理所によるデータにより、一部修正） 
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図 6-4-1-2 は、ダム下実験区におけるオイカワの湿重量と体長の関係を示したものである。

環境復元対策を開始した平成 14 年度には体長 5cm 以下の稚魚は確認されなかったが、平成 15

年度以降は確認されており、特に平成 18 年度以降の増加が顕著である。これまで実施してき

た土砂還元、フラッシュ放流および弾力的管理試験の複合的な効果が現れてきているものと思

われる。 

今後も、魚類の生息環境についてはさらに改善をはかる必要があることから、魚類調査を継

続する。 

 

 

 
出典：「平成 25 年一庫ダム弾力的管理試験実施による下流生物の調査結果について」 

平成 26 年 3 月、一庫ダム管理所 

 

図 6-4-1-2 ダム下実験区におけるオイカワの湿重量と体長の関係（平成 14～25 年） 
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 2)付着藻類 

平成 24 年度に土砂還元及びフラッシュ放流の効果検証として、付着藻類の剥離・更新に

関する生物学的な調査を行った。調査は放流前後における自然石に付着している藻類の量、

優占種を測定した。 

クロロフィル a 等は放流前に比べ放流後は減少し、出水のない 6 月下旬～7 月上旬は増

加していた。また、土砂還元地点より下流の各調査地点で藍藻が優占し、水温が 20℃より

高くなる 6 月中旬から細胞数が増加し、フラッシュ放流により減少した細胞数が 10 日前後

で出水前の状態にほぼ回復することが得られた。 

本調査をもって、付着藻類の調査は終了する。 

 

 
出典：「平成 25 年一庫ダム弾力的管理試験実施による下流生物の調査結果について」 

平成 26 年 3 月、一庫ダム管理所 

 

図 6-4-1-3 付着藻類調査結果 
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6-4-2. 下流土砂供給追跡調査 

（1）調査概要 

本調査は、一庫ダム下流河川への土砂還元実験の効果を把握するために、ダム下流における還

元土砂の流下範囲および流下状況を追跡するとともに、ダム直下から猪名川本川合流点までの約

4.8km における河床構成材料および植生の分布状況を把握することを目的とした。 

 

出典：下流土砂供給追調査業務報告書 平成 24 年 3 月 

図 6-4-2-1 下流土砂供給追跡調査 調査範囲（平成 17 年度－平成 23 年度） 
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・トレーサー投入 1 年目 

・河川環境の変化を把握する

ために環境ベースマップを

作成。 

・トレーサー投入 2 年目 

・トレーサー投入 1 年後の流

下状況を確認した（土砂供

給も並行実施）。 

・トレーサー投入 3～5 年目

・トレーサー投入 2～4 年後

の流下状況を確認した（土

砂供給も並行実施）。 

・土砂移動量の定量的把握の

ために河川横断測量を実

施。 

・トレーサー投入 7 年目 

・トレーサー投入 6年後の流

下状況を確認した（土砂供

給も並行実施）。 

・土砂移動量の定量的把握の

ために河川横断測量を実

施。 

・河床高の変化を把握するた

めの 4級水準測量を実施。 

・河床構成材料の粒径調査を

実施。 

平成 17 年度 

業務名 
「一庫ダム 

下流土砂供給試験調査」 

河川環境ベースマップ
作成 
・河床構成材料 
・河川植生 
・河床型 
・簡易河床断面図

堆積土砂の
サンプリング(3 回実施) 
・目視観察 
・室内解析 

平成 18 年度 

業務名 
「一庫ダム 

下流土砂供給追跡調査」 

堆積土砂の
サンプリング(1 回実施) 
・目視観察 
・室内解析 

業務名 
「下流土砂供給追跡調査」 

河川環境ベースマップ
作成 
・河床構成材料 
・河川植生 
・河床型 

堆積土砂の
サンプリング(1 回実施) 
・目視観察 
・室内解析 

河川横断測量

平成 19～21 年度 

業務名 
「下流土砂供給追跡調査」 

河川環境ベースマップ
作成 
・河床構成材料 
・河川植生 
・河床型 

堆積土砂の 
サンプリング(1 回実施) 
・目視観察 
・室内解析 

水準測量 
河川横断測量 

平成 23 年度 

河床構成材料の粒径調査 

・トレーサー投入 6 年目 

・トレーサー投入 5 年後の流

下状況を確認した（土砂供

給も並行実施）。 

・土砂移動量の定量的把握の

ために河川横断測量を実

施。 

・河床構成材料の粒径調査を

実施。 

業務名 
「下流土砂供給追跡調査」 

河川環境ベースマップ
作成 
・河床構成材料 
・河川植生 
・河床型 

堆積土砂の
サンプリング(1 回実施) 
・目視観察 
・室内解析 

河川横断測量

平成 22 年度 

河床構成材料の粒径調査

 

図 6-4-2-2 調査の経緯 
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（2）調査結果 

本調査結果の概要を以下に示す。 

トレーサー調査は猪名川合流点への還元土砂の到達が確認されたことから平成 23 年度調査

をもって終了することとした。 

他の調査項目については、長期的視点で生物との関連を把握することが望ましいことから、

調査頻度を減じながら、継続的に実施することとする。 

 

表 6-4-2-1  下流土砂供給追跡調査概要 

調査項目 目的 結果概要 

現地踏査 
（河川ベース
マップ） 

・土砂還元の目
標である河床
の粗粒化の改
善 効 果 の 確
認。 

・平成 17 年度と比較すると、平成 23 年度調査では岩盤が
減少し、砂、粗礫、中石が増加した。 

・1.0～1.4kp、3.1～3.4kp、3.5～4.1kp などの区間で、
岩盤から中石や中礫などへと粒径が小さくなる傾向が
みられた。 

・以上より、河床の粗粒化が改善傾向にあることが確認さ
れた。 

・土砂還元によ
る河川植生の
変化の把握。 

・平成 17 年度と比較すると、平成 23 年度調査ではネザサ
や自然裸地（砂礫河原）が増加した。 

・自然裸地（砂礫河原）の増加より、事業目的の一つであ
る「砂礫河原の再生」が達成できていることが確認され
た。 

現地確認作業 
（トレーサー
の目視、室内
分析結果） 

・設置した還元
土砂の流下状
況の把握。 

・φ2～12 ㎜のトレーサーは 7 年、φ0.25～2 ㎜のトレー
サーは 6 年で猪名川合流点に流下したものと考えられ
た。 

・ただし、φ2～12 ㎜のトレーサーは平成 17 年度から平
成 20 年度までの 4 年間は 0.8kp の堰の存在により流下
が留まっていた。 

・以上より、平成 17 年度に設置した土砂のうち、φ2 ㎜
を下回る粒径については 6年程度、φ2～12 ㎜の粒径に
ついて 7 年程度で猪名川合流点まで流下しているもの
と考えられた。 

河川横断測量 ・還元土砂の堆
積 状 況 の 把
握。 

・0.5～0.8kp は堆積過多の可能性がある。 
・0.1kp-64.5～0.4kp、0.9～1.8kp では顕著な河床上昇は

認められない。 
河床構成材料
の粒径調査 

・土砂還元によ
る河床構成材
料の変化の把
握。 

・平成 23 年度調査では 0.1kp-117 から 2.4kp までは小石
が、3.6kp では中礫が、4.6kp では細礫がそれぞれ優占
しており、上流から下流に向かうほど、細かい粒径が優
占する傾向がみられた。 
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表 6-4-2-2  下流土砂供給追跡調査における今後の課題 

土砂還元の
目的 

現在時点で確認 
されている効果 

課題 今後の調査計画への提案 

河床の粗粒
化の改善(水
生生物の生
息環境の改
善) 

・φ12 ㎜以下の還
元土砂は猪名川
合流点まで流下
してきている。 

・1.0～1.4kp、3.1
～3.4kp および
3.5～4.1kp など
の区間では、土
砂還元により、
河床の粗粒化が
改 善 傾 向 に あ
る。 

・0.5～0.8kp の区間は、
堆積過多の可能性が
ある。 

・0.8kp の堰の存在によ
り還元土砂の流下が
留まっている。 

 

・0.8kp の堰付近やその他の区間の
河床高の上昇を監視するために
測量を継続して実施する。なお、
顕著な河床高の上昇が確認され
ているのは一部の区間であるこ
とから、コスト縮減のために測線
数を減らす。 

・堆積過多等に配慮した適切な還元
土砂量を検討する。 

・還元土砂を効率的に流下させられ
る土砂設置場所を検討する。 

・トレーサー調査は猪名川合流点へ
の還元土砂の到達が確認された
ことから終了する。 

・河床材の変化に伴う水
生生物への効果の検
証ができていない。 

・水生生物への効果を検証するため
に、河床構成材料の粒径調査を継
続する。 

・また、この結果を用いて水生生物
への効果を検証する。 

流下土砂に
よる付着藻
類の剥離更
新 

 ・フラッシュ放流前後の
付着藻類の生育状況
の調査が未実施のた
め、効果の検証ができ
ていない。 

・フラッシュ放流の前後で付着藻類
の生育状況調査を実施し、付着藻
類の剥離・更新への寄与を検証す
る。 

砂礫河原の
再生 

・砂礫河原（自然
裸地）が増加し
た。 

・今後、砂礫河原（自然
裸地）に植生が侵入す
る恐れがある。 

 

・河川ベースマップの作成は、現時
点で砂礫河原（自然裸地）への植
生の侵入が確認されていないこ
とから、コスト縮減のため 3年に
1度、もしくは大きな出水の後に
実施するなど調査頻度を減らす。
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6-5. 生物の生息・生育状況の変化の評価 

6-5-1. 評価項目の設定 

生物の生息・生育状況の変化と、ダムとの関連の検証結果について、評価の視点を定めて

生物群（分析対象種）毎に評価を行い、改善の必要性のある課題を整理した。 

評価は、ダムの存在やダムの管理・運用に伴い影響を受けると考えられる生物群（分析対

象種）毎に行った。評価の手順は、図 6-5-1-1 に示すとおりである。 

 

 
図 6-5-1-1 生物の生息・生育状況に対する評価の手順 
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（1）評価項目の設定 

評価項目は、「生物相の変化の把握」「重要種の変化の把握」「外来種の変化の把握」で検討

した項目とした。 

 

（2）生物群（分析対象種）毎の評価 

に、表 6-5-1-1 生物の生息・生育状況に関する評価結果を示す。 

 

表 6-5-1-1 生物の生息・生育状況の変化の評価（その 1） 

分析項目 生物の状況 
ダムとの関連の

検証結果注) 

評価 課題及び 

今後の方針 視点 評価結果 

魚

類 

a.ダム湖内

における止

水性魚類の

経年変化 

止水性魚類の外来種

(ブルーギル、オオク

チバス)が減少し、国

内外来種(コウライ

モロコ、ホンモロコ

など)が増加してい

る。 

●：魚類捕獲調

査における外来

種除去などの対

応策が功を奏し

ている可能性が

あると考えられ

る。 

 

ダム湖の生

態系を保全

する。 

外来種によ

る影響を防

止する。 

ダム湖の止水環境

は、一旦ブルーギ

ルやオオクチバス

を優占とする止水

性魚類の新しい生

息場となったもの

の、魚類捕獲調査

による外来種処分

などの対応策によ

り、コウライモロ

コやホンモロコを

優占とする止水性

魚類の生息場へ変

化したといえる。 

今後も魚類捕

獲調査におけ

る外来種処分

を実施してい

く。 

 

b.ダム湖内

及び流入河

川における

回遊性魚類

の経年変化 

ダム湖内における回

遊性魚類(トウヨシ

ノボリ、アユ、ウキ

ゴリ)が流入河川と

ともに増加してい

る。 

●：流入河川に

適切な産卵床が

存在しダム湖と

流入河川を回遊

している可能性

があると考えら

れる。 

地域個体群

を 維 持 す

る。 

ダム湖と流入河川

を回遊している可

能性がある。 

今後も継続し

て調査を実施

し、回遊性魚類

の動向に注目

する。 

c.下流河川

における底

生魚（浮き

石利用種を

含む）の経

年変化 

浮石等利用種(シマ

ヒレヨシノボリ、カ

ワヨシノボリなど)

の増加が見られな

い。 

 

●：浮石等利用

種(シマヒレヨ

シノボリ、カワ

ヨ シ ノ ボ リ な

ど)の増加が見

られないので、

魚 類 か ら 診 る

と、河床材料が

改善されている

とは言えない。

下流河川の

生態系を保

全する。 

浮石等利用種の増

加がみられないの

は、河床材料が一

因であると考えら

れ、何らかの対応

策が必要である。 

今後も砂礫を

多く含む土砂

還元、及び弾力

的管理等を実

施していく。 

 

注）検証結果 

●：生態系等の変化がダムの存在・供用によると考えられる場合 

○：生態系等の変化がダムの存在・供用以外によると考えられる場合 

△：生態系等の変化に対する影響要因が不明であった場合 

－：生態系等の状況に大きな変化が見られなかった場合 

？：生態系等の変化が不明であった場合 
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表 6-5-1-1 生物の生息・生育状況の変化の評価（その 2） 

分析項目 生物の状況 
ダムとの関連の

検証結果注) 

評価 課題及び 

今後の方針 視点 評価結果 

底

生

動

物 

a.下流河川

の底生動物

の分類群別

種数の経年

変化 

夏季はシマトビケラ

科、春季はユスリカ

科といった種群が優

占種群として目立っ

ていた。 

平成 20 年度から 25

年度にかけて、造網

型であるシマトビケ

ラ科が大幅に減少し

た。 

●：土砂還元効

果により底生動

物の個体数比率

が大きく変化し

ている可能性が

あると考えられ

る。 

下流河川の

生態系を保

全する。 

土砂還元効果によ

り河床材料が適度

に攪乱されている

ため、底生動物の

個体数比率が変化

していると考えら

れる。 

今後も砂礫を

多く含む土砂

還元、及び弾力

的管理等を実

施していく。 

 

 

b.下流河川

におけるカ

ゲロウ目、

カ ワ ゲ ラ

目、トビケ

ラ目の種数

及び生活型

の経年変化 

カゲロウ目、カワゲ

ラ目およびトビケラ

目の種類が増え、さ

らに、それらの造網

型の種数比率が減少

している。 

●： カゲロウ

目、カワゲラ目

およびトビケラ

目 の 種 類 が 増

え、またそれら

の造網型の種数

比率が減少して

いるため、底生

動 物 か ら 診 る

と、河床材料が

適度に攪乱され

ている状態に向

かっている可能

性がある。 

下流河川の

生態系を保

全する。 

下流河川をカゲロ

ウ目、カワゲラ目、

トビケラ目で判断

すると、土砂還元

効果が出ていると

考えられる。 

今後も砂礫を

多く含む土砂

還元、及び弾力

的管理等を実

施していく。 

 

注）検証結果 

●：生態系等の変化がダムの存在・供用によると考えられる場合 

○：生態系等の変化がダムの存在・供用以外によると考えられる場合 

△：生態系等の変化に対する影響要因が不明であった場合 

－：生態系等の状況に大きな変化が見られなかった場合 

？：生態系等の変化が不明であった場合 
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 表 6-5-1-1 生物の生息・生育状況の変化の評価（その 3） 

分析項目 生物の状況 
ダムとの関連の

検証結果注) 

評価 課題及び 

今後の方針 視点 評価結果 

動

植

物

プ

ラ

ン

ク

ト

ン 

a.ダム湖内

における植

物プランク

トンの優占

種及び分類

群別確認種

数の経年変

化 

植物プランクトンの

細胞数をみると、藍

藻網が大きな減少傾

向に、珪藻網と各渦

鞭毛藻網と緑藻網は

増加傾向にある。 

●：一庫ダムの

ダ ム 湖 浅 層 で

は、藍藻網の異

常増殖によるア

オコおよびカビ

臭対策として、

浅層曝気循環設

備を稼働させて

いる。一般的に、

浅層曝気循環設

備が上手く稼働

すると、ダム湖

表層の藍藻網細

胞類が大きく減

少し、珪藻網細

胞類がやや増加

す る 場 合 が 多

い。  

ダム湖の生

態系を保全

する。 

浅層曝気設備の運

用によりダム湖表

層の富栄養化が改

善されていると考

えられる。 

今後もダム湖

の水質改善を

継続する。 

 

b.ダム湖内

における動

物プランク

トンの優占

種及び分類

群別確認種

数の経年変

化 

平成5年度から18年

度にかけては、ヒゲ

ワムシ科やテマリワ

ムシ科などのワムシ

類と、エピスティリ

ス科やスナカラムシ

科などの原生動物と

が優占となり、21 年

度から 24 年度にか

けては、ヒゲワムシ

科やツボワムシ科や

ネズミワムシ科など

のワムシ類と、ゾウ

ミジンコ科やカイア

シ亜綱などの甲殻類

とが優占となってい

る。 

●：動物プラン

クトンと栄養レ

ベルの関係は、

一般的に原生動

物が富栄養、ワ

ムシ類が富栄養

－中栄養、甲殻

類が中栄養－貧

栄養のレベルで

あると考えられ

る。よって、ダ

ム湖表層の栄養

レベルが富栄養

から中栄養に移

行している可能

性があると考え

られる。 

ダム湖の生

態系を保全

する。 

浅層曝気循環によ

り、動物プランク

トンにも影響が現

れており、今後の

動態に注意が必要

である。 

今後もダム湖

の水質改善を

継続する。 

 

注）検証結果 

●：生態系等の変化がダムの存在・供用によると考えられる場合 

○：生態系等の変化がダムの存在・供用以外によると考えられる場合 

△：生態系等の変化に対する影響要因が不明であった場合 

－：生態系等の状況に大きな変化が見られなかった場合 

？：生態系等の変化が不明であった場合 
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表 6-5-1-1 生物の生息・生育状況の変化の評価（その 4） 

分析項目 生物の状況 
ダムとの関連の

検証結果注) 

評価 課題及び 

今後の方針 視点 評価結果 

植

物 

a.ダム湖水

位変動域に

おける植生

群落の経年

変化 

ダム湖周辺の植物群

落において、ダム湖

岸に接する外来植物

群落は、樹木のイタ

チハギ群落のみなら

ず、一年草のオオオ

ナモミ群落が増加し

ている。 

●：一般的に水

位変動の大きい

ダム湖では、湖

岸砂礫が攪乱さ

れるため、侵入

してきた外来種

の一年草は定着

しにくい。しか

し、外来一年草

のオオオナモミ

群落が増加して

いる。 

ダム湖周辺

の生態系を

保全する。 

外来種によ

る影響を防

止する。 

水位変動域への外

来植物群落の侵入

の勢いは継続する

ものと考えられ、

何らかの対応策が

必要である。 

外来陸生植物

の湖岸から内

陸部への侵入

範囲を把握す

る（河川水辺の

国勢調査の結

果 を 活 用 す

る）。 

b.ダム湖水

位変動域と

下流河川に

おける外来

種一年草の

関係 

ダム湖水位変動域で

確認できた外来種の

一年草(アレチウリ、

オオブタクサ、オオ

カワヂシャなど)10

種が、下流河川にお

いても確認された。 

●：一般的に上

流にある河川で

は、洪水時に河

床砂礫が攪乱さ

れるため、侵入

してきた外来種

の一年草は定着

しにくい。しか

し、一庫ダムの

水位変動におい

て確認された外

来種の一年草 10

種が、下流河川

で も 確 認 さ れ

た。 

下流河川の

生態系を保

全する。 

外来種によ

る影響を防

止する。 

外来植物(アレチ

ウリ、オオブタク

サ、オオカワヂシ

ャなど)10 種が下

流河川においても

生育しており、何

らかの対応策が必

要である。 

今後も砂礫を

多く含む土砂

還元、及び弾力

的管理等を実

施していく。 

外来水生・抽水

植物の植物体

における流出

実態を把握す

る（河川水辺の

国勢調査の結

果 を 活 用 す

る）。 

注）検証結果 

●：生態系等の変化がダムの存在・供用によると考えられる場合 

○：生態系等の変化がダムの存在・供用以外によると考えられる場合 

△：生態系等の変化に対する影響要因が不明であった場合 

－：生態系等の状況に大きな変化が見られなかった場合 

？：生態系等の変化が不明であった場合 
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表 6-5-1-1 生物の生息・生育状況の変化の評価（その 5） 

分析項目 生物の状況 
ダムとの関連の

検証結果注) 

評価 課題及び 

今後の方針 視点 評価結果 

鳥

類 

a.ダム湖・

河川・渓流

に生息する

鳥類の経年

変化 

もともと河川本川や

谷地形に生息してい

た水辺の鳥(アオサ

ギ、ゴイサギ、イソ

シギ、カワセミ、セ

グロセキレイなど)

は水位変動域で生息

しているものの減少

傾向と推定される。 

●：水位変動に

より現れる水辺

の状態がこれら

の鳥類が生息し

やすいか否かと

いう要因になっ

ていることが推

定される。 

 

ダ ム 湖 周

辺、下流河

川の生態系

を 保 全 す

る。 

水位変動域におけ

る水辺の鳥の減少

傾向は、ダム運

用・管理が影響を

及ぼしている可能

性があるため、今

後の動向に注意が

必要である。 

水位変動域に

生息している

鳥類の詳細な

生息場所を河

川水辺の国勢

調査の中で把

握する。 

b.鳥類集団

分布地の確

認状況の経

年変化 

カワウ、カルガモ、

ヒドリガモ、オシド

リがダム湖に集団分

布地を形成してい

る。 

水位変動域では、留

鳥のヒヨドリ、シジ

ュウカラ、ホオジロ、

カワラヒワが多く確

認されている。 

 

●：カワウ、カ

ルガモ、ヒドリ

ガモは、もとも

と河川に生息し

ていたと考えら

れ、オシドリは

ダム湖が出現し

たことにより飛

来するようにな

ったと考えられ

る。 

河川本川の河原

を利用していた

と考えられるサ

ギ科の種は、確

認数が少ない。

ダム湖周辺

の生態系を

保全する。 

水位変動域や下流

河川において、サ

ギ科の種による集

団分布地が形成さ

れていないこと

は、ダム運用・管

理が影響を及ぼし

ている可能性があ

るため、今後の動

向に注意が必要で

ある。 

注）検証結果 

●：生態系等の変化がダムの存在・供用によると考えられる場合 

○：生態系等の変化がダムの存在・供用以外によると考えられる場合 

△：生態系等の変化に対する影響要因が不明であった場合 

－：生態系等の状況に大きな変化が見られなかった場合 

？：生態系等の変化が不明であった場合 
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表 6-5-1-1 生物の生息・生育状況の変化の評価（その 6） 

分析項目 生物の状況 
ダムとの関連の

検証結果注) 

評価 課題及び 

今後の方針 視点 評価結果 

両

生

類

・

爬

虫

類

・

哺

乳

類 

a.山間の渓

流や水辺に

生息する両

生類・爬虫類

の経年変化 

渓流や谷地形を好

む両生類(タゴガエ

ル、カジカガエル)

や爬虫類(ニホンイ

シガメ、ヤマカガ

シ)が確認されてい

る。 

－：ダム湖周辺

における渓流や

谷地形の地表に

適度な水分が存

在する可能性が

あると考えられ

る。 

 

地域個体群

を 維 持 す

る。 

ダム湖周辺を山地

の渓流や水辺に生

息する両生類・爬

虫類で評価する

と、現状では問題

ないものと考えら

れる。 

－ 

b.広葉樹林

や古来の山

林環境に生

息する哺乳

類の経年変

化 

広葉樹や古来の山

林環境に生息する

哺乳類(アカネズ

ミ、タヌキ、キツネ、

アナグマなど)が確

認されている。 

－：広葉樹や古

来の山林環境に

生息する種が経

年的に確認され

ている。  

ダム湖周辺

の生態系を

保全する。

ダム湖周辺を広葉

樹林や古来の山林

環境に生息する哺

乳類で評価する

と、現状では問題

ないものと考えら

れる。 

－ 

注）検証結果 

●：生態系等の変化がダムの存在・供用によると考えられる場合 

○：生態系等の変化がダムの存在・供用以外によると考えられる場合 

△：生態系等の変化に対する影響要因が不明であった場合 

－：生態系等の状況に大きな変化が見られなかった場合 

？：生態系等の変化が不明であった場合 
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6-5-2. 改善の必要性のある課題の整理 

 1)アレチウリに関する課題 

現地調査の調査の結果、ダム湖特有の水位低下後の裸地部分にアレチウリが生育する傾向

がみられたことから、夏季以降、水位が低下して出現した裸地にアレチウリが繁茂している

可能性があり、ダム湖周辺に生育する在来種の成長を妨げることが懸念される。 

アレチウリの種子は水に沈むことが知られているが、どの程度の期間、水中で生存し続け

るのかに関する科学的知見がなく、仮にダム堤体に近い場所に分布している場合は洪水操作

時に下流域へ発芽可能な種子が流出する可能性も残る。 

一庫ダムでは流入河川やダム湖流入部でアレチウリの生育が確認されていることから、上

流域から種子が供給され続けることで、ダム管理者のみでの効果的な対処が困難であること

も想定される。 
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6-6. 環境保全対策の効果の評価 

6-6-1. 環境保全対策の整理 

（1）環境保全対策の実施状況 

 1)背景 

一庫ダムは、昭和 58 年の運用開始以降、30 年が経過しており、この間、洪水と渇水を経験

し、その効果が評価されてきた。その一方で、ダム建設後の河川環境の変化として、下記事項

が顕在化してきた。 

・かつて都市に近いアユの友釣り場として賑わっていたが、平成 14 年時点では、ダム直下に

岩盤等が露出したうえヨシが河岸に繁茂し、アユの生息に適した河川環境ではなくなった。 

・近年の小雨化傾向にともない、ダム直下から猪名川合流点までの 5km 区間に減水区間が発

生し、生物の生息環境への悪影響が懸念された。 

・貯水池内の魚類相に占める外来魚の割合が非常に高くなり、好ましくない貯水池環境にな

ってきた等の一部ダムの影響が顕在化してきた。 
 

 a）下流河川環境の変化 

ダムによる流量調節の結果、河川流量が平滑化し、また土砂供給が遮断されたため、ダムの

直下流では、岩盤の露出、干陸化によるヨシの繁茂や河床に石や砂が少なくなるなどの影響に

より、魚類の産卵場所、底生動物の生息場所が少なくなっている(写真 6-6-1-1)。また、「自然

の流量変動」がなくなったため、出水の頻度が減少し、藻類の剥離・更新の頻度が少なくなり、

藻類が大型化し魚類の餌になりにくくなる等の問題が生じている。 
 

 b）アユの減少 

ダム建設当時には、アユの友釣場として賑わっていたが、徐々にアユ釣りをする人もアユの

姿も見かけることが少なくなった。このため地元からも、かつてのように魚が多く棲める河川

への復元が強く要望されている。 

写真 6-6-1-1 昭和 57 年ダム建設当時(左)と平成 14 年ダム下流状況(下流から上流を望む) (右) 
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 2)環境保全対策の実施内容 

下流河川環境の改善・復元を目的として、一庫ダムでは以下の河川復元対策を実施してい

る。 

 

表 6-6-1-1 一庫ダムの環境保全対策の実施状況 

No. 場所 手法 概要 

1 下流河川 弾力的管理運用試験 平成 18 年度より継続している。 

洪水調節容量の一部に流水を貯留しておき、こ

の容量を用いて初夏のダム下流河川の流量を増量

して流況改善を図ることと、ダム貯水池の湖肢部

の浅場水域での冠水面積を増加させるとともに水

位低下速度を緩和することにより、下流河川およ

び貯水池の各々において水生生物の生息環境の保

全に役立てることを試験的に行うもの。 

2 下流河川 玉石の投入とヨシの

除去 

平成 14 年度に実施した。 

アユの生息環境改善を目的して、河川へ玉石を投

入し、河岸のヨシを除去した。 

3 下流河川 土砂の投入とフラッ

シュ放流 

平成 15 年度より継続している。フラッシュ放流と

土砂投入によって河川環境復元対策を行ってい

る。 
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弾力的運用試験

土砂の搬入とフラッ

シュ放流玉石の投入とヨシの

除去

 
 

 
 

図 6-6-1-1 一庫ダムの環境保全対策の実施位置

土砂投入箇所(H15～20) 

玉石投入とヨシの除去(H14)  

◎:直下流魚類調査地点  

◎

◎
◎◎

8-1

8-2 
8-3 8-4 

一庫ダム 



一庫ダム定期報告書 

6. 生物 

6-200 

 

（2）環境保全対策の概要 

 1)弾力的管理運用試験 

 a）実施状況 

弾力的管理運用試験の実施状況を以下に示す。 

表 6-6-1-2  弾力的管理運用試験の実施状況 

No. １ 

手法 弾力的管理運用試験 

目的 

下流河川へのダム湖の影響が指摘されてきており、ダムのさらなる活用が

求められてきている。その一つの取り組みとして、一庫ダムでは平成 18 年度

より制限水位移行方式による弾力的管理試験を開始した。 

下流河川の環境改善を図るとともに、ダム湖の貯水位変化を緩和すること

で貯水池上流部に生息する在来魚の産卵場所の保全を図ることを目的として

実施した。 

目標 

弾力的管理試験の目的は以下の通りである。 

1)維持流量の増量により下流の一庫大路次川の河川環境の保全・向上(よ

どみ水の流掃、河川景観の向上、付着藻類の剥離・更新支援、アユ等

の魚類の遡上・降下支援、底生動物の産卵支援等)。 

2)ダム湖の貯水位変化の緩和により、貯水池内のコイ・フナなどの在来

魚の産卵場所の保全。 

目的の 1)については、現在のダム直下での 低維持流量は0.50m/sであり、

これは魚類の産卵期を考慮した場合、魚類に対して望ましい流量よりも小さ

い値となっているため、維持流量を魚類からみた望ましい流量まで増加して

生物の生息環境の改善を図ることとし、2)については、一庫ダムでは、4 月

中旬から 6 月 15 日にかけて、貯水位を常時満水位の EL.149.00m から洪水期

制限水位の EL.135.30m まで 13.70m の水位低下を行っているが、この時期は

ちょうど魚類の産卵期と重なっている。支川田尻川の上流部(黒川合流地点)

の国崎付近の緩傾斜地は魚類の産卵場所となっており、EL.136.00m(洪水期制

限水位+0.70m)程度に貯水位を保つことにより、約 1.5ha の産卵場所の確保が

期待できる。従って、魚類の産卵期における貯水位変化を緩和することで水

位低下による魚卵の干し上がり等を防ぎ、特にコイ・フナなどの在来魚の産

卵場所の保全が可能となる。 

内容 

時期 春（魚類の産卵期）から 7月中旬までの期間 

位置 －（放流量・時期の操作） 

方法 

制限水位移行方式による弾力的管理試験のイメージを図 6-6-1-2 に示す。

従来の方法(活用水位を期間中一定に設定する方法)では、洪水期制限水位よ

り上に活用水位を設定し、洪水期間中、活用水位を一定にしてこの活用容量

を用いて維持流量の増加等に活用するのに対して、制限水位移行方式の場合

は、予め設定した活用水位を利用して活用期間内に下流へ放流する方式であ

る。以上より、一庫ダムにおける弾力的管理試験方法としては、活用期間は

7 月中旬までとし、これ以降は洪水調節容量を全量確保できる「制限水位移

行方式」を採用することとした。 

維持管理の内容 特になし。 

効果確認 下流河川の魚類関連のモニタリングとあわせて水生生物の生息状況を確認。
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活用水位

活用水位ま
で回復

本来下流に放流できた流
量を貯留する。

流量の低減・平滑化

従来：活用水位を期間中一定に設定する方法

一庫ダム：制限水位移行方式

活用水位
等差的に水
位を低下

活用水位

活用水位ま
で回復

本来下流に放流できた流
量を貯留する。

流量の低減・平滑化

従来：活用水位を期間中一定に設定する方法

一庫ダム：制限水位移行方式

活用水位
等差的に水
位を低下

 洪 水 調 節 容 量

洪 水 調 節 容 量 内 の 一 部 を 活 用

活 用 容 量

堆 砂 容 量

利 水 容 量

洪 水 調 節 容 量

洪 水 調 節 容 量 内 の 一 部 を 活 用

活 用 容 量

堆 砂 容 量

利 水 容 量

 

図 6-6-1-2 弾力的管理試験(制限水位移行方式)のイメージ 

 

 

 b）目的の達成に必要な流量の検討 ( 魚類から見た望ましい流量の設定 ) 

既往の調査結果を基に、一庫大路次川(畦野地点)における魚類への望ましい流量を設定す

る。なお、一庫大路次川の対象魚種としては次の 4種を選定した。 

オイカワ、アユ、ニゴイ、ヨシノボリ類 

対象魚種に望ましい流況を月ごとで整理したものを表 6-6-1-3 に示す。これより、6 月中

旬～7月上旬における魚類の生息、産卵等に望ましい流量は、1.218～2.420m3/s となる。 

表 6-6-1-3 魚類毎の月別の望ましい流況 

対象魚種 条件及び根拠 1月 2月 3月 4月 5月 7月 8月 9月 11月 12月

生態特性

必要水深(cm) 10 10 10 10 15 15 15 10 10 10

必要流量(m3/s) 0.171 0.171 0.171 0.171 0.438 0.438 0.438 0.171 0.171 0.171
必要流速(cm/s) - - - - 5 5 5 - - -

生態特性

必要水深(cm) - - 15 15 15 15 15 15 30 30

必要流量(m3/s) - - 0.438 0.438 0.438 0.438 0.438 0.438 2.420 2.420

必要流速(cm/s) - - - - - - - - 60 60

生態特性

必要水深(cm) 20 20 20 30 30 20 20 20 20 20

必要流量(m3/s) 1.218 1.218 1.218 2.420 2.420 1.218 1.218 1.218 1.218 1.218

必要流速(cm/s) - - - - - - - - - -

生態特性

必要水深(cm) 10 10 10 10 20 20 20 10 10 10

必要流量(m3/s) 0.171 0.171 0.171 0.171 1.218 1.218 1.218 0.171 0.171 0.171
必要流速(cm/s) - - - - 10 10 10 - - -

1.218 1.218 1.218 2.420 2.420 1.218 1.218 1.218 2.420 2.4202.420

洪水期6/16～10/15 非洪水期 10/16～

-

10

0.171

-

2.420

移動

10月

10

0.171

-

30

2.420

60

20

6月

15

0.438

5

15

0.438

-

産卵期

1.218

必要 大流量(m
3
/s)

備 考 ～6/15 非洪水期

ヨシノボ
リ類

移動 産卵期

20

1.218

10

産卵期

オイカワ

移動 産卵期 移動

アユ

移動

ニゴイ

移動 移動

30

2.420

-
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 2)玉石の投入とヨシの除去(平成 14 年度) 

玉石の投入とヨシの除去の実施状況を以下に示す。 

 

表 6-6-1-4  玉石の投入・ヨシの除去の実施状況 

No. ２ 

手法 玉石の投入、ヨシの除去 

目的 

アユが生息するには流速、河床材料や水深にある程度変化があり、アユが

なわばりを造るための河床材料が必要である。アユが隠れるだけの人頭大の

石が沈み、適度に河床の砂礫、細砂が動いて更新される状態が好ましい。ダ

ム下流については、河床の岩盤が露出し、小さな石も少なく、鳥などの外敵

から身を隠す場所もない。そのため、人工的にヨシを除去し玉石を投入する

ことで水と陸の移行帯と瀬を復元する対策を実施した。 

目標 アユの生息に適した河川環境の改善 

内容 

時期 

平成 14 年度に実施。 

玉石の投入、ヨシの除去の時期は、アユの放流に影響を与えないように、

また、放流量の増加するドローダウン前の平成 14 年 4 月下旬から 5月上旬に

かけて行った。 

位置 
対象範囲は、ダム下流約 300～600m までとした。実際に施工するのは、重機

の進入が容易な右岸側のみとした。 

方法 

投入材料は、アユが隠れられるよう成魚の体長の 2 倍程度を目安に 10～

40cm の玉石とした。 

玉石は本来ダムで堰き止められているものを、下流へ流すという考え方で

あれば、ダム内、上流に堆積しているものを下流に流すのが河川環境から言

って本来の姿であるが、以下の理由から、ダム下流約 10km 付近にある河川工

事の残土(河床砂礫)を流用した。 

 

 一庫ダムには貯砂ダムがないため、掘削して運搬するのが容易ではな

い。 

 掘削、運搬が可能な貯水池内に堆積している土砂の粒径は非常に小さ

く、材料としては適さない。 

 河川工事の残土は径 30～50cm の玉石を多く含んでおり、材料として適

していた。玉石はゴミ等の不純物を多く含んでいたのでスケルトンバ

ケットでふるい分けし、径が 10～40cm の玉石のみを採取した。 

 

施工の際は、重機の進入路用として、上流の砂防ダム工事の掘削ズリを

100m3程河川内に敷き均した。 

維持管理の内容 特になし。 

効果確認 下流河川の魚類関連のモニタリングとあわせてアユの生息状況を確認。 
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 3)土砂の投入とフラッシュ放流 

土砂の投入及びフラッシュ放流の実施状況を以下に示す。 

 

表 6-6-1-5  土砂の投入・フラッシュ放流の実施状況 

No. ３ 

手法 土砂の投入、フラッシュ放流 

目的 

平成 14 年の河川環境生物生息環境調査の結果、ダム直下流において、砂礫

の減少や河川生物の餌となる藻類の更新が減少しているとの知見が得られ

た。このため、平成 15 年から有識者の指導のもと、放流による掃流力を利用

したフラッシュ放流および土砂供給による河川環境の復元対策を行ってきて

いる(平成 16 年は、土砂投入のみを行い、土砂掃流は自然出水によるものと

した)。なお、ここでいうフラッシュ放流とは、ダム下流の河川環境の保全を

目的に管理規程を遵守しつつ、人為的に放流量を増加させる操作を行うこと

を指し、降雨や利水目的の場合の放流とは区別するものとした。 

目標 
川石に付着している藻類の剥離・更新を促すとともに、ダム下流への土砂

の還元により、魚類の産卵床等の造成を図ることなどを目標とする。 

内容 

時期 
平成 15 年度より毎年実施。平成 14 年度は土砂の投入のみ。詳細は以下に別

途記載した。 

位置 対象範囲は、ダム下流約 150m 付近とした。 

方法 
ダム堤体直下への土砂の搬入とフラッシュ放流をあわせて行う。 

詳細は、以下に別途記載した。 

維持管理の内容 特になし。 

効果確認 下流河川の魚類関連のモニタリングとあわせて水生生物の生息状況を確認。
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 a）投入材料 

平成 25 年度に実施した土砂還元に用いた投入土砂について、河川水辺の国勢調査マニュア

ルに基づく「河床材料の区分」を、表 6-6-1-6 に示す土質試験結果をもとに、算定した。 

その結果は、表 6-6-1-7 のようになり、砂や細礫ばかりではなく、中礫 9.2％および粗礫

2.2％も多くはないが含んでいる。これらの中礫や粗礫の供給が、下流河川における河床材料

の改善に寄与していると考えられる。 

 

表 6-6-1-6 投入土砂の土質試験結果（平成 25 年度） 

 

出典：土質試験結果報告書 平成 25 年 
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表 6-6-1-7 平成 25 年度土砂還元における投入土砂の河床材料区分 

粒径 mm 
通過質量百分率％ 

河床材料区分 
質量含有

割合％ No.1 No.2 No.3 

100 100.0 100.0 100.0 － － 

－ － － － 粗礫 50～100mm 2.2 

50 95.5 99.0 99.0 － － 

－ － － － 中礫 20～50mm 9.2 

20 86.5 90.5 89.0 － － 

－ － － － 細礫 2～20mm  26.2 

2 54.0 67.5 66.0 － － 

－ － － － 砂 0.074～2mm 49.1 

0.074 15.0 13.0 12.0 － － 

－ － － － 泥 0.074mm 以下 13.3 

－ － － － 計 100.0 

出典：平成 20 年度 一庫ダム流域環境調査報告書 一庫ダム管理所、平成 21 年 3 月 
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 b）時期及び方法 

以下に実施日と 大放流量の実績を示す。フラッシュ放流の時期については、貯水位を常

時満水位(EL.149.00m)から洪水期制限水位(EL.135.30m)まで水位をさげる期間(ドローダウ

ン期間:4/1～6/15)とし、安全面から放流は日中に実施するものとした。 

 

表 6-6-1-8  土砂還元実績 

年度 
還元土砂量 

（m3） 

最大放流量 

（m3/s) 

のべ時間 

（h） 
土砂投入方式 

H14 200 - - 

置き土 

H15 300 
10.0 1.5 

20.0 3.5 

H16 600 - - 

H17 600 
11.0 7.0 

16.5 3.0 

H18 1,000 20.0 2.0 

バックホウによ

る土砂投入 

H19 2,000 11.0 10.0 

H20 2,100 12.5 9.0 

H21 1,200 12.5 10.0 

H22 1,000 12.5 13.0 

H23 500 12.5 6.5 

H24 600 12.5 10.0 

H25 420 12.5 10.0 

 

 

表 6-6-1-9 フラッシュ放流実績 

年度 実施月日 大放流量 
大放流量 

継続時間 

H21 平成 21 年 5 月 27 日 12.5m3/s 5 時間 

H21 平成 21 年 6 月 10 日 12.5m3/s 5 時間 

H22 平成 22 年 5 月 27 日 12.5m3/s 8 時間 

H22 平成 22 年 6 月 10 日 12.5m3/s 8 時間 

H23 平成 23 年 5 月 24 日 12.5m3/s 5 時間 

H24 平成 24 年 5 月 18 日 12.5m3/s 5 時間 

H24 平成 24 年 6 月 9日 12.5m3/s 5 時間 

H25 平成 25 年 5 月 10 日 12.5m3/s 5 時間 

 

 c）実施状況 

フラッシュ放流の実施例を以下に示す。 
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図 6-6-1-3 平成 24 年のフラッシュ放流実施状況（5 月 18 日） 

 

 

フラッシュ放流開始直後（9 時頃） 約 4m3/s

フラッシュ放流中（9：45 頃） 約 8m3/s

フラッシュ放流中（10：20 頃） 約 10m3/s

フラッシュ放流中（13：20 頃） 約 12m3/s
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6-6-2. 環境保全対策の結果の整理 

（1）弾力的管理運用試験（平成 18 年度～平成 25 年度） 

 1)実施概要 

図 6-6-2-1 に、弾力的管理試験を実施している平成 18～25 年度と、実施していない平成

15～17 年度の水位移行計画と実績を示した。弾力的管理試験により確保した活用容量によっ

て、約 1 ヶ月の期間について 0.43m3/s の流量が増加可能となっている。 

 

 
出典：「平成 25 年一庫ダム弾力的管理試験実施による下流生物の調査結果について」 

平成 26 年 3 月、一庫ダム管理所（データを元に一部を編集した） 

 

図 6-6-2-1 平成 15～25 年度 一庫ダム水位移行計画と実績 
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 2)環境保全対策調査結果 

 a）弾力的管理試験による流現の改善効果 

図 6-6-2-2 に、ダムから約 2.3km 下流の畦野地点における平成 6 年度（代表的な渇水年）と

平成 18～25 年度(弾力的管理試験実施の実績値と、実施しなかった場合)の流況を比較した結

果を示した。 

渇水年であった平成 6 年度については、7 月上旬を除いて、ほぼ期間中に魚類の必要流量を

下回る流況であった。 

活用放流については、実施計画を基本としているが、平成 19,21 年度は弾力的管理試験開始

時から流況が良くなく、活用容量を使い切って早期に試験終了となる恐れがあったことから、

開始直後に有識者との協議の結果、下流基準地点の確保流量を一部変更することで対応した。

具体的には、これまでの魚類等の調査結果から、ニゴイの必要流量である 2.42m3/s を常時確

保する必要はないとの回答を得たため、弾力的管理試験期間中(6/16～7/15)は、1.22m3/s 以上

の魚類の必要（望ましい）流量を確保することとしたものである。 

試験期間の 8 年の全期間を通じて、1.22m3/s 以上の流量は確保できている。 

 

 
出典：「平成 25 年一庫ダム弾力的管理試験実施による下流生物の調査結果について」 

平成 26 年 3 月、一庫ダム管理所 

図 6-6-2-2 畦野地点における流況比較（平成 18～25 年、平成 6 年） 
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 b）弾力的管理試験による生物への影響 

これまでに得られた調査結果から、以下にダム下実験区における魚類相の経年変化を示す。オ

イカワ、底生魚のヨシノボリ類については、例年と同様の個体数を確認している。 

 

表 6-6-2-1 ダム下実験区における魚類相の経年変化 
年月

種名

ウナギ 2 2 8 8 4 3 2 1 9 2 2 4 1

コイ 1 2 1 1 1

コイ科稚魚 51

ギンブナ 8 11 9 3 16 1

ゲンゴロウブナ 2

フナ属 3

オイカワ 22 28 29 36 2 94 132 569 239 418 648 278 190

カワムツ 4 1 2 4 1

ムギツク 5 2 6 1

カマツカ 3 2 3 1 2 1 1 2

ニゴイ 1

スゴモロコ 2 1 2

ドジョウ 1

シマドジョウ 3 1 1 2 1 2 1 12 1

スジシマドジョウ 8 2 1 6

ギギ 2 1 10 7 4 1 4 1 20 6

ナマズ 1 4 1 2 1 1 1 1

アユ 1 7 6 30 25 37 19 30 49 34 1 5 1

ニジマス 2 6 1 5 1

ブルーギル 1 1 1 1

オオクチバス 1

ドンコ 1 1

ウキゴリ 1 1 1 2 3 4 7

シマヨシノボリ 5

トウヨシノボリ 33 104 60 35 33 24 56

オオヨシノボリ 1 2

カワヨシノボリ 22 20 43 37 43 115 127 85 67 35 36 39 125

総個体数 84 86 125 130 114 252 370 797 443 535 726 380 391

平成
25年度

平成
19年度

平成
20年度

平成
21年度

平成
22年度

平成
23年度

平成
24年度

平成
13年度

平成
14年度

平成
15年度

平成
16年度

平成
17年度

平成
18年度

 
出典：「平成 25 年一庫ダム弾力的管理試験実施による下流生物の調査結果について」 

平成 26 年 3 月、一庫ダム管理所（一庫ダム管理所によるデータにより、一部修正） 
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図 6-6-2-3 は、ダム下実験区におけるオイカワの湿重量と体長の関係を示したものである。

環境復元対策を開始した平成 14 年度には体長 5cm 以下の稚魚は確認されなかったが、平成 15

年度以降は確認されており、特に平成 18 年度以降の増加が顕著である。これまで実施してき

た土砂還元、フラッシュ放流および弾力的管理試験の複合的な効果が現れてきているものと思

われる。 

 

 

 
出典：「平成 25 年一庫ダム弾力的管理試験実施による下流生物の調査結果について」 

平成 26 年 3 月、一庫ダム管理所 

 

図 6-6-2-3 ダム下実験区におけるオイカワの湿重量と体長の関係（平成 14～25 年） 

 



一庫ダム定期報告書 

6. 生物 

6-212 

 

 3)弾力的管理試験によるダム上流の状況 

図 6-6-2-4～図 6-6-2-6 は、弾力的管理試験による貯水位低下速度緩和による貯水池内産卵

床の造成環境の改善効果を示したものである。これらより貯水池上流の国崎地点（田尻川）の

平坦部において貯水位低下速度の緩和により 6/16～7/15 の弾力的管理試験期間中に約 2.1ha 

の産卵床の造成効果がある。本年度の魚類調査でも、例年どおり、カワムツ，オイカワ，ウキ

ゴリ、ヨシノボリ属等が確認されている。これまでの調査で体長 2cm 以下の稚魚が確認されて

いることから、ダム上流部の浅場水域が稚魚の生息場となっていると考えられる。 

 

 

 
出典：「平成 25 年一庫ダム弾力的管理試験実施による下流生物の調査結果について」 

平成 26 年 3 月、一庫ダム管理所 

 

図 6-6-2-4 ダム(国崎地区)の平坦部における貯水池内産卵床の造成効果イメージ 
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出典：「平成 25 年一庫ダム弾力的管理試験実施による下流生物の調査結果について」 

平成 26 年 3 月、一庫ダム管理所 

 

図 6-6-2-5 国崎地区平面図 

 

 
出典：「平成 25 年一庫ダム弾力的管理試験実施による下流生物の調査結果について」 

平成 26 年 3 月、一庫ダム管理所 

図 6-6-2-6 国崎地区平坦部の干上がり状況比較(上段:H17、中・下段:H23) 
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（2）玉石の投入とヨシの除去(平成 14 年度) 

玉石の投入、ヨシの除去の時期は、アユの放流に影響を与えないように、また、放流量

の増加するドローダウン前の平成 14 年 4 月下旬から 5月上旬にかけて行った。 

投入は、現場が旧国道に面していることから、道路上からダンプで投入し、河川内に進

入した重機により、玉石を投入し、敷き均した。敷き均しは、右岸側に水陸移行帯を作る

ようにし、2～3m の幅で薄く敷き均した。また、瀬と淵を造るために、5～10m 間隔で河川

を横断するように玉石を配置した。ヨシは玉石を投入する前に重機により根から除去した。

施工時は、濁水対策として 2箇所に汚濁防止フェンスを設置した。 

施工前と施工後の状況写真を写真 6-6-2-1 に示す。 

 

 

図 6-6-2-7 対策施工と調査地点位置図 

 

写真 6-6-2-1 ヨシの除去と玉石の投入対策前(左)と対策後(右)の状況 

土砂投入箇所(H15～20) 

玉石投入とヨシの除去(H14)  

◎:直下流魚類調査地点  

◎

◎
◎◎

8-1

8-2 
8-3 8-4 

一庫ダム 
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（3）土砂の投入とフラッシュ放流(平成 15～25 年度) 

 1)実施概要 

フラッシュ放流の実施にあたっては、極力放流水温の低下を抑えた上での 大限の放流量

（12.5m3/s 程度）とし、土砂の流掃効果を高めるため、重機による河川内への土砂投入を行っ

た。 

ダム下流河川環境復元に向けての取り組みの実施にあたっては、有識者、地域住民、漁業協

同組合、周辺自治体の方々で意見交換会を公開で開催し、今後の取り組みの参考とすることを

目的とした意見交換を行った。 

フラッシュ放流の効果を把握するために、土砂移動の追跡調査や河川生物の生息状況調査を

継続的に実施している。 

 

 2)環境保全対策調査結果 

 a）魚類調査結果 

一庫ダムでは、自然の土砂供給の代替として、ダム下流河川に土砂を置き、出水（フラッシ

ュ放流等）で土砂を下流河川の河床に配る環境改善施策が平成 14 年度から継続的に実施されて

いる。土砂還元による魚類生息環境の改善のシナリオの 1 つに、産卵床の復元がある。ダムに

より、流域からの土砂は貯留されるため、ダム堤体より下流区間では供給土砂が減り、粗粒化

が進行する。魚類の中には河床の砂や砂利を産卵床として、再生産を行うものが少なくない。 

図 6-6-2-8 にダム下流河川（淀一下１地点）の種数と個体数の経年変化を示す。魚類は近年、

増加傾向にある。特に、捕獲数の多いオイカワに着目すると、平成 7年度は 3個体であったが、

平成 24 度は 244 個体と非常に多く捕獲された。オイカワは砂利河床で産卵する。土砂還元に伴

う産卵床の復元が、オイカワの生息個体数の増加に寄与した可能性が推察される。 

 
図 6-6-2-8 ダム下流河川（淀一下１地点）の種数と個体数の経年変化 
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 b）植生の変化 

フラッシュ放流実施後の植生の変化状況を以下に示す。 

成 17 年度から平成 23 年度にかけて、面積が増加したのは自然裸地およびネザサであり、

減少したのは草地であった。 

自然裸地は平成 21 年度から増加しているが、顕著に増加したのは、平成 22 年度であった。

平成 22 年度は大きな出水があり、河道内がかく乱されたことによって、自然裸地が増加した

ものと考えられた。 

一方、ネザサの増加要因は、草地が成立していた範囲を侵食したことによるものであった。

根茎による栄養繁殖を行うネザサは、栄養繁殖を行わない草地に該当する草本種よりも優位

に生育範囲を拡大する。また、ネザサは密生することから、他の草本は生育しにくい環境と

なる。このことから、ネザサの面積が増加したものと考えられた。 

自然裸地（砂礫河原）の増加より、事業目的の一つである「砂礫河原の再生」が達成でき

ていると考えられる。 
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図 6-6-2-9 下流河川における河床植生の面積の変化 

出典：下流土砂供給追調査業務報告書 平成 24 年 3 月 水資源機構一庫ダム管理所 

 



一庫ダム定期報告書 

6. 生物 

6-217 

 

 c）河床の変化 

フラッシュ放流実施後の河床の変化状況を以下に示す。 

平成 21～25 年の間に 8回、フラッシュ放流による土砂還元を実施した。 

土砂還元を始めた平成 17 年度から暫くは河床の岩盤が占める面積が大きかったが、土砂還

元が進んだ平成 22～23 年度になると、50mm 大前後の中礫及び粗礫が占める面積割合が増加

した。 
 

 
図 6-6-2-10 河床材面積の変化 

出典：下流土砂供給追調査業務報告書 平成 24 年 3 月 水資源機構一庫ダム管理所 

（土砂量のグラフを加筆した。） 
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H23 

H17 

平成 17 年度は、小
石や中石が多くを
占めていたが、平成
23 年度には中礫や
粗礫に置き換わっ
た。

 
図 6-6-2-11 河床構成材料の変遷 

出典：下流土砂供給追調査業務報告書 平成 24 年 3 月 水資源機構一庫ダム管理所 
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 d）土砂の流下状況 

設置した還元土砂の流下状況の把握のために、下流河川ではトレーサー調査を行っている。

平成 17 年度に設置した土砂のうち、φ2 ㎜を下回る粒径については 6 年程度、φ2～12 ㎜の

粒径については 7年程度で猪名川合流点まで流下しているものと考えられた。 

トレーサー調査によって、投入した土砂が猪名川合流点へ到達していることが確認された。 
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図 6-6-2-12 トレーサーの流下状況 

出典：下流土砂供給追調査業務報告書 平成 24 年 3 月 水資源機構一庫ダム管理所 
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 e）土砂還元及びフラッシュ放流による藻類の剥離効果について 

平成 24 年度に土砂還元及びフラッシュ放流の効果検証として、付着藻類の剥離・更新に

関する生物学的な調査を行った。調査は放流前後における自然石に付着している藻類の量、

優占種を測定した。 

フラッシュ放流による付着藻類の剥離・回復状況を図 6-6-2-13 に、藻類の現存量を示す

クロロフィル a 等の時系列調査結果を図 6-6-2-14 に示す。クロロフィル a 等は放流前に比

べ放流後は減少し、出水のない 6 月下旬～7 月上旬は増加していた。また、土砂還元地点よ

り下流の各調査地点で藍藻が優占し、水温が 20℃より高くなる 6 月中旬から細胞数が増加し、

フラッシュ放流により減少した細胞数が 10 日前後で出水前の状態にほぼ回復することが得

られた。 

出

典：「平成 25 年一庫ダム弾力的管理試験実施による下流生物の調査結果について」 

平成 26 年 3 月、一庫ダム管理所 

図 6-6-2-13 付着藻類の剥離・回復状況（平成 24 年、いずれも同地点） 
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出典：「平成 25 年一庫ダム弾力的管理試験実施による下流生物の調査結果について」 

平成 26 年 3 月、一庫ダム管理所 

図 6-6-2-14  付着藻類調査結果 
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6-6-3. 環境保全対策の効果の評価 

環境保全対策について、目標と現状を比較することにより、効果を評価した。 

 

（1）弾力的管理運用試験 

 

表 6-6-3-1 弾力的運用試験の効果の評価 

目標 洪水調節容量の一部に流水を貯留しておき、この容量を用いて初夏のダム下

流河川の流量を増量して流況改善を図ることと、ダム貯水池の湖肢部の浅場水

域での冠水面積を増加させるとともに水位低下速度を緩和することにより、下

流河川および貯水池の各々において水生生物の生息環境の保全に役立てること

を試験的に行う。 

結果  平成 18 年度より継続している。 

 対策によって、下流河川において魚類の生息に適した流量が確保されてい

る。 

 土砂供給およびフラッシュ放流との複合的な効果により、ダム下流におい

て環境改善の指標種としているオイカワの稚魚が多数確認されるなど、ダ

ム下流の河川環境は改善傾向が見られている。 

 ダム湖内での在来魚の産卵場の増加については、定量的な調査を実施して

いないため、詳細は不明である。 

効果の評価  弾力的運用によって、水生生物の生息環境の改善がはかられている。 

 ダム湖内での在来魚の産卵場の増加については、十分なデータがないため

に評価が難しい。 

 環境に関する効果検証は長いスパンで行うことが重要であり、今後も河川

環境復元対策については継続実施していくとともに、併せてモニタリング

調査も実施し、これらの対策効果についての検証を行っていく。 

 

（2）玉石の投入とヨシの除去 

 

表 6-6-3-2 （2）玉石の投入とヨシの除去の効果の評価 

目標 アユの生息環境改善を目的して、河川へ玉石を投入し、河岸のヨシを除去し

た。 

結果  平成 14 年度に実施した。 

 対策によって、アユの生息に適していると考えられる環境が創造され、河

岸の環境改善に寄与したと考えられる。 

効果の評価  目的の成果をあげたと考えられる。 
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（3）土砂の投入とフラッシュ放流 

 

表 6-6-3-3 （3）土砂の投入とフラッシュ放流の効果の評価 

目標 フラッシュ放流と土砂投入によって河川環境復元対策を行っている。 

結果  平成 15 年度より継続している。 

 下流河川でオイカワの増加が確認されており、土砂還元に伴う産卵床の復

元が、オイカワの生息個体数の増加に寄与した可能性が推察される。 

 岩盤の減少、砂、粗礫や中石の増加、岩盤から中石や中礫などへと粒径が

小さくなる傾向のみられる区間があることから、河床の粗粒化が改善傾向

にあると考えられる。 

 平成 17 年度から比較すると、ネザサや自然裸地が増加した。 

 トレーサー調査の結果、還元土砂は猪名川合流点へ到達していることが確

認された。 

効果の評価  魚類の生息環境が改善していると考えられる。 

 河床の粗粒化が改善傾向にあると考えられる。 

 自然裸地（砂礫河原）の増加より、事業目的の一つである「砂礫河原の再

生」が達成できていると考えられる。 
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6-6-4. 環境保全対策の課題の整理 

 

環境保全対策 評価結果 改善の必要のある課題 

弾力的運用試験  弾力的運用によって、水生生物の

生息環境の改善がはかられてい

る。 

 ダム湖内での在来魚の産卵場の
増加については、十分なデータが
ないために評価が難しい。 

魚類の産卵場の増加について
は、定量的な調査が実施されてい
ないため、効果の程度が評価でき
ていない。 

玉石の投入とヨシ
の除去 

 対策によって、アユの生息に適し
ていると考えられる環境が創造
され、河岸の環境改善に寄与した
と考えられる。 

今後、河床の状況や河岸の状況
に応じて、追加の対策の実施を検
討することが望ましい。 

土砂の投入とフラ
ッシュ放流 

 フラッシュ実験を行い始めてか
らダム下流でオイカワが定着し、
造網型のトビケラが多数生息し、
アユのはみあとが確認できる程
度の付着藻類が繁茂する河床が
できるようになった。 

 河床の粗粒化が改善傾向にある

と考えられる。 

 自然裸地（砂礫河原）の増加より、
事業目的の一つである「砂礫河原
の再生」が達成できていると考え
られる。 

一庫ダム湖周辺の河川では、樹
林帯が減っていることで流域に
入り込む植物残さは減っている。
将来的には、土砂に加えて上流か
ら貯水池に流れ込む植物残さを
土砂に混ぜてフラッシュ放流す
ることも検討に値する。 
フラッシュ放流の前後で付着

藻類の生育状況調査を実施し、付
着藻類の剥離・更新への寄与を検
証することが必要である。 
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6-6-5. 今後の対応方針の整理 

環境保全対策について、ダムの存在やダムの管理・運用に伴う生物への影響を整理した。 

 

 

環境保全対策 改善の必要性 

弾力的運用試験  有効な対策であり、今後も継続することが望まれる。 
 魚類の産卵環境の改善については、具体的なデータに基づいて評価を

行い、今後の課題を検討することが望まれる。 

 

 

環境保全対策 改善の必要性 

玉石の投入とヨシ
の除去 

 実施された対策は一定の効果をあげたと考えられる。河川環境は変化
するため、今後、河床の状況や河岸の状況に応じて、追加の対策の実
施を検討することが望ましい。 

 

 

環境保全対策 改善の必要性 

土砂の投入とフラ
ッシュ放流 

 一庫ダム湖周辺の河川では、樹林帯が減っていることで流域に入り込
む植物残さは減っている。植物残さは、有機物を提供するほか、カワ
ゲラ類、植物質の材料で巣を作るトビケラ類の生息場になり、河川の
底質材料としては重要である。将来的には、土砂に加えて上流から貯
水池に流れ込む植物残さを土砂に混ぜてフラッシュ放流することも
検討に値する。 
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6-7. まとめ 

生物の生育・生息状況に関する評価の概要を表 6-7-1 に示す。 

 

表 6-7-1(1) 生物の生育・生息状況に関する評価の概要（その１） 

区
分 

評価 今後の方針 

下
流
河
川 

 底生動物のうち、カゲロウ目、カワゲラ目およびトビケラ目

は種数が増え、またそれらの造網型の種数比率が減少してい

るため、河床材料が適度に攪乱されている状態に向かってい

る可能性がある。 

 魚類のうち、浮石等利用種(シマヒレヨシノボリ、カワヨシノ

ボリなど)の増加が見られないという点では、河床材料が十分

改善されているとは言えない。 

 ダム湖水位変動域で確認できる一年草の外来植物(アレチウ

リ、オオブタクサ、オオカワヂシャなど)10 種が下流河川にお

いても生育しており、洪水時の河床砂礫攪乱によって流下し

ていない可能性がある。 

 

下流河川の河道環境を保
全する上において、今後も
砂礫を多く含む土砂還元、
及び弾力的管理等を実施し
ていく。 
 

ダ
ム
湖
内 

 止水性魚類の外来種(ブルーギル、オオクチバス)が減少し、

国内外来種(コウライモロコ、ホンモロコなど)が増加してい

る。よって、魚類捕獲調査における外来種処分などの対応策

が功を奏している可能性がある。 

 底生動物のうち、重要種のキイロサナエがダム湖岸で初めて

確認されたが、ダム湖水質がやや回復したため生息できるよ

うになった可能性がある。 

ダム湖内の生物環境を管
理する上において、今後も
魚類捕獲調査における外来
種処分を実施していく。 
 

ダ
ム
湖
水
位
変
動
域 

 ダム湖岸に接する外来植物群落(イタチハギ群落のみならず

オオオナモミ群落も)が増加しており、また一年草の外来植物

(アレチウリ、オオブタクサ、オオカワヂシャなど)が確認さ

れる。よって、水位変動域における一年草の外来植物の定着

力が強い可能性がある。 

 外来水草のオオカナダモ、外来抽水植物キショウブがダム湖

水位変動域と下流河川の双方で生育している。よって、ダム

湖から植物体が流出している可能性がある。 

 

 鳥類のうち、もともと河川や谷地形に生息していた水辺の鳥

(アオサギ、ゴイサギ、イソシギ、カワセミ、セグロセキレイ

など)は水位変動域で生息しているものの減少傾向にある。よ

って、水位変動域の水辺状態が鳥類に影響を及ぼしている可

能性がある。 

 

 両生類・爬虫類・哺乳類のうち、水位変動域で生息する外来

種のウシガエルおよびミシシッピアカミミガメは継続して確

認された。また、ヌートリアは新たに確認された。よって、

外来種が在来種へ影響を及ぼす可能性がある。 

ダム湖水位変動域を管理
する上において、外来陸生
植物の湖岸から内陸への侵
入範囲、外来水生・抽水植
物の植物体における流出実
態を把握する。 
（河川水辺の国勢調査の

結果を活用する） 
 
 
水位変動域に生息してい

る鳥類の詳細な生息場所の
把握に努める。 
（河川水辺の国勢調査の

結果を活用する） 
 
ヌートリアについては、

関係機関と連絡を取りつ
つ、今後の動向を注視する。
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表 6-7-1(2)  生物の生育・生息状況に関する評価の概要（その２） 

区

分 
評価 今後の方針 

ダ

ム

湖

周

辺 

 両生類・爬虫類のうち、山間の渓流や水辺に生息する両生類

(タゴガエル等)や爬虫類(ニホンイシガメ、ヤマカガシ)が確

認されている。よって、ダム湖周辺における渓流や谷地形の

地表に適度な水分が存在する可能性がある。 

 哺乳類のうち、広葉樹や古来の山林環境に生息する哺乳類(ア

カネズミ、タヌキ、キツネ、アナグマなど)が確認されている。

 

 哺乳類のうち、外来種のアライグマは継続して確認されてお

り、在来種への影響の可能性がある。 

ダム湖周辺の在来種に

ついては、対策等は特に必

要ない。 

 

 

 

 

外来種のアライグマは

関係機関と連絡を取りつ

つ、今後の動向を注視す

る。 

流

入

河

川 

 ダム湖内における回遊性魚類(トウヨシノボリ、アユ、ウキゴ

リ)が流入河川とともに増加している。よって、流入河川に適

切な産卵床が存在しダム湖と流入河川を回遊している可能性

がある。 

回遊性魚類の動向に注目

しつつ、今後も継続して調

査を実施する。 
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6-8. 必要資料（参考資料）の収集・整理 

一庫ダムの生物に係わる評価のため、以下の資料を収集整理した。 

 

表 6-8-1(1) 「6.生物」に使用した文献・資料リスト 

資料番号 区分 資　　料　　名 発行年月

資料-1
平成5年度一庫ダム河川水辺の国勢調査業務
（鳥類・両生類・爬虫類・哺乳類・底生動物・動植物プランクトン）

平成6年3月

資料-2
平成6年度一庫ダム河川水辺の国勢調査業務
（植物・鳥類・両生類・爬虫類・哺乳類・陸上昆虫類）

平成6年7月

資料-3 平成7年度一庫ダム河川水辺の国勢調査業務（魚類調査） 平成7年11月

資料-4 平成8年度一庫ダム河川水辺の国勢調査業務（植物調査） 平成9年3月

資料-5 平成9年度一庫ダム河川水辺の国勢調査業務（鳥類調査） 平成10年3月

資料-6
平成10年度一庫ダム河川水辺の国勢調査業務
（両生類・爬虫類・哺乳類・陸上昆虫類等調査）

平成11年3月

資料-7 平成11年度一庫ダム自然環境検討業務（底生動物、動植物プランクトン） 平成12年3月

資料-8 平成12年度一庫ダム自然環境検討業務（魚類） 平成13年3月

資料-9 平成13年度一庫ダム自然環境検討業務（植物調査） 平成14年3月

資料-10 平成13年度一庫ダム河川水辺の国勢調査業務（植物調査） 平成14年3月

資料-11 平成13年度一庫ダム河川水辺の国勢調査業務（陸上植物調査） 平成14年3月

資料-12 平成14年度一庫ダム河川水辺の国勢調査業務（鳥類調査） 平成15年3月

資料-13
平成15年度一庫ダム河川水辺の国勢調査業務
（水辺の国勢調査　両生類・爬虫類・哺乳類・陸上昆虫類等調査）

平成16年3月

資料-14
平成15年度一庫ダム河川水辺の国勢調査業務
（両生類・爬虫類・哺乳類・陸上昆虫類等調査）

平成16年3月

資料-15
平成16年度一庫ダム河川水辺の国勢調査業務
（底生動物・動植物プランクトン）

平成17年3月

資料-16 平成17年度一庫ダム河川水辺の国勢調査業務（魚類調査） 平成18年3月

資料-17 平成18年度一庫ダム河川水辺の国勢調査（鳥類）業務 平成19年3月

資料-18 平成19年度河川水辺の国勢調査業務（魚類調査） 平成19年12月

資料-19 平成20年河川水辺の国勢調査業務（底生動物調査） 平成20年11月

資料-20 平成21年度河川水辺の国勢調査業務（植物調査） 平成22年3月

資料-21 河川水辺の国勢調査業務(ダム湖環境基図作成調査) 平成23年2月

資料-22
平成22年度一庫ダム河川水辺の国勢調査計画検討・整理
（ダム湖環境基図作成調査）

平成23年3月

資料-23 河川水辺の国勢調査業務(両生類・爬虫類・哺乳類調査) 平成24年2月

資料-24 河川水辺の国勢調査業務（魚類調査） 平成25年1月

資料-25 河川水辺の国勢調査業務（底生動物調査） 平成25年12月

国
　
　
勢
　
　
調
　
　
査
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表 6-8-1(2) 「6.生物」に使用した文献・資料リスト 

資料番号 区分 資　　料　　名 発行年月

資料-26 平成14年度一庫ダム自然環境検討業務（エドヒガン植栽試験） 平成15年3月

資料-27 平成15年度一庫ダム自然環境検討業務（エドヒガン栽培試験） 平成16年3月

資料-28 平成15年度一庫ダム自然環境検討業務（クズ生育制御実験） 平成16年3月

資料-29
平成16年度一庫ダム自然環境検討業務
（クズ生育制御実験，河川水辺の国勢調査　底生動物・動植物プランクト
ン）

平成17年3月

資料-30 平成16年度猪名川河川生物生息環境に関する検討業務 平成17年3月

資料-31 平成17年度猪名川河川生物生息環境に関する検討業務 平成18年3月

資料-32 平成18年度猪名川河川生物生息環境に関する検討業務 平成19年3月

資料-33 平成19年度猪名川河川生物生息環境に関する検討業務 平成20年3月

資料-34 平成21年度猪名川河川生物生息環境に関する検討業務 平成22年3月

資料-35 猪名川河川生物生息環境に関する検討業務 平成24年3月

資料-36 猪名川河川生物生息環境に関する検討業務 平成26年3月

資料-37 平成16年度貯水池生物調査 平成17年3月

資料-38 平成17年度貯水池生物調査 平成18年3月

資料-39 平成18年度貯水池生物調査報告書 平成19年3月

資料-40 平成19年度一庫ダム貯水池生物調査 平成20年3月

資料-41 平成21年度一庫ダム貯水池生物調査 平成22年3月

資料-42 平成22年度一庫ダム貯水池生物調査 平成23年3月

資料-43 一庫ダムプランクトン調査・整理検討業務 平成26年1月

自
然
環
境
検
討
業
務

 
 

 

 




